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  Foreword


  God's best gift for His Church on earth is spirit-filled Pastors and Teachers. We are thankful that He has given such workers to the Church in Japan. And one such is Mr. Fujito Tsuge. God has richly endowed him with the gifts of the Holy Spirit, and has used him greatly. This record of the way God has blessed him will help many to see that God reveals Himself to one who fully trusts Him, and will faithfully fulfill His promises.


  I am very glad it has been published, and believe that many on reading it will be convinced of their own unbelief and failure, and will cast themselves upon the Lord to be used by Him for His glory.


  



  Barclay F. Buxton


  



  序言（前ページ訳文）


  地上の教会に賜う神の最も善き賜は聖霊に満たされたる牧師と教師であります。私共は主が日本の教会に斯かかる働人等を与え給いました事を感謝致します。而しこうして柘植不知人兄弟の如きはその一人であります。神は兄弟に聖霊の賜を豊かに賦与し著しく用い給いました。神が兄弟を恵み給いました筋道を記した本書は、神に全く信頼する者に御自身を顕し給わん事を実見せんとする者を助くることと思います。又神はその約束を御忠実に成就し給います。


  私は本書の公にせられた事を誠に喜ぶものであります。而しこうして本書を読んで多くの者は彼等自身の不信仰と敗北について罪を認め、主に彼等自身を投げ出し栄光のため、主に用いらるるに至らんことを信じます。


  



  バークレー・エフ・バックストン


  



  自序


  これまで私の証を公にせんことを内外人より一再ならず勧められたが如何せん、多忙でその時が得られなかった。然しかるに此度こたび病気静養を機としてその証の大要を記して刊行するに至ったことは誠に感謝である。然されど神が私の上になし給うた御行は尋常普通の事にあらず、母の胎を出でしより今日に至る五十有余年の生涯は全く奇跡と不思議にて充みち、一つとして神の恩寵ならざるはなく、これらを詳細に述べんにはなお時足らず、ただその内の著しき神の御行について証したるに過ぎない。


  幼少より家貧しくして所有辛酸を嘗め、多難不幸、波瀾曲折、浮沈盛衰窮りなく、もはや生きる望みの尽き果てたる時、キリストに来たりて救われ、死より生に移り、全く別世界のものとせられた。その結果、凡てのことは神の旨によりて召されたる神を愛する者の為に悉ことごとく働いて益をなす、と云う御言は私の生涯の証となり、前の困苦はやがて人を救う活ける知識となり、同情の泉となった。故に如何なる境遇の許もとにある者もキリストに来たりて全き解決を得、凡てのもの悉ことごとく働きて益とならざる者のないことを信ずるものである。


  更に救われて後自分の満足や喜悦を求めるとか、何ものかになって用いられたいと云う願望ではなく、私の衷には飢え渇く如く義を求めて止まない燃ゆるが如き渇きがあった。この切なる欲求は地に属つける何ものを以てしても満たさること能わず、活けるキリスト御自身に来たり、ペンテコステの霊を受くるまでは、止むことの出来なかったものであった。遂に其の霊に満たされ、キリストと全く一つにせられ、キリストの聖旨のならんことのみを望むものとせられた、


  地上に在いました主御自ら、又弟子達を通して病者を癒し給うたそのままの御行を現在に於いて拝するに至ったことはこれまた感謝に堪えざることである。


  更に崇高なる観念は神を愛し、神の為に生きる生涯である。神を愛することは即ち神の愛し給うものを愛することにして、主イエスのペテロに語り給うた如く、我を愛するならば我が羊を牧かえとの真理である。私の生涯は生きるにも死ぬるにも失われたる魂を尋ね、又羊を牧かうために、全生涯を傾注するの外に道なきに至った。而しこうしてその生涯こそ、神と共に働き、神と共に交わる最高の生涯にして、世の一切より離れ、神を全部として受け入れ、ここに満足と感謝とを以て世を過ごすに至った。


  何人と雖いえども自己中心の生涯より神中心の生涯に移るまでは到底満足し能わざる切なる飢渇の絶えざることは事実である。又人の貴賤はこの世の所有物の如何によるものに非ず、神の為に生きる生活のみ、初めて真の平安と満足を見出すものである。


  故に本書を味わう諸兄姉はその最高の目的に達せられんこと著者の衷心よりの願いと切なる祈りである。本書は何分匇卒そうそつの間に出来上がったもので、人間の側よりすれば甚だ稚拙なることを免れないが、読者その意のある所を諒せられんことを。


  又本書に記したる事は私の上になし給える神の御行の証であって、ペンテコステに至る道程及び、之を受けて後の歩みについてなお記したき事多くあれど、主許し給わば後日ペンテコステの指導書として一書を公に致したく願っている。又今日まで共に在いまして栄光を顕し給うた主は、私をしてなお地上に留めて用い給わば栄光の事跡の続編を頒つ時あらんことを希っている。


  願わくは主本書を祝して、多くの人々に恩恵を注ぎ、普あまねくリバイバルを起こし給わんことを。


  



  熱海にて


  大正十五年九月七日　柘植不知人


  



  編者言う


  柘植先生は大正十五年三月十日、熱海にて俄然大患より癒され、その後静養中、私は二回行って補佐し、二十五章まで仕上げ、ペンテコステに伴う証の部分も予定せられた計画であったが、之が急に纏まらなかったので生前に出版の運びに至らなかったのである。別府への途中、大阪出帆の時、もう一度別府に行って最後の相談をなして出版する約束であった。その内にと思っているうちにこんな事になってしまった。先生は私の行くことを心待ちに待っておられたそうである。生前に出すことの出来なかったことは残念であったが、その値高き原稿を残されたことは全教会の大いなる幸福であって感謝に絶えぬことである。


  リバイバルの器であったチャールス・フィニーはリバイバルに関する講演を残した。その書の行く所にリバイバルが起こったということである。本書によって大いなる御行の起こらんことを祈って止まぬ次第である。


  本書を編纂するに当たって、なるべく短き章に区分しておいた。その理由は一時に多く読まぬためである。読者は一度に一章以上読まぬようせられんことを御勧めする。先生が本書を出された目的は要するにペンテコステの経験に至る指導のために外ならんのであるから、かかる書は多く読んで物知りになることは決して霊魂の成長を助くるものでない。一章を読んだなら、聖書の言に照らし、之を己が魂に当てはめ、よく祈って階段を登るが如くに進まれんことを忠告しておく。


  



  昭和二年四月一日


  京都伝道館にて　西條彌市郎


  



  第一章 成長期と逆境


  
    我わが母の胎を出でし時より我を選びおき恵みを以て我を召し給いし神……（ガラテヤ一・十五）
  


  私の父は島根県邑智ゆうち郡原村はらむら医師柘植つげ東景とうけいの三男でやはり医師と成って後のち広島県狩小川かりこがわ村字あざ深川ふかがわ（広島市の川上）という所に開業した。そして仝村乃美政次郎ごうそんのみまさじろうの長女と結婚し、私は明治六年十二月十二日その長男として生まれたのである。父は代々医家の感化を受け、仁術ということを極端に重んじ、儒教を嗜たしなみ、医者のかたわら山陽学舎と称する塾を開き、多くの子弟を教養していたが之もとより仁術を重んずる結果、世の財宝を求めず、名誉地位を更に顧みず、一意専心病者の救済に努めていた。元来儒教の感化により清貧を貴ぶ風ふうがあって、一向いっこう経済的の考えなく常に赤貧洗うが如しという有様であった。


  母は生来蒲柳ほりゅうの質しつで家政を助くることが困難であった。然るに私が六才の時、弟が母の乳房を噛み切ったのが元で、遂に大患だいかんになり、病床にあること三年家政ますます困難に陥り、私は子供ながらも父母の苦痛を見るに忍びず、その当時より何とかして父母の困難を助けたいとの考えが起こった。母は尚なお静養の必要あって山道一里を隔てた実家に移って静養していたが母は身体痩せ衰え頭髪かみのけは剃っていた。ところが宅に残した四人の子供の事が気に懸かり、家人の隙を窺い我家わがやに帰らんとすることしばしばであった。或る夜よ私が裏口を開けると病体の母が戸外に立ちている。『お母さんどうしたんですか』と言ったら『いやお前達の事が心配で見に来たのだ』と答えた。私はその時初めて親が子供を愛する愛というものは如何に深いものであるか、将来必ず恩に報いたいと決心した。これが親の愛に感じた第一の印象であった。


  遂に三年有半にして母は全快し、帰宅したが同時に又も父が大患だいかんにかかり、病床にあること五ヵ年、家政の困難はいよいよ烈はげしく名状すべくもあらず、私は子供ながらもそれを救う道なきかと日夜心を痛めその道を求めていた。ところが私が十三才の時深川ふかがわから三里の南原みなはらという所に大森林の討伐が始まり、その運搬に行けば男女老幼にかかわらず金が儲かると聞き、父母には親戚に行くと告げて家を出で南原山みなばらやまに行き、労働者の中に加わり、木材運搬車の後押しをすることになった。その時の賃金は一日四五十銭位のもので食事や小遣いを除けば余り多く残らない。何とかして少しでも多く母に送りたい考えから弁当の代わりに豆腐を一丁づつ食うて飢えをしのぎ、遂には自分一人で車を引き、一日一円五十銭より二円の金を得て、母の許もとに送った。十四才の時父も全快して業務に服したから一先ず家に帰った。


  私の七才の時初めて現在の小学校が出来、同年輩の者は皆登校するが私は家貧しく両親の病気で兄弟の子守などをするため学校に行くことが出来なかった。十三才頃になってから益々勉強の必要を感ずるに至ったが家の事情はこれを許さず、然るに世はいよいよ知識に進み、そのままにては将来世に立つ能わざることを深く感じ、自ら志を立て、冒険にも十五才の時東京に飛び出したが、元より学費もなく、素養もなく、何の学校にも入ることもできぬ、下宿に居って独学を始めた。私の家は代々医者であるから何とかして医術を学びたいと思ったが何いずれの学校も資格のない者は入れない。ただ濟生さいせい学舎がくしゃだけは無試験で聴講を許さるので、ここに医学を学ぶこと二ヵ年、多少前途の曙光を認め、専心一意勉学に努めていた。


  十七才の時母方の親戚で地方屈指の資産家某家ぼうけに相続人として養子に遣やると両親で定め、突然呼び帰され、不本意ながらも私は行くことになった。その家は農家で地方の習慣でもあるが朝苅あさがりというて朝食あさめし前に草を刈る、その荷が軽ければ老人に恥じしめらる、夜は夜業がある、その上に老人の肩を揉ませらる、慣れぬ体に堪えられぬ苦痛であった。尚なおその上に実家が困っているので養家ようかへは広島に行って放蕩したと称し、実家へは私の自由になる金だと言って五六百円の金を貢みついだ。私には言うに言われぬ苦しみであった。私の本志ほんしは学問をして立派な人間になりたい、財産などは欲しくないので二十才の時遂に帰ってしまった。


  これより先、私が十四才の時母と共にその養家ようかとなった家に行ったことがあった。母は先に帰り、私は一人残され、正月には迎いに来る約束であったが私は家が恋しくて堪えられなかった。六日には道連れがあるから待てというのにこれが待ち切れず、三日に一人で二十二里の道を歩んで帰った。途中にある親戚で一泊する筈であったが、何分なにぶん心は家を慕う思いで充みちているので無茶苦茶に歩み通したがいよいよ疲れ切って一休みしている内に眠ってしまった。醒めてみれば夜中過ぎである。立ち上がって疲れた足を運んで村に着いたのは夜明け前であった。ところが驚いたことに時ならぬ時刻に母が門前に立ちている。『お母さんどうしたのですか』と尋ねたら『お前の事が気になって眠られず、お前の行っている方角を眺めて待っていた』と言うた。これが私の親の愛を深く感じた第二の印象である。


  



  第二章 壮年時代と逆境


  
    われ汝を腹につくらざりし先に汝をしり汝が胎をいでざりし先に汝を聖め汝をたてて万国の預言者となせり（エレミヤ一・五）
  


  私は二十才の時､養家より帰りて暫く家庭に止とどまり、専ら父について医学と普通学を学び、両親も非常に喜び、続いて極力準備せよと勧められたが、何とかして素志そしを貫徹せんものをと決心し、遂に父母の許しを得ずして飛び出し長崎の医学校に入りたく出かけたがこれまた資格がないので入ることが出来ぬ。ところが熊本の私立学校なら入れるとのことで行って見たがこれも学期途中で駄目である。遊んでいる内に私の郷里の人でしかも父の塾に学んだ人が執達吏しったつりをしている。私はこの人と共に執達吏しったつりの仕事を暫くしていた。ある時大きな酒屋の差し押さえに行った所が主人がしきりに刀を研いでいる。変な人だなと思ったが帰り道にその刀を携えて追いかけて来た。私は部下の者と命からがらで逃げて帰った。折おりから郷里からはそんな仕事をしておってはならぬ、早く帰れと言われていたから、その機にこれを止めて帰ることになった。


  金は儲けたのであるがいよいよ目的を遂ぐる途みちなく自暴自棄になり、その頃から放蕩を始め、職を止めて帰る時は無一物であった。馬関ばかんの渡し賃が五銭であったがやっとそれだけ金があったという始末であった。帰っては来たものの父が厳格な人だから日中家に着くことが出来ないから山で寝て深夜に帰り、裏口から『お母さん』と小声で呼んだら、直すぐに母の返事があった。父に知れないようにとて衣物きものを出してくれた。『お母さんよく早く分かりましたね』と言ったら、『多分お前が落ちぶれて裏口から帰って来るだろうと思って何時いつでもここに醒めさめて待っていた』と言われた。又言うようには『この母を助けると思って酒を止めてくれんか』と言うた。私はその言葉が骨に届く思いがして『必ず止めます』と誓った。その時が親の愛に感じた第三の印象である。


  私は一ヶ月位にして再び家を出た。一方には誠実な立派な人になりたい、親にも孝行をしたいと願う心は山々であるが、一方には酒を飲むこと碁を打つことが習慣となり、どうしても止められない。


  私は幼い時から貧乏したから、この世のもので安心の出来ないことは朧おぼろにも悟っていたから、幼少の時から老人の同行者の中うちに入り、一向宗の信心を始めていた。又儒教の感化を受け、いわゆる悪衣あくい悪食あくろうを恥じずなどの教えを受けていたから人は高潔でなければならぬとの自覚がある。然しかるに一方にはすでに放蕩を覚え、悪習慣は止まず、ああ我なやめる人なるかなとローマ書七章の経験とまで行かずともすでにその頃より内心の烈はげしい戦いをなしていたのであった。


  その後私は色々考えて見たが、私はとても医者にはなれない。幸いに弟が医学校を卒業して帰ったから、私も無免許ながら医業に従事する決心をなし、それには新しき地に移った方が好よいと父に勧め、幸い親戚もあり、有志者の招待を受けて山口県熊毛くまげ郡塩田しおた村字あざ佐田さだに移住した。更に新開地なる門司もじには未いまだ病院がないから、そこに病院を設立して三人が活動せんと家も借り入れ、設備をなしている矢先弟が病気になり、重体となっている時、ある日父は往診先より帰宅すると共に突然急性肺炎に罹かかり、その翌日倒れてしまった。父の死後三十五日目に弟が死んだ。それで病院設立の件は瓦解がかいしてしまった。


  父の存命中は多くの人々が頼って来たものであるが、さて父がなくなると誰も来る者はない。又父は先に述べたような性質であったから蓄財は更にない。自分の身も治まらぬ私は病弱な母と白痴の妹と幼少の妹二人を伴つれて家計を立てて行かねばならぬ身となった。医者の家であるから何とか世間の体面も保ちたいと思うが、方法はない。親戚から資本を借りて呉服屋を始めたが、これも無経験の者に出来ようはずがない。失敗に終わってしまった。その後大阪に出いで、監獄の看守に奉職して糊口ここう凌しのぎの道を立てた。その中うちに母も病死し、二人の妹は斯かかる間あいだにも相当の教育をさせてそれぞれ他に嫁とつがせた。私は白痴の妹を伴つれて生活の道を立てることとなった。尤もっともこの妹は元は一人前の者であったが十九才の時結婚したところが夫が極端な放蕩者であったので苦痛のあまり遂にヒステリ狂となった。父が引き取って治療し、善よくなったが白痴たるを免れなかった。かかる者なれば父が最後の遺言はどうか我の代わりと思って彼を世話してくれとの一言いちごんであった。私は両親に仕えるつもりでこの妹を保護し、京都に移りて現在の妻と結婚した。


  大正二年四月某日ぼうひ妹が突然家出して行方不明となった。各地の警察に保護願いを出し、自分もこれを尋ねて神戸に行った。特に神戸を指して行った理由は白痴ではあるが外面は別に変わった所はないように見えるから賎業婦せんぎょうふにでも売られておりはせぬかと思ったからである。大正二年九月二十日神戸に着いて各警察に依頼し、町から町へ尋ねて回る内に新開地に通りかかった。これが私の生涯の大転機となった時で、絶大無限の神の御摂理の跡あとを思うて感謝に堪たえぬのである。


  ここで私の生涯に不思議にも生命の助かる筈のない危険の時に守られた四の出来事を記して神の恩恵めぐみを覚えたい。その第一は私が十才の時であったが、私の郷里に鳥声とりごえの淵ふちという大きな渦巻きのする淵がある。大洪水の時に一人の友達と見物に行って淵の辺ほとりに近づいて見ていると、大きな材木が水上に浮かび、左より右へ川辺かわべを舐め回り二人ともその渦巻きの中に投ぜられた。その瞬間に右より一本の材木浮かび上がり私を陸上に突き上げて私だけ助かった。


  その第二は南原山みなばらやまに於いて車を引いていたとき烏冠岩えぼしいわという所で車と共に転まろばり落ちた。車は二十間けんほどの川淵かわぶちに落ちたが私は不思議にも葛かずらに足がからまり倒さかさにぶらさがって助かった。


  その第三は呉河原石くれかわらいしより江田島えだじまに和船わせんで渡るとき、激風のため船が転覆して三十名の乗客は皆死んでしまったのであるが、私と一人の船頭のみ、能美島のみじま垣かきの浦うらに漂着した。その船の板の継ぎ目に人事不省となったまま指をかけていた。蘇生してこの事が分かった。


  第四は福岡県焼山やけやま峠七曲ななまわりという所で自転車に乗り、読書しながら進行していた所が、下り坂になっていることに心気きづき、見れば千尋せんじんの断崖に差し掛かっていた。すは、大変だと後うしろに飛び下りた時と自転車が谷底に落ちるのと全く同時であった。


  それらの出来事を考え見るにすでに神は母の胎を出いでしときより恩恵めぐみを以て召し、私を守り給うたことを疑うことは出来ぬ。


  



  第三章 準備せられたる畑


  
    それ受造者つくられしものの切ふかき望のぞみは神の諸子こたちの顕あらわれんことを待てるなり。そは受造者つくられしものの虚空むなしきに帰らさるるはその願う所に非ず。（ローマ八・十九、二十）
  


  第一　両親の感化


  先に述べた如く父は仁術を重んじ、儒教の感化により、清貧を貴ぶ風ふうありて財政方面には更に無頓着にして、一生の間あいだ財布を持ったことなしというほどであった。母は幼少より肉体弱く、継母ままははに仕えて苦しんだ結果であるが世の病者、貧者或いは不具者を憐れむ心はなはだ強くして常に多くの人々出入りして飲食し、貧者の子供を見れば直ちに憐れみ、自分の子供の衣服を与え、一つの衣物きものを一年の間あいだ我が子に衣きせること稀であった。父の無頓着に相あい俟まって家政の豊かになることは絶えてあるまじと思い私は子供ながらもこれでは一家を維持し、子女を教育すること能わざるは当然なり、これに反し他人の親達を見れば経済的知識あり、理智に富み子供に教育を授け、家庭の秩序だちおるを見るにつけても自分の両親もあんなであったら、かくまで不幸にはなるまいかと嘆いたこと幾度いくどもあった。


  然されど今キリストの救いを受けて静かに考え見るに、もしも両親が世事せじに長たけ、理智に富み、相当財を貯たくわえ、教育を授けられていたならば、この世の知識階級の奴隷となり、恐らく救われなかったであろう。世のこれらに富む人々の救わるることの困難なるを見るにつけてもかく感ずるのである。父が専もっぱら仁術を重んじ、世の弱者を憐れみ、自分の貧苦を顧みず、人の為ために労苦した両親を与えられたるは決して無意義なことではなかった。世の病者の友となり、弱者の道伴みちづれとなり、貧者の慰め手となり給えるキリストの御足跡みあしあとをたどるようになし給う深き神の聖旨みむねのあったことを示され、今はかかる両親を与えられたことは神の恩恵めぐみによることと思うて感謝の外ほかはない。


  第二　三大事業


  私は畢生ひっせいの事業として貧民救助、無資者むししゃの教育及び病者の救治きゅうちとの三大事業を生涯の大使命として実行したいと志こころざし、すでに再三試みたこともあったが功を奏さず、何とかしてこれを成就する道なきかと考え、密かに求めつつあった時に救いを受け、神の能力ちからによりてこの三大事業を成し遂げ得ることを発見したことは何とも歓喜に堪たえざる次第である。


  何故なにゆえにかかる事業に志こころざしたかというに、すでに述べた如く、私自ら貧困の家に生まれ、貧苦に悩み、その悲しみは忘れんとして忘るる能わず、同じ境遇に居る者を見ると同情の念湧き出いで、この人々を救わずしてまた他に為すべき貴とうとき働きなしと心を定めたからである。又私は貧困のため秩序立ちた教育を受くることが出来なかった。然しかるに世は益々ますます文明に進み、知識階級の世となるに従い秩序的教育を受けざる私は長ちょうじて学業に志こころざしたるも最早もはや教育制度の許さざる所となり、遂には独学にてある程度まで学んだが形式を重んずる世の中には通用せず、その時期を失したため一生を誤あやまりた悲しみはこれまた忘れんとして忘ることの出来ない第二の苦痛であった。


  また病者の救治きゅうちの事業は幼少の頃より両親の重症に罹かかり、多年病床の身となって苦しむのみならず、一家の悲惨実じつに名状すべからざる有様ありさまに陥った時、病の人生に及ぼす禍わざわいをツクヅク経験し、又医家いかに生まれ、その来る人々の病苦を見るに忍びなかった。これその救治きゅうちのため一身を投ぜんとした理由である。これらの計画を立てすでに試みたるも成功せなかった。これは本末を誤っていたからであった。キリストの救いを受けてこの三大事業も根本的になし遂とくることの出来ることを知って喜びに堪たえぬ次第である。


  第三　真宗の行詰いきづまり


  前述の如く私の母は幼少の頃より継母けいぼにかかり、身体は弱く、又柘植つげ家けに嫁かして後のちも悲惨な境遇の支配を受け、とてもこの世に安心立命あんしんりつめいの途みちなきを悟った為ためか信仰の念篤あつく、絶えず仏門に足を運び、父もまた儒教を熱心に学び如何いかなる患難かんなんに処しょしても意とせず、極めて磊落らいらくにして常に楽観的であった。これらの両親の感化を受くると共にその境遇上勢い宗教によって安定あんていを得るのほか他に道なく、安芸あき門徒もんとというて一向宗の最も盛んな所であるから母と父の病中にも毎朝未明に起き朝寺あさじと称し、寺に詣もうでその集まりを終わりて家に帰り、一家族揃そろうて内仏ないぶつに礼をなし、その後食事をなし、家事かじにつくこと日にちにちその慣例であった。更に熱心な信徒のみ出席する特別な同業者に加わるに至った。


  一向宗の教えはこの末代まつだい無智の凡夫ぼんぷが自力じりき雑業ぞうぎょうによって永遠の悟りを開くことは不可能なるを認め、ここに開祖かいそ親鸞しんらん上人しょうにんが他力たりき本願ほんがんの道を開きたるものにして如何いかなる罪業ざいぎょう甚深じんじゅうの者でも弥陀みだの本願ほんがんによりてその身そのままただ信ずることのみによって救わるとの道を開きたるものであるが、私は如何いかにもして安心立命あんしんりつめいを得たく熱心に求めたが何等なんらの功顕こうけんもなかった。それがためにあらゆる集会にも出いで名僧知識につき極力信仰に努めたが、これは現在の救いにあらずして罪を持ったまま露つゆ塵ちり疑うことなく、その身そのまま未来に飛び込めば赦しもあれば救いもあるというのであって極めて率直単純な信仰は養われたが、私の願う所は現在に於いて罪赦され、伏仰ふぎょう天地に恥じざる高潔な生涯に入りたいのでとても罪を持ったまま現在の生活をつづけることは出来ない。何か他ほかに救いはないかと多年たねん求めて止やまず、愚かながらも相当信仰の道を求めて修養鍛錬し、一面には実生活上の戦い、その方ほうにも行き詰まり、ほとんど寝食を忘れるまでに苦しみ、時には人生不可解を叫び、何のために人はこの世に生まれて来たかと思い全く心中暗黒となり自殺を計はからんとしたことも幾度いくどもあった。然しかれども魂の問題については少しの光明もなく、未来に対する不安は満ち、死の恐れに繋つながれ、死なんとして死ぬことは出来ず、生きんとしても生きること能わず、この不安と苦痛を除かんがため、時には大酒おおざけを飲み、時には芝居にゆき、時には肉の快楽にふけり、あらゆる世の慰めを求めたが、どうしても心の叫びに応こたうるものなく、更に不安に不安を加え、苦痛に苦痛を増すのみであった。


  これを要ようするに伝説によれば真宗は景教と称して支那しなに伝わっていたキリスト教の思想より取ったもので筋道はほとんどキリスト教に異なる所はないほどであるが、如何いかんせん、歴史的の贖いの事実がない。従って現在に於いて罪の赦しなく又生命せいめいを与うことは出来ない。私は真宗の信仰で全く行き詰まっていたから罪を赦し生命いのちを与うるキリストの救いは渇ける者に水を見せられた如く直ちに受け入れたのであった。ただ単純な信仰は真宗によって養われていたから、助けになったことは事実である。


  



  第四章 急転直下の救い


  
    凡すべて労つかれたる者又また重きを負える者は我に来たれ我汝等なんじらを息やすません（マタイ十一・二十八）
  


  私の救われた時は大正二年九月二十一日午後十時であった。妹を尋ね求めつつ新開地しんかいちに通りかかりてマタイ伝十一章二十八節の言ことばを記した横看板を発見した。その時私の心を引いたのは我に来たれとの言ことばであった。注意して見るとキリスト教の伝道である。私の感じたのは釈迦も孔子も道は説いたが我に来たれとは言わなかった。さすがはキリストである、大胆なことを言うものだな、一つ聴いて見ようと天幕なる会場に入り、忘れもせぬが前から六脚目のベンチに腰を掛けた。私は前章に述べた如くこの世のあらゆる苦痛を味わい、宗教的に安心立命あんしんりつめいを求めかなりの素養があるから、もしも説教者が自分の知っている真宗よりも劣ったことでも言ったら議論の一つもしてやろうと傲然と構えて聴いていた。


  その時の説教者は西洋人（ウィルクス氏）で流暢な日本語で神の存在と罪の性質と十字架の救いの三綱領を語られた。第一私の心に響いたことは神の存在の例話に聖書を出しこの本を造った人なしと否定しうる者があるか、この本の存在は即ちその造った人があることを証明しているのではないか、故に造られたる万物が存在する限り造り主の在ることを証しょうしているのである、即ちこれが天の父なる神にして人類を愛し、これを保護し、之を養い給う御方なりと語られたる時、私はその真理を否定すること能わず、心魂しんこんに徹し神の存在を認めるに至った。


  第二の問題について人には原罪と犯罪の二種あり、人は元来がんらい万物の霊長として神の像かたちにかたどって造られ、魂と肉体とより成り一面には物質界に住むと共に他方には霊界に住み、神と自由に交わり、神を知り、神を崇め、神に従うものである。然しかるに始祖アダム、エバが罪を犯すや、人類悉ことごとく罪の性質を持って生まれ、その罪の性質が外界の誘惑によりて犯罪を構成し、その思いと言葉と行為おこないに於いて神に対し人に対し自分に対して罪を犯しつつある。何故なにゆえに今日の如く悩み、苦しんでいるかと言えばこの罪のためであると語られ、その時一つの例話を引かれた。汽車が神戸を発し、東京に安着するには線路を走るからである。即ち人類にも正義人道の道がある。これを歩む者は目的地に達することが出来るがもし神に対する敬虔の態度が狂っている時は脱線した汽車に大珍事が起こる如く罪を免れる者でない。皆さんは胸に手を置き過去二十年、三十年あるいは五十年の生涯を静かに顧みよ、この神に従いおらばその内に安定があるが、もし従いおらずば波瀾はらん曲折きょくせつ浮沈ふちん盛衰せいすい定まりなく、悲しみ憂い、煩悶苦痛失望の生涯である。あなたはどの道を歩みおるやと語を次ついで語らるる時、私は過去四十年の生涯を顧みてなるほどと始めて手を打ちてその真理を認めた。自分は何故なにゆえにかくも不幸不運であるか、何故なにゆえかくも苦労せねばならんのであるか、何故なにゆえ煩悶が絶えぬのであるかと思っていたが、これは当然の事である。過去四十年の生涯は全く罪の生涯であるからその結果を獲かり取るは当然なりと認むるに至った。


  第三の問題についてこの罪を赦すためには如何いかなる救いを要するか。罪人を救うには罪なき者が顕れて罪人の身代わりとなり、贖いをなすより外ほかなし。ここに於いて天の父なる神は御おん独ひとり子ごイエス・キリストを地上に遣わし、罪を知らざる彼を罪となし、十字架の上に釘くぎづけ、正義の神は怒りの刃やいばを彼の上に降くだし、遂にこの贖いを成就し給うた。これは歴史的の事実である。それ故ゆえ如何いかなる罪人もこの十字架を仰ぎイエス・キリストを贖い主と信ずる者は立たち所どころにすべての罪を赦され、神と和やわらぎ、再び神の子となして受け入れらるのであると説き、更に説教者は今晩救われたいと願う者は前に出でよとすすめらる。


  私は説教中すでに信ずる決心になり、説教の終わるのを待っていた位くらいであったから直ちに前に進み出た。後で知ったのであるがその時説教者は使徒三ノ十九節の言ことばを読み第一罪を悔ゆること第二は悔い改めること第三は罪を消さるること即ち主イエス・キリストを信ずることによりて消さるるなり、悔い改めとは神に対する態度の変化で神に背を向けていた者が方向を直なおすことであると話された。その時私は断然だんぜん神に従うと決心し神に祈った。祈りというても始めてのことであるから何も分からぬ、人に物でも頼むように言うたのである。最後に説教者の祈られた時感かん極きわまりて聴衆の前に大声をあげて泣いた。そして『子よ心安かれ汝の罪赦されたり』との御声により私の罪は直ちに取り去られ、救いの喜びは心に満ち溢れた。更に第二の御声は『彼を受けその名を信ぜし者には権ちからを賜いてこれを神の子となせり』と告げられた。全く罪の赦しと神の子に為なったとの確信に充みち、感涙かんるいに咽むせびつつ立ち上がった。その時私の心に響いた確信は四十年間全く罪のため親も兄弟も財産も名誉も地位も身体しんたいも悉ことごとく犠牲にして悪魔のために尽くし果たしたのであるから此度こんどは神のために正義のために一切を犠牲にしようと決心した。その時聖書的のことは何も知らぬ献身の何たるかも知らなかったが紀元前と紀元後という風ふうに全く一大転機の時であった。


  喜び勇んで宿屋に帰ったがあまりの嬉しさで寝ることも出来ない。布団の上に座し更に過去の生涯と現在の救いについて考えつつ過ごした。それから毎晩教会に行き宿に帰りては食事もせず眠りもせず、思い出すまま過去の罪の悔い改めの処置を始め、数日に亘わたりて百余よの手紙を出した。善よいと思っていたことも神の光に照らされて見れば悉ことごとく罪であったことを悟り、あらゆる方面に悔い改めた。


  身には多少の絹布けんぷを纏まとい、頭は当世風に分けて一見紳士然ぜんとしていたが、いよいよ罪人の首領かしらであることがわかったから斯かかる風をしていることが分ぶんに過すぎた偽善者の行為こういであると思い、翌日直ちに髭を剃り頭を丸刈りに為なし、法被はっぴの古物ふるものを買い求め、之を衣きて教会に通うた。一見救われた罪人らしく改めてしまったのである。


  



  第五章 直接伝道に召さる


  
    なんじら我を選ばず我なんじらを選べり。かつなんじらをして往ゆきて実を結ばせその実を存たもたしめんが為ためまたなんじらの凡すべて我が名によりて父に求ねがう所の者を彼をしてなんじらに賜たまわらせんが為ために我なんじらを立てたり（ヨハネ十五・十六）
  


  元来私はその頃書えを書いていたので、神戸にても書えを書いて生活し、かたわら妹を探すつもりであったが、よく考えて見ると妹が家出をしたことによって私が救われるようになった。かかることでもなければ救われるような者ではなかった、これには大いなる神の思おぼし召しがあるに相違ない、私の救わるる為ためにこの事があったから、私の救いが完まっとうせられたら、妹は神が帰してくださると信ぜられたから私は最早もはや直接妹を探すことは止めた。


  それで前ぜん生涯の事は罪であると否とに係わらず、一切を新たにして神に仕えんと決心し、書えを書くことも止め、神は最善になしてくださると信じ、毎日教会に通い、証あかしやら戸外こがい説教などに尽くした。然されど何か一つの職を求め、生活の安定を得て神に仕えることは神の導きと信じた。


  先に妹を尋ねて三カ所の警察に行き、保護捜索を願い出たが警察の取り扱いのあまりに冷淡であったことを深く感じ、生命財産を保護し、安寧あんねい秩序を保持し、国利こくり民福みんぷくを増進するを以て目的とする行政警察官として国民の信頼するに足らざることを深く感じていた折柄おりがらなれば警察に入って主の道を伝え、彼等を神に導くは何よりの急務なりと認め、兵庫県警察部に出頭し、警務課長に面会を求め、その願意がんいを述べ、かつ我が国警察がともすれば司法警察事務が主となり、行政警察事務が等閑とうかんに付せらるる傾向あるは実になげかわしき現象なり、今や社会百般の事柄、行政警察の働きを要せざるものなし、この大任だいにんを完まっとうするためには警察官の品位を高めその精神を高潔にするより外ほかない、これ私が不肖ふしょうながらも警察官に志願する動機であると語った。その時聖霊に満たされ、救いの喜びに溢れていたため語気強くして勢い、当たるべからざる有様ありさまで恰あたかも狂える者のようであった。それが為ため彼等は発狂者であろうと思い、騒ぎたち、多くの者集まり来たって私を取り巻いた。この時こそ伝道の好機なりと思い、キリストの死と甦りについて語り、終わってこの大任たいにんを担になわせられたる行政、司法警察官がその大任たいにんを完まっとうするにはこの高潔なるキリストの精神と無限の神の御慈愛によるの外ほか、警察官の資格を養い得る道は他にない、幸いにして私は過去四十年間如何いかにもして道を求むれども得ずして迷い、遂にキリストの救いを受け、多年の宿望しゅくぼうを解決せられ、神の力を得え全く別人となったからこの証あかしをなし、警察官の範を示し、幾分いくぶんにても社会の要求に応じたいつもりで志願した次第であると語った。この時警務課長はその意味を領解りょうかいし、その願書を受け付けて何分なにぶんの通報を待つべしとのことにて、その場を去った。


  数日の後のち出頭した所ところが採用規定の順序を経ずして採用せられ、その日より相生橋あいおいばし署に勤務することになった。幸い非番巡査のため精神修養の集会が月二回づつあるので救いの証あかしをなした所ところが多くのもの悔い改め遂に救いを求むる者七十余人となり、これがため酒を止めるものあり、悪癖を改むる者あり、自然しぜん警察官の風紀一新するに至り、これがため長く警察署に止とどまらんことを勧告せられたが更に将来証人あかしびととなるには一先ず学校に入って修養せなければならぬことを日本伝道隊総理バックストン師よりすすめられ、遂に警察を辞して聖書学校に入り、専もっぱら修養を始めた。


  聖書学校に入ってからも単純な学生でなく各方面の働きをも受け持って随分ずいぶん多忙な日を過ごした。警監ミッションの支部の働きとして各警察を回り裁判所、監獄へも時々伝道に行った。後には大阪と境さかいの働きも同様受け持つことになり、同地方に行って一日数回の集会をなし、訪問をなし、十二時過ぎて帰ると市内電車はない、徒歩で帰る、身体は綿わたの如く疲れ果てても、前には罪のためにさえ夜をふかしたことがあるのに主のために斯かく御用に与あずかり得うることを思い、歩きながら心は言うことの出来ぬ感謝に充みたされること、しばしばであった。


  その外ほか救護院に働きに行った。之これは市の設けたものでいわゆる行き倒れを入るる行旅こうりょ病院であるが、実に惨状を極めている。一室に四人位入れ、麦飯むぎめしと便器を与えてある。それを食らうが食うまいが顧みるのではない。彼等は南京虫なんきんむし、蚤のみ、虱しらみに苦しめられている。そこに行き、二三人の為に祈って帰ると二三日は自分の気息いきが臭くなっている。かかる世の不幸者ふこうものに福音を伝えることは神の聖旨みむねであると信じて行いった。彼等は飛び立つように受け入れるかと思えば中々なかなかそうでない。彼等は世には同情も涙も愛もない、うまいこと言うて来ても騙されぬようにしていれば可よいとのみ考えている。愛の話をしても受け付けるものでない。たまたま病苦のため求むる者があった。救われた者があって親兄弟の方に通知しても返事もない。少数ながら救われた者で召された者のため我等の手で葬式を出したものもあった。


  それは白痴の妹によって得た経験に基づいたものであるが、そこに哀れな女の発狂者があった。常に裸体らたいでいる。私は常に近づいて眠っている時に枕許まくらもとにて祈り醒さめた時は静かに神の愛を語った。度たび重かさなる内に『私の魂はエス様が捕らえていて下さるから天国へ行ける』と自ら言うようになった。


  今一つはらい病者で手も足もない。全く体は崩れて仕舞しまって何処どこに向かって話をして可よいか分からぬような者であったが、度々たびたび懇ねんごろに話している内に福音を受け入れて嬉しいことを表すような様子が見え、私の行くことを待っているようになった。


  その救護院に関係して日曜学校を仏教の方でやっていた、その可哀想かわいそうな様を見て何の目的で日曜学校をやるかと尋ねたら、救霊が目的であると言う。それでは救霊の目的が達しられているかと言えば否いなと答えられた。それでは私に任せては如何どうかと言うたら、遂に任せらるることになった。私は先ず偶像の前に幕を張って神の臨在を祈り求めて、第一回を開いた時大いなる勝利であった。かかる世の棄てられた者は子供でも荒れすさみ、愛も同情も感ずるものでない。忍耐してやっている内に荒田あらた小学校に展覧会があって子供の作品を集めた時、彼等は神様のことのみ書いたものであった。これで彼等の中うちには大変化が起こっていることを知った。院主いんしゅも共鳴するようになったが事業の関係上信ずることが出来ぬことを遺憾に思うと言うていた。


  今一つは荒田あらた町の自宅に日曜学校を始めた。特に子供の教会を開いて大人と同様に御言みことばを打ち込んだ。所ところが智識は幼稚でも魂の要求は大人も同様であって救いを受け、又成長するものであることを知って、だんだん子供が恵まれ、大人の人々がこの祈り会に来て恩めぐまれるようになった。


  もう一つのことは私が警察や裁判所に行く関係上不良少年を数人預かって養育した。その中うちには相当の教育を受けて善良の人となった者もあったが、中々なかなか取り扱いは困難なものである。彼等は努めて我等に従う立場を取らない。何時いつでも罪を犯し得うるよう、反逆の出来るよう構えている。例えば教会に行かんかと言えば誰が行かぬと言うたかと捏こねる。


  しかしながらそれらの特殊の働きを通して教えられたことは人間の方が如何いかに荒れすさんでいても、破壊されていても又は幼稚であっても魂の要求は同一のもので聖霊の働き給う時は救われるものであることを経験し、将来の伝道の助けとなった。


  私としては前にも述べた如く罪のためにさえ何なんにもかも犠牲にして働いたのだから、今度は主のため身も魂も献げて奉仕さして戴いただくことが喜びであるから赤心まごころを尽くして従った。所ところが多くの人々が私の許もとに集まり、月曜会と称する自由な祈り会が起こり、恵まれるようになった。所ところがサタンの妬み心しんに乗じょうせらる者起こり、あらゆる圧迫を加えられ、私は常に割の悪い立場にのみ置かれるようになった。夜中やちゅう病人のあったときとか、死人のあったときとか、人の好まぬことは私に命ぜられるようになった。私はかくして十字架の道を歩むことを実験し、高い恩恵めぐみに追い遣やられる手段となったから、誠に幸いなことであった。


  



  第六章 聖潔を求めて戦う


  
    汝等もし一心いっしんを以て我を求めなば我に尋ね遇あわん（エレミヤ二十九・十三）
  


  かく救いの喜びに満たされ、翌年よくねん二月十七日まで何事もせず、宿屋の宿料の積もることも意ともせず、教会に出いで路傍説教をなし、警察署に入って後のちも喜び溢れていたが遂に内部に一種の戦いあるを発見するに至った。それを教会に尋ねたれば、これは当然起こるべきことで救いの喜びに満たされ、二三ヶ月乃至ないし半年はんねんの後のちには必ず古き人なる罪の性質顕れて罪を犯すものなれば、これは十字架の主イエスと共に古き人の釘づけられていることを信ずるによって潔めらるとの指導を受け、如何いかにもしてこの罪の根を潔められたいと涙を流して十字架を仰ぎ、我も釘づけられたと信ずるも確信なく、事実はこれに反し益々ますます古き性質顕れ、これがため救われて喜び居たる喜びさえも失うに至った。いよいよ光を歩まんとすればするほど却かえって醜態を表し、この解決法を誰か導きくれる者なきかと求めたれどもその人を得ず、その当時バックストン師の許もとに来る欧米各国の宣教師等は各々学校に於いて聖書講演をなし、教会にて聖別会を開き、聖潔きよめの話は幾度か聞き又学校の講義に或いは祈祷会に或いは有馬ありま修養会又は個人に求めたるも更にその解決の途みちを得ず、いよいよ戦いは激烈となり、一時喜んで夢中になっていたが又ぞろ虚言うそを言うようになり針小棒大しんしょうぼうだいの証をなすやら或いは怨み、妬み、或いは反逆の心起こり、外部には左さほど顕るるに至らざるも内部の戦いは止む時なく、これがためには狂える者の如ごとくなって山に川に行って祈り又夜苦痛に堪たえずして自分の股ももを打ち、或いは奥平野おくひらのを走り回りて夜の明あくるまで数回に及ぶこともあった。或いはその信仰なきを悲しみ、意志弱きことを嘆き、柱に頭を打ちつけて懲らすこと幾度いくどなるを知らず、又或る時は極端にも湯屋ゆやに行き、死んでいるなら熱くない筈はずなりとて熱湯に飛び入ったこともある。


  又或る時は書き置きをして山に行き、潔められずば帰り来たらずと心を定め、一週間祈り通したこともあった。かくの如ごとく悶え苦しむも更に何の効顕こうけんなし、遂には自ら計画を立て毎週金曜日の祈祷会毎にただ一つの罪を解決することとした。然さすれば一ヵ年に五十二の罪を解決することが出来る、あらまし数えて百五十とするも三ヵ年経たてば潔めらるべしと思いてこれを実行し、悔い改めにつき、懺悔につきて、和やわらぎにつきてなすべきことあらば光に示さるままこれを直ちに実行した。而しかしてやや良心に責とがめらるる罪愆つみとがは殆どなくなったが更に心の内に満足はない。透すき徹とおる喜びも出いず平安もない。これと言う戦いは最早もはやなくなったが聖書の言ことばに照らし、心の実験上じっけんじょう満足の期きに達せず。


  或る時思うたことはもし己に死に切ったなら不安も恐れもなき筈はずとて惠下山えんげやま墓地に行き、その日埋葬した新しき墓の前に座し深夜に至るまで祈った。所ところがその死人が眼前がんぜんに顕れ出いずる心地して一種の不安と恐怖が起こった。これでは未いまだ死に切りおらずと判断した。今より考うれば滑稽な話であるが当時の戦いの苦痛に狂いまわれる折おりとしてこれらの事を弁わきまえることすら出来なかったのである。又山に入って勝利を得るまでは帰り来たらずと祈り続けたことがしばしばであった。或る時夜半やはんに何とも知れぬ一匹の獣出いで来たり、身辺に近づきて体を嗅かぐが如ごときこともあった。その時も死に切った者には恐れなき筈はずなりと力つとめて見たが心の中うちには恐れと不安ありてなお己おのれに生きおることを感じ、悲しむこと屡々しばしばであった。かくする内にやや心に平安を覚え、戦いの苦痛はなくなったが、なおヨハネ伝七章三十七の『我を信ずる者はその腹より活いける水川の如く流れ出いづべし』との御言みことばに照らさるる毎ごとに真の聖書的標準に達しおらざることを認めて更に祈り続けた。


  その頃将来の使命について示されたことがある。それは『我一箇ひとりの人の国のために石垣を築き、我が前にあたりてその破壊所くずれぐちに立ち我をして之を滅ぼさしめざるべき者を彼等の中うちに尋ぬれども得ざる也なり』（エゼキエル二十二・三十）との御言みことばより来たもので、この一箇ひとりの人とは一切を神のために献げて尽くす者即ち神の義のために立つ者である。自分はこの人にならねばならぬこと又私がその人を養成することが使命である。これを成し遂げるには如何いかなる方法を取るべきか。一つの問題となったのはこの世の学問をする必要あるや否やである。もしこの使命を遂ぐるに英語ヘブライ語ギリシャ語なども必要であるか、もし必要ありとすれば如何いかにしても実行にかからねばならぬ、もし使命のため必要がなければ自己のためには求めない、この事を確かめるため一週間山に入って祈った。その結果使徒行伝一の八が与えられ、いよいよ必要はない、この使命を果たすには先まず上より聖霊を受くるにある、これが第一である。その時連想したことは主イエスの弟子を養成し給うたことであった。主イエスは弟子達にこの能力ちからを受くることを命じ給うた。使徒行伝二章を見ると一度たび聖霊に満たされた時にはその口も聖霊に用いられ、国々の言葉を語った。又彼等の語る所には否定すること能あたわざる能力ちからもあり、説教の順序もあり、ガリラヤの小民しょうみんに一大変化を来きたし、福音を伝うるに適した者となったことを示された。ここに於いて自分の取るべき方法は語学の勉強にあらず、この世の方法にあらず、先まず聖霊を受くることを第一と定め、爾来じらい唯ただこの一事に向かって突進した。


  



  第七章 奇跡から奇跡―妹の事


  
    凡すべての事は神の旨むねによりて召されたる神を愛する者のため悉ことごとく働きて益をなすを我等は知れり（ローマ八・二十八）
  


  これより先さき月曜会と名づけた祈祷会を自宅に開いていた。これは個人問題の解決、全国リバイバルのため祈る目的であった。大正四年四月、或る朝のこと一度ひとたび主の御手に委ねた妹の行方はいよいよ神が示し給うとの確信が与えられ、これを一同に証あかしして感謝を求めた。所ところが数日の後、突然一電報を受けた。読んでみれば驚くべし、妹が広島救護院に居るから迎いに行けとの通知であった。直ちに準備して行った。自分はその事務所に着き、自分の身の上を証あかしし、妹タツなる者、御厄介になり居おるやと問うたら、此ここに居おられますと障子一重ひとえの次の間に居たが、私が明あけんとする時、彼も兄の声なるを覚さとり、口には住所姓名すら語ること能あたわざるも兄のあることは心に覚え、何いずれの日か尋ね来るならんと待ち居たと見え、痩せ衰えたる身なれども撥はね起きて内より障子を押し退のけんばかりに兄さんと言うて只ただ泣き伏した。彼の心状しんじょうを察する私は共に感涙かんるいに咽むせび、暫時ざんじは言葉も出でなかった。彼は如何にしてここに至ったかを察するに、体の健康な間は何者かの許もとにて玩もてあそばれて居たが一度ひとたび病に罹かかるや大阪梅田駅まで伴つれ来たり、広島までの切符を与えて放逐せられたようである。何処どこに行くか何処どこに止とどまるかも知らざる彼は広島を通過するをも知らず、宮島駅にて車掌が見付けて広島に送り返したるも、彼の行く所はなし又旅の労つかれにて歩行も出来ず、駅に倒れ居るを京橋警察の手を経て広島救護院に収容せられたものと見える。


  彼に会うたその姿を見るに体は全く痩せ衰え数年間湯に入ることもなく髪を結ぶこともなく病苦の中うちに呻吟しんぎんしたものにて一見、人の像かたちを失い、惨状を極むる容貌であった。その時私の心に浮かびたることは、この妹は兄があっても語ること出来ず、これを呼び求むることを知らず、只ただひそかに救いに来たるを待って居たらしい。我等の救われたのも恰あたかもその通りで天に父のあるを知らず、これを呼び求むる途みちを知らず、然されど魂の内には何者か救い主のあることを覚え、何時いつかは救い出ださるならんと魂は黙して飢え渇き、言うことの出来ない不安と恐れと苦痛の中うちに悩める時に、主イエスは天の栄光を棄て難きこととせず、父なる神の聖旨みむねに従い我等を救わんため、世に降くだり給うた。そして堕落の底にある我等の所まで届き給うた時、初めて長く求めていた救い主はこれぞとばかりに主イエスの御手に抱きつき救われたることを思い出され、神の愛の深きことに感泣かんきゅうした。又如何にしてこの救護院に居ることを発見したかと言うに、いよいよ病勢募つのり危篤となったから、受け持ちの医師は妹に尋ねてお前の兄弟か親戚か誰か引き受ける者はないかと尋ねた時、唯ただ『宮内みやうちの長谷はせ』とのみ語った。医者と事務員とがこの事を語り合って『宮内みやうちの長谷はせ』では所ところの名か家の名か更に分からず、これではとても探す由よしなしと語り合っていた時、医師の玄関に待っていた車夫がこれを聞き『宮内みやうちの長谷はせ』なれば私の国にあります、邑知ゆうち郡の宮内みやうちと言う所に長谷はせと言う家があって私共の国では常に『宮内みやうちの長谷はせ』と称えております、故に病人の語られるはこの家のことでしょうと偶然車夫の言葉によりて通知を出すことになった。これ即ち本人の妹の嫁いでいる家のことであって、それから私の方へ打電した分わけであった。そして病人は重態なれば最早もはや何時いつ召されるとも許はかられず、先ず魂の救いに就ついて福音を聞かせた所ところが白痴にも関わらず、御聖霊の御働おはたらきあって直ちに主イエスを受け入れて罪の懺悔をなし、確実に救われたと見え、忽たちまち顔色かおいろ変化し、かくも恐ろしきまで窶やつれ衰えた顔にも救いの喜びをたたえ、感謝するに至った。


  医師の語らるるには今この病人を伴つれて帰ることは途中案ぜらるるから二三日止とどまって葬式を済まして帰る方がよかろうと忠告せられた。しかし彼はすでに救われたから例たとえ途中如何いかなることがあっても思い残すことはないから横川よこがわ駅から二等車に乗せ、途中看護に注意しつつ、主の守りの中うちに神戸に安着した。


  そしてその時すでに神癒を信じていたから必ず今一度癒し給うことを信じ、ただ神の憐れみを求めて祈っていたが、ある人注意して万一の事があったら医者の診断書も必要なれば一応医者に見せ置くべしと勧められたが、信仰には万一ということはない必ず癒し給うと信じ、殊ことに斯かかる奇跡的に今日こんにちまで保ち給うた神はこの証あかしを遂ぐるまで決して召し給う筈はずがないと信じ、ただ祈り続けていた。


  一方妻は彼の癒されんことを切に求め、かれの看護に極力励んだ。その時妹はすでに肺結核の三期になっていたが、少しも伝染を恐れる風ふうなく、彼と共に臥し彼の残した物を食し、ただ一意専心いちいせんしん看護に努めた。ある時彼の食したる残り物を食するを見て如何いかに神癒を信ずるからとて注意すべきことは霊の常識によりて注意すべきである、不注意によりて伝染を招くことは聖旨みむねでないと妻に忠告した所が、妻は答えて万一いささかにても之これを恐れる所があっては神の愛を徹底せしむることが出来ません、私はすでに救われていますから、主に召されても躊躇することはありません、この魂を救い、今一度癒して戴くことは大いなる働きなれば身命しんめいを擲なげうつとも惜しむ所はありませんと答えた。その彼を愛すること肉身にくしんも及ばぬことを見て常に感謝して互いに彼のために祈っていた。遂に神はその祈りに応え給うて彼は全く癒され、体は健康体とせられた。


  その後果たして妻は伝染を受け肺病に罹かかり、暫しばらく家庭の繁忙はんぼうを避け須磨すまの地に静養せしめることになった。留守宅は私と妹の二人のみで、私が御用のため出る時は妹一人留守をしているのであるが、夕方帰りて見ると涙を流して何事か祈っている。誰のためそんなに泣いて祈るのかと妹に尋ねたら、姉ねえさんのため毎日祈っております、姉ねえさんは私をあんなに愛してくださって私が癒されたから同じエス様は姉ねえさんを癒してくださると信じて祈っておりますとの答えであった。


  これによって教えられたことは如何いかに白痴でも赤心まごころこめて愛の実行をなせばキリストの愛は人々の心に届き、その愛を感ぜしむるものであることを教えられた。これは将来伝道の助けとなり、如何いかなる精神病者或あるいは意識なきものであっても理屈や教理や学説や説明を以て教えること能あたわざるも愛の実行なれば神の愛を徹底せしめ得ることを教えられた。


  そして妻は斯かかる祈りに応えられ、間もなく全癒ぜんゆして以前に勝る健康体とせられた。彼の家出したことも発見したことも病の癒されたことも此この賎しき者をして貴き使命を完まっとうせしめんがため、神の深き聖旨みむねの内にあったことを教えられ、神に召され神を愛する者には凡すべての事悉ことごとく働きて益をなすを我等は知れりとの御言みことばの裏書きとなった。


  



  第八章 徹底的聖潔の実験


  
    我キリストと共に十字架に釘つけられたり、もはやわれ生くるに非あらずキリスト我に在ありて生くるなり（ガラテヤ二・二十）。
  


  一方面に聖霊を求むることに熱中し、日夜間断かんだんなく祈り求め、待ち望む状態に保ちつつあれども、一面に於いて宗教的野心や宗教的計画など相次いで起こる、この両方面の戦いを解決せんとしてガラテヤ書二章二十節に立ちていよいよ己に死に切り、キリストに生きんことを幾度か信じ定めた。然されども更に静かに顧みれば尚なおその所に己を発見し、善き行いを自らなして神に仕えんとする傾向あることを心づき、更にガラテヤ書二章二十節を体験せんとして努むること久しと雖いえどもこの御言みことばが体験とならず、更さらに己を十字架に釘つけたりと信じ、己に属つける何ものも見出さざる中うちにも肉と情と欲に就ついて離れおらざることを発見した。例えば己のためにという願いなくとも肉と情と欲に属つける性質は依然として働きおることを発見した。これをも十字架に釘つけられたりと信じおるにも関わらず尚なお探らるるときは宗教的立場を世に顕あらわさんとする、所謂いわゆる世に属ついて死におらざることを見出した。更さらに世に死に、世の我に向かうもまた然しかりと信じて立てども、その御言みことばの真意しんい心の肉碑にくひに彫り刻まれざるか、生命いのちとなって働き、能力ちからとなって顕あらわるるに至らず、所謂いわゆる理解に止とどまりて、いざ働かんとする時は己の自然顕あらわるるを認め、いよいよここに至って根気は尽き、精神衰え、如何いかにせば真の実験体得するに至るかに迷うた。かかる戦いの中うちにも以前より一貫して働くものは尚なお自分の熱心を誇り、自分の忠実に高ぶり、己おのが義を立て、同労者を判さばく心あるを自覚し、これは悪きことと思い、これを棄てたく、離れたく、潔められねばならぬことを知りつつも離れること能あたわず、口にはこれを祈れどもその霊性心状しんじょうに於いては判さばく態度の上には少しの変化を認めず、これまた苦痛の頂上に達し、その状態はあたかも吼ゆる獅子の如ごとく掻き裂かんとする我意あるを認め、パウロの叫びし如ごとくああ我煩なやめる人かなと叫ぶの外ほかなかった。


  折おりしも自分の属しおる教会内に一つの事件起こり、その解決のため先輩数人と共に山に行って祈り、事件の当局者に対し、忠告を与えることは主の旨むねならんと信じて祈っている時に忽たちまち天より光ありて、それは主の為に非あらず、愛の動機にも非あらず、当局者その人を妬み、これを判さばかんとする心より出でたる真相を示され、ここに於いてその事件は全く主の御手に任ゆだね、我自らの潔められんことを祈ることに定めた。その時他の友を離れ、この時こそ己おのが聖潔きよめを解決せずば再び家に帰らじと心に定め、更さらに山奥に入り祈りの中うちに待ち望みおる時、今日まで火を受くるに至らざる理由は全く己と戦い来る事毎ことごとに死に切ることを努めず、己が善き者とならんとし、己おのが計画を立て、己おのが理想を作り、これに自ら当あて嵌はまらんとするその己の働きが妨げていることを示され、この時俄然がぜん聖霊は十字架を明らかに示し給うて、かの十字架の御姿みすがたはただ神の子が身代わりとなって詛のろわれ給うたというに止とどまらず、かの姿は神の子の姿にあらずして、この生まれながらの堕落性なる肉の状かたちとなって我がために再び十字架より降くだり来ることなきため、両手両足は釘づけられ、再び頭の働きは為さぬため棘いばらの冠はきせられ、再び心臓の鼓動の働かざるため槍やりにて止とどめを刺されあって、己も肉と情と欲も世も全く詛のろわれ、罰し尽くされ、十字架上には事終わりおることを明らかに示された。


  その時今更いまさらの如ごとく感涙かんるいに咽むせび、十字架を仰ぎつつ、神を崇め居た時に聖霊は之これを心に当あて嵌はめ給うて我キリストと共に十字架に釘つけられたり、もはや我生くるにあらずと確信を与えられた。同時にキリスト我に在りて生くるなりと心の内にキリストを黙示せられ、この確信は雷いかづちの如ごとく全霊全生ぜんせい全身に響き亘わたり、多年の戦いは止やみ、その苦しみは逃げ去り、忽たちまち喜びと平安に満たされ、その状態はとても筆紙ひっしに表し難がたく、手の舞い足の踏む所を知らず、歓喜に溢れつつ山を下った。


  注


  先にも述べた如く如何いかにもして聖潔きよめの経験を得んとして御言みことばの上に立ち、これを信じて祈り、ガラテヤ書二の二十の御言みことばは成就せられたりと信じたること幾十回なるを知らず。然されどヨハネ伝七章三十七節の如き経験とならず、時には極めて平静になり何の不安もなく戦いもなけれども、心中しんちゅう密かに今一ツ満足の期に達せず、又時には外来の刺激により思いもよらぬほどの古き人の姿あらわれ、又奉仕を為さんとする時何等なんらの力なきことを感ずることあり、兎角とかくその状態一定せず、かくしては祈り又同じ経験に立ち帰るなど一進一退を保つこと長い間であった。


  その頃の自分の状態を更に験けんするに、御言みことばの光の如く願わんとしても、神の愛を深く感ぜんとする時も、又心より謙へりくだらんとするも、其の心中しんちゅう一種の底岩そこいわの如きものあるを感じた。これを砕かんとし、焼き尽くされんことを求めて熱心に祈りつづけたるも取り去られず、自分の霊に於いてもこれを重荷とし、心に於いても苦痛に感じ、何とかしてこの障妨さまたげの取り去られんことを努めたが一向いっこう効果はなかった。


  そもそもこの底岩そこいわの如きものは如何いかなる性質のものであるか、御光みひかりの許もとに考えたるにこれはダビデの言いし如く悪魔の教えに従い、偽りの知識に由より、神に対する反逆の態度を取りたる、その型が組織的となり遂に形をなして表れ、本能性の如く働き、自みずから罪を構成する所のものであることを悟った。この所謂いわゆるエリコ城を破壊するには己おのが働きに由より、己おのが力によって為し得べきものにあらず、これぞ御霊の働きによってのみ破壊せられ、又御霊によりて新たなる組織が建設せらるべきものであることを悟った。


  本来十字架の救いは父なる神の計画にして、子なる神これを成就し、聖霊なる神これを信ずる者の心に当て嵌はめ給うものなれば、この救いを受けんとするには更に人の働きを要せず、寧むしろ害あるものである。故ゆえに絶対に愛なる神の御言に従い、御血おんちを信じて聖霊に任ゆだね切る時、聖霊自らこれを信ずる者に当て嵌はめて印いんし給うものなることを悟る。これは救いに於いても聖潔きよめにおいても同一である。


  



  第九章 聖霊のバプテスマ


  
    俄にわかに天より迅風はげしきかぜの如き響きあり……是ここに於いて彼等はみな聖霊に満たされたり（使徒二・一～三）。
  


  前章に述べた如く山にて聖潔きよめに徹底して帰った。翌日は私の住んでいた町の大掃除日で各戸かくことも凡すべての荷物を戸外こがいに出し、掃除を済まして検査の来るを待ちおる時に、私は二階より近隣の戸外こがいに積み重ねた多くの荷物あるを見受け、自分の庭を眺むれば只ただ柳行李やなぎこうりと夜具と日常の器あるにすぎず。この時我が心に浮かびたることは彼等は多くの物を持ちおるも、これらは皆虫くい錆さびくさり盗人ぬすびとうがちて盗めば消え去るものであるが、我がため天の父の備え給う栄さかえの富は無尽蔵にして信仰の鍵を以て開あくれば必要に応じ、時に従いて無制限に与えらる。この約束の貴きことを思い巡らして感謝する時、一個の風呂敷包みのあるに心付いた。これは救われてより大掃除の時にのみ出したり入れたりしていたものである。これまで光に従い又何とかして聖霊のバプテスマを受けたいという願いより、これも棄てたら善いか、あれも棄てたら善いかと考えたる結果、最早もはや凡すべてのものを処分し来たり、未信者時代のものは山高やまたか帽子一ツとこの風呂敷包みあるのみ。そこでこの包みは何故なにゆえ残したかということを考え見るに、それは前生涯に於いて用いし画えの道具と以前売薬ばいやくを業ぎょうとする積つもりで出願許可を得たる売薬ばいやくの株にて、これを売れば相当の価額かがくあるもので尚なおまかり違えばその業ぎょうをなして世に一成功せんとする心より持っていたものと、又或る筋より拝領したる記念品にして一家か一門もんの名誉となるべき品その内に残しあることを思い出した。これを残したる理由について遡さかのぼりみるに、万一伝道者を止める場合はこれにて一事業なさんとする、その所が分岐点となり、又処分することを厭いといおることを発見した。然されども召されたることと選ばれたることとを思うに最早もはや絶対に再び地に属つける者となるべきものにあらず、永遠に神のものとせられ、神に仕えるより外ほか行くべき所なきを悟り、如何いかなることありとも世につける何物をも要する時代なきことを深く示され、ここに於いてこれらのものが罪であると否とは問う所にあらず、神のために働く者に必要なき理由を以て直ちにその包みのまま裏に運び打ち砕き、火に焼きすてた。その時更に喜びは満ち感謝の溢るるを覚えた。これにて地に属つけるものに対する依頼心は全く消滅し、今後の運命を全く神のみに任まかし、神の言ことばにのみよりて歩み、万一神の言ことばに頼よりて飢え或いは凍こごえ、或いは働きが絶えたる時はこれを以て地上の使命の終われる時として進むことに決心した。例たとえ人為じんいによりて勝れる途みちあるとも、或いは人によりて生くる途みちありとも、かくして生くるよりは寧むしろ神の言ことばと共に討ち死にすることを以て尤もっとも勝れることと信じた。


  この時妻を二階に呼びその決心を証あかししたるに、妻の信仰未いまだ徹底せざるが故に快諾すること能あたわず、それはあまり冒険な処置なりと言う。私はこれがため妻に別るるともわれは主に従わんと決心を表した。その時妻もその決意の動かすべからざるを悟り、遂に同意を表すに至った。その時いよいよ前途に殉教あるのみと覚悟し、全く一切を献げ、壇上の生涯となった。


  而しかしてその翌日警監けいかんミッション堺支部に出張し、その夜は堺組合教会無牧むぼくなりしため一夜の集会を求められ、これを諾だくして集会を有もった。所ところが聖霊の御働きいよいよ著しく臨在かがやき、説教中ばにして全教会罪の自覚起こり或いは泣き叫び、或いは戦慄しベンチより転まろび落つるものあり、その光景物すごきばかりにて最後に全会衆残らず皆悔い改め救いを叫び求めた。この時会衆は救いの喜びに満ち全く己を忘れ、帰路に着くも、西に帰る者が東に帰り、北に帰るべき者が南に行き、三々、五々その光景を語りつつ歩みて帰路を誤ったほどであった。これらの光景が当時の人々が追想して常に恵まるると語りおられること屡々しばしばであった。


  そして御用終わりて大阪駅に着いたが汽車の発車時刻は十一時五十九分で、尚なお一時間の余裕あれば何処どこかにて祈らんとその場所を求めたれどもなし、梅田駅の裏町に出で神を崇め、御血おんちを讃美し、歩んでいる時、驚くべし、俄然がぜん上より大いなる勢い我を覆いたるに、驚くべき能力ちから身に満ち、いよいよ喜びは頂上に達し、最早もはや黙すること能あたわず、ゲラゲラ笑い出でて制止すること能あたわず、故ゆえにハンカチーフを以て口を蔽い、駅に出でたるも群衆に向かい顔をあぐること能あたわず、顔を背けながら汽車の一番後うしろの席を選び、壁に向かって座し、漸ようやくその声を制して神戸の自宅に着いたが、その喜びは益々ますます満ち溢れ、常に祈りの室しつと定め至聖所と称えていた一室に入って感謝し、又心の限り神をほめたたえていたが、如何いかなる故ゆえにて斯かかる御行みわざを我が上になし給うたか分からず、然されどこれは尋常普通の事にはあらざるべし、何事か神の大いなることを為し給う前兆であろうと待ち望んでいたが、昼の疲れで少しの間眠った。その時大いなる異象まぼろしあらわれ、自分は壇上に立ち説教していると其その前には千々万々の群衆泣き倒れおる光景を見た時、これはやがて起こらんとするリバイバルであることを示された。その時我が右に主イエスの立ち給えるを拝し、ああこれは主イエスだと気付いた時その御姿みすがたは消え失せた。その時丁度午前五時であった。そして我が身になし給える御行みわざのあまりにも大いなることを更に思い巡らし、この証あかしは直すぐに発表すべきか、或いは尚なおしばらく黙しおるべきか、何にもして主の深き聖旨みむねのあることと思い、その旨の明らかに示さるるまで面会を避け、三日三夜の間祈った。その時これぞ永らく求め来た聖霊のバプテスマであってその異象まぼろしは将来必ず実現する時あるを信ぜしめられた。しかしこの事は尚なおも軽率に証しすることを恐れいたが、四日目に至り教会の祈祷会に出で証あかしは口に溢れ出でんとするも、その夜は黙して帰った。帰り途みちに二三の熱心なる友と語り合う内、遂に話は聖霊のバプテスマのことに及び、はしなくも聖霊のバプテスマは斯かくの如きものであると我知らず証したところが、その二人の兄弟と一姉妹は切に祈りを求められ、湊川みなとがわ公園の地面じべたに跪いて祈った。一人の兄弟は直すぐに喜びに満たされ、今火を受けたと叫び始め、尚なお二人の人も共に喜びに満たされて帰った。


  注


  第一　献身について


  そもそも奉仕の生涯は我が神を信じ、又神我を親任しんにんし給う所より生ずる契約にして、即ちアブラハムの献げたる犠牲いけにえの中うちを通り給うて、彼と契約を立て給いしが如く、神は聖潔きよめの恩寵めぐみを受けて山を降くだった翌日私の信仰の献身を試みんため、万一伝道者を止めてもこれさえあればという動機より残し置きたる風呂敷包みを示し、その包みの品物の如何いかんに係わらず、これを残し置く所の意志を棄てて永久我に従うかと迫り給いしことを悟り、この献身は永久神のものとせらるるものなれば最早もはや己に属つけるものの必要なること再びなきことを悟って、これを全く処分し、その時より神に一切を献げたのである。


  これは神が御自身の御名を荷なわせ、全権大使として親任しんにんし給う者に欠くべからざるものである。その時まで何故なにゆえに聖霊のバプテスマを受けること能わざりしかというに、その理由は全き献身を欠き居たるため、神はこれを信任し給うことが出来なかったためである。世に聖霊のバプテスマを受けることは極めて困難のように思い、或いは不可能と誤り、又は特定の人のみ受け得るように誤解し来たりたるも、要するにこれらの誤りは皆全部を献げて従わずして、賜たまもののみを受けんとしたるためである。


  第二　火を受くる時の状態


  上よりの能力ちからを受くる時の心の状態は全く己の働きに死に切り、全く信仰の安息に入いりたる状態であった。八日の日は山にて死に切り、九日には全く献げ切り、十日の日は主イエスが墓の中に横たわりおられし如く何等なんら自分の願いも欲望も知識も働かず、言うに言われぬ平安満ち、いとも安らかなりしも、只ただ何事か今にも我が身の上に起こりそうに感じつついた。しかしそれを今あせり求めなければならぬということもなく、いよいよ主との交わり濃厚となり、目を閉じれば地上にあることさえ弁わきまえざる心地し、心の内には主を崇め、御血潮おんちしおを讃ほめたたえ、唯ただ夢中となって求むることもなく、待ち望むともなく歩んでいたとき、俄然がぜん大いなる勢いに覆われて身に能力ちからの覚えるを感じ、更に大いなる喜びに満たされた。これを聖書に当て嵌はめ見るに、聖霊のバプテスマは此方こちらから叫び取るにあらず、己おのが力によって受くるにあらず、只ただ神の心に適うよう一切を壇の上に横たえる時、神これを受け入れ給うた印として、又弟子たるものの奉仕の能力ちからとして与え給うものであることを悟るに至った。


  



  第十章 恩師バックストン先生について


  私は大正二年九月二十一に救われて以来教会の教養を受け、遂に同年十一月九日水のバプテスマを受けることになった。然しかるに日本伝道隊の総理バックストン師は帰英中であったが、ちょうどその前日神戸に帰着せられ、未だ面会したこともなかったが、私のバプテスマの時に同師の献げられた祈りを聞いたのが師を知る初めであった。その祈りは実に荘厳そうごんを極め恰あたかも天よりの声に触れたるが如く感じ、水のバプテスマよりも師の祈りによりて霊みたまのバプテスマを受けたるが如き心地した。


  爾来じらい同師の温容に触れ、或いは説教を聞き、又共に祈りに導かれ、教師に交わる毎ごとに何ものか新しき恩恵めぐみを受け、又同師に会う時は恰あたかもキリスト御自身に会うが如く感じ、いよいよ師を慕うこと切になった。


  私は未信者時代には多くの世的に高潔なる人物に会い、或いは一大人格者に触れ、或いは儒教に養われた人々に接した。かかる気風に養われた私は救われても日尚なお浅く霊肉の区別を弁わきまえる智識なきため、キリスト教教師等を見るにその人格に気骨きこつのなきことを何となく物足らぬ感じを抱き、その理由を尋ね探らんと求めつつあった折柄おりがら、バックストン師の人格に接し、一面柔和謙遜にして温容下垂したたるが如き中うちにも一種侵おかすべからざる神徳しんとく備わり、そこに神の尊厳と慈愛は自ずから輝き出で、接すれば接するほどその奥深きを悟るに至った。霊眼れいがん開けずして活けるキリストを拝すること能わざる者ら肉眼にくがんを以てキリストの御姿みすがたを斯かかる人の人格を通して認むるに至り、キリスト教に対する疑惑も氷解した。その後同師の勧告によって日本伝道隊の学校に入ることとなり、爾来じらい同師の聖書講義を聴き、或いは祈られ、或いは説教会聖別会などに出で、師の教えを受くること恰あたかも弟子等が主イエスより直接教えられしが如くしてその教えらるる所は悉ことごとく肉碑に刻まれ、これが血となり肉となりて成長するに至った。中なかにも警監ミッションの働きを受け持ちいたため時々その集会に師を煩わし、又私は年長者であったから他の同期の人々よりも同師に接する機会多く、折にふれ、時ある毎に何事か将来の奉仕に肝要なる点につき特別なる指導を受け、又私は秩序的教育を受けおらざるため人一倍苦心していることを認められ、私を愛せらるること父がその子に於けるが如く又私の師を慕うことも子の親に於けるが如く一種の交通ありて直接間接霊みたまによれる師の指導を受けたことは幸いであった。


  旅行の時など常に語られたることは、この自然界は活ける神の聖書にしてこの凡すべての造られし物は神の能力ちからと厳おごそかと愛を顕し居るものである、故に我等は黙示の聖書を読むと共にこの活ける聖書によりて教えられなければならぬとて見ゆる所の何物かを指して聖書の真理を語られたことは、私の信仰修養に助けとなったことが多くある。


  そして師の一度ひとたび神の道について語らるるや姿勢を正し、語を改め、敬虔の態度を保たれ、又共に食し、或いは運動をなす時はまるで小児こどもの如く如何いかに師が神の言ことばと敬虔の態度を重んぜられたかは私に深き印象となった。或る時隊員等と舞子まいこの濱はまに一日じつの清遊せいゆうをなした時のことであるが、同師は集まった子供と共に遊戯をなしおられしとき、私は何心なにごころなく教師に一つの事を質問した所が、師は直すぐに姿勢を正し、語ことばを改め、厳おごそかな語調を以て答えられた。この時私は教師が一面には小児こどもの如くなると共にいざ神に関わる事については如何いかに重きを置かれ、神を崇めらるるかを教えられた。これは私の終生忘るることの出来ぬ印象である。かくの如くにして一面には教師の言葉に接し一面にはその活ける人格に触れ、更に師の隠れたる生涯の様子を時々伺い、これが一ツ一ツ私の活ける智識となり、生涯の土台となり、働きの原動力となるに至った。


  尚なお教師が私に注意して語られしことは純福音を信ずる者でもパリサイにはともすれば為なり易やすいから絶えず恩恵めぐみに感じ、御血潮おんちしおの中うちにおりて御名を畏るることを忘れてはならぬと教えられた。これは師が重ね重ね語られた短き言ことばであるが、その後進めば進むほどパリサイにはなり易やすい傾向あるを悟り、教師のこの一言ごんは私を絶えず恩恵めぐみに導いたものである。


  又或る時警監ミッションの集会に師の講演を依頼した所が、集まる者が僅か二人にして斯かかる大家たいかを煩わすことは恐縮に思い御詫おわびを申し上げた時、師は私を慰めて、この集会は決して小さき集会にあらず、例たとえ大きな伝道館に於いて何の飢え渇きもなく何百の聴衆集まりたるよりも、ここに真に道を求め来られた二人にんは真に貴き魂にして、神は一人の魂の救わるることは全世界よりも貴いと申されたれば、この集会は大いなる集会です、私は喜んで御用を致しますと申され、滔々とうとう一時間に亘わたる大説教をせられたるが如きは如何いかに師が一人の魂を重んじられたか、又その使命に忠実なるかを深く印象せられ、爾来じらい私の奉仕の上に一大助けとなった。


  私は時々聖潔きよめの問題、聖霊のバプテスマについて行き悩み、多くの問題を引っ提さげ是非とも解決を求めんと師を訪問したことがある。師の許もとに近づくや、直ちに臨在に感じ、師の祈りによりて凡すべての問題は自ずから氷解し、又語る必要なくして去ったこと度々たびたびであった。これは師が絶えず臨在の内におられたため解決者は師にあらずして師と共に在います主イエス御自身であることを感じた。


  大正五年十月十日、聖霊のバプテスマを受けた後、様々さまざま世の誤解や、罵り嘲りを受け、それがため従来の信仰の友より離れざるを得ざるに至った。例たとえ全世界の人が偽りだと言うても私に印せられた確信は動かすことの出来ぬものであったが、あまりにも多くの人々より反対攻撃を受くるについては万一自分の経験に間違いがあっては一大事と考え、これを一度バックストン師の前にその順序を悉ことごとく話して裏書きを求めたいと思いて、或る時師の許もとに伺った。恰度ちょうどその時は師の令息れいそく欧州おうしゅう戦争のため戦死せられた時の事とて一週間全く一室いっしつに籠こもり、窓を閉じて静まりおられたときで、私の行った日はその終わりの日であった。師はカーテンを一ツあげて一つの窓のみ明あけ師の室しつに迎えられた。その時師の顔は輝きて臨在その室しつに充みちおりたればその栄光に打たれ、しばらくは伏したるまま何事も語る能わず、只ただ畏れおののき、血潮ちしおを崇めおる内、漸ようやく自由を与えられ、聖霊のバプテスマを受けたる前後の模様を具つぶさに語った所が、師は痛いたく喜ばれ、その通りです間違いはありません、しかしその証をいたしますなら必ず迫害が起こります、御聖霊の働き給う時は又悪魔も必ず働きますから充分慎まねばなりませんと、警戒せられ、祈りを求めた所が教師は神を崇め御血おんちを讃ほめて感謝せられ、「日本に斯かくの如きあなたの僕を起こし給いましたことを感謝し奉たてまつる、願わくはこの僕の上に恩恵めぐみと祝福を常に注ぎ給わんことを」と祈られ、私の頭の上に手を置きて祝しゅくされた。


  その時教師の眼めには涙をたたえ、声も震ふるい、いとも厳おごそかな語調を以て私を祝しくれたことは此この聖霊のバプテスマの経験の裏書きとなると共に将来奉仕の一大いちだい力ちからの確信を与えられた。そして師の日本を去って英国に帰らるるとき最後に残された言ことばは「我が愛におれ」であった。


  私が救われて間もなく師の来朝となり、私の修養中滞在せられ、私がいよいよ上よりの能力ちからを授けられて間もなく帰英きえいせられたことは私に取って誠に幸いの至りである、これも神の大いなる摂理であったことを思うて感謝に堪たえん次第である。


  



  第十一章 いよいよ奉仕の生涯


  
    このゆえに汝等ゆきて万国の民にバプテスマを施し之これを父と子と聖霊の名に入れて弟子とし且かつ我が凡すべて汝等に命ぜし言ことばを守れと彼等に教えよ（マタイ二十八・十九、二十）。
  


  一、備準の粉濱


  私は聖霊のバプテスマを受けて後、尚なお神戸に止とどまっていたが、昔より純福音を大胆に伝うる者に迫害なくして済んだためしがない。その例に漏れずして私も火を受けない時は穏やかであったが、火を受けた後、サタンの妬む所となった。その結果は大正七年七月一日じつ大阪市外粉濱こはまに移ることとなった。然しかるに主の側に於いては一ツも無駄なことはない筈である。何のためにここに遣わされたか、主の旨みむねを伺った所が、これはやがて公に立ち上がるべき時の準備時代として必要なりと示され、いよいよ将来の使命について祈り求むる内に大迫害の異象まぼろしを見せられた。これは必ずリバイバルと共に起こるべきことを示され、この使命を完まっとうするには殉教の一途とあるのみと覚悟した。更に祈り続けている時主の再臨の異象まぼろしを見せられた。この時の光景は実に物凄き状態にて、いよいよ福音宣伝の急務なることを黙示せられ、将来の確信の上に一大いちだい力ちからを受けた。


  二、初めて有馬に招かる


  斯かくしている内うち大正八年八月に至り、有馬ありま修養会の招きを受けて先輩方がたと共に初めて大修養会の御用を始めた。その準備祈り会に於いて示された標語は『神を信ぜよ』との言ことばであった。之を準備委員祈り会に於いて公にするや忽たちまち一同信仰に充たされ、一切の問題は解決せられ、一同勝利の確信と喜びに満たされ、遂にその年の修養会には神の奇くすしき栄光を拝するに至った。


  三、銚子修養会


  大正八年九月銚子修養会に初めて臨み、主が私の身に為し給える奇くすしき御行みわざを証あかしした時、会衆一同全く砕かれ、溶かされ、神の摂理と御慈愛の妙たえなることを悟り、又凡すべてのことは悉ことごとく働いて益となる事実を知って、今日までの誤れる信仰と神に対する態度とを悔い改め、神は善にして善を行い給う、最早もはや神の為し給うことに人間の容喙ようかいすべきものにあらず、例たとえ理解してもせぬとも神の旨に従うことは凡すべてが恩恵めぐみであることを信じ、会衆悉ことごとく塵ちり灰はいに伏し、感涙と共に悔い改め、主に絶対無条件の許もとに服従せんと告白した時、聖霊の御おん働きはいよいよ著しく、その光景物凄くなり、厳おごそかを極め、誰一人言ことばを発するものなく、時間の経過するに拘わらず、稍ややしばらく臨在の許もとに泣き伏した。閉会後にも臨在は著しく一同に止まり、集会と集会の間に於いても宿所しゅくしょに止まる者なく、三三、五五別れて祈り、或いは海岸に或いは山に祈りに行くものあり、或いは断食する者あり、或いは徹夜をなす者あり、夜昼祈りの声絶ゆることなく、最後には直接献身をなすもの多く起こり、斯かかる集会は日本に於いてこれ迄まで見たことなしと一同語り合い、主の御名と御おん血は高らかに崇められ、銚子修養会も面目を一新し、従来集まる者極めて少数なりしも翌年より一大修養会の一つに数えらるるに至ったという。


  四、九州修養会


  同年九月九州二日市ふつかいちの修養会に行った。初夜の歓迎会は何分なにぶんにも空気重く、其の夜天拜山てんぱいざんの中腹にて数人の者と共に祈っていると、夜半にその歓迎会の司会者であった兄弟が突然来たって加わった。証を聞けば一つの罪を示され、恐れてこの祈り会にも出で得ず、宿に帰って寝るには苦しく、行きつ戻りつ往来していた時、他の一教師に会い、遂にこの祈り会に出で見れば、臨在厳おごそかにして堪え切れず、遂にその罪を告白したる時、更に神の臨在はいよいよ厳かになり、聖霊の御おん働きは著しく、七八名のもの誰一人声を出し得る者なく、笹藪の中に頭を伏し、只ただ『血』と云う一言のみを発し、御おん血潮とも血を信ずるとも言うこと能あたわざるまで臨在の圧迫を感じ、只ただ一同御血おんちの中に飛び入った時、一同勝利を得て、修養会の戦いは大勝利の確信を与えられ、山を下った。


  その翌日の午後、私の証をなしつついた時、聖霊の御おん働き著しく顕れ、会衆は動揺を始め、話の終わった時左の角かどから、聖霊の御おん働き始まり、恰あたかも火焔ほのおが舐め尽くすが如く会衆は一人一人その場に倒れて悔い改め、或いは血を叫び、或いは聖潔きよめを求め、最早もはや之を制するに由よしなく、将棋倒しになって泣き叫んだ。その時サタンは妬みを起こし、集会の秩序を保てと言うて責とがめるものあるや、火の働き止やむを見て私は痛く残念に思い且かつ教えられた。


  爾来じらい各地の修養会又は諸教会或いはミッション学校などの要求益々ますます多く、少なくも一日じつ三回以上の集会をなし、次から次へと巡回を続け、寝食の暇いとまもなき有様にて殆ほとんど夜行汽車に乗るのが休息の時間であった状態を続けてその年も終わった。


  五、死より生に移さる


  大正七年私が大阪粉濱こはまに住んでおった時、世界的悪性感冒は日本全国に流行し、遂に大阪にも襲い来たった。その勢い猛烈を極め殆ほとんど全市を舐めつくす勢いであった。僅か数日の間に父母を失い、又数人の愛子を失い、或いは一家全滅するあり、至る所に大悲劇は演ぜられ、死人山を為し、火葬場は之が処置に困り、人々戦々恐々たる時、十一月二十三日午後十一時頃上住吉かみすみよしの光安みつやす師より病人が出来たから来て祈って貰いたいと言うて使いが来た。直ぐに行って見ると一人息子の虔二けんじさんが感冒に罹かかり高度の熱で苦しんでいる。然されど同家は熱心な信者で神癒を信じておらるるので共に心を合わせひたすら祈った。けれども熱は去らず病勢益々険悪となり翌二十四日午前七時半に至り遂に引き付けを起こし、顔色がんしょくは変わり、歯を食い縛り、眼まなこは釣り上げ、人事不省に陥った。然されど死にし者を甦らす神を信ずるは此の時といよいよ心を合わせ堅く信仰に立ち祈っている時、『懼おそるるなかれただ信ぜよ』と天より声響き、主よ信じますと現場げんじょうを見ずただ死にし者を甦らす神を見上げた時、俄然がぜん正気付づき引き付けの状態止やみたるも、熱は更に去らず、とうとう終日祈り通して夜の八時に至り再び引き付けて以前と同じ状態に陥った。その時奥様は子供の苦痛を見るに堪えず二階に上りて祈られ、私は病人の傍そばにただ一人でひたすら神の憐れみを求め祈っている時、再び懼おそるるなかれただ信ぜよと御声みこえを聞き、いよいよ甦りの確信は強められ尚なお信じ続け祈り通している時、再び正気付づき引き付けの状態止やみたるも熱は依然として去らず、ここに神の深き聖旨みむねある事を示され、家族一同を集め、凡すべての不信仰、不従順、罪愆とが、過ちを互いに悔い改め、塵灰に伏してひたすら憐れみを求め、遂に二十六日午前六時に至り三度みたび天より声ありて、神自ら燔祭の羔こひつじを備え給わん（創二十二・八）との聖声みこえと共に十字架上に我等の病と悲しみと愆とがと不義を負い我等の為に苦しみを受け給いし主の御姿みすがたがありありと示され、病はすでに彼処かしこに負い去られ癒されていると確信せしめられ、驚いて奥様にそのことを伝え感謝せしめ、私も感謝して病人を見るに、熱は去り病は癒されておった。一同神を崇め且かつ聖名みなを讃ほめたたえた。


  然しかるにその日又哲子てつこさんが発熱し、その翌二十七日朝清子きよこ姉が又発熱して熱はいよいよ高く、更に信仰をもて戦いおるうち、またその翌二十八日朝に至り和恵かずえ姉が発病し口も手足も利かず重態に陥った時、また洛子よくこさんが発病して、遂に五人の子供さんは枕を並べ四人はまだ高度の熱に冒されうわごとを言い苦しんでいるその有様は実に目も当てられぬ惨状であった。然しかるに何処迄どこまでも信仰もて貫き、少しの医薬を用いず、別に人為じんいを施さず、ただただ神の全能の御力と大いなる御おん憐れみにより、皆癒された。然しかるにこの年医薬を用い人為じんいを尽くした者は反かえって皆斃たおれたにも拘わらず、この神の奇くすしき聖行みわざを見て人々神を畏れ且かつ讃ほめ驚きて神を信ずる者多く起こった。栄光神に帰して窮かぎりなからん事をアーメン。


  



  第十二章 大正九年の転戦


  
    これらの者家に入はいりしに多くの人々また来たり集まりければ食する暇もなかりき（マルコ三・二十）。
  


  大正九年度も除夜会より新年聖会に連続して巡回を始め、東北、北海道、北陸、東海道、中国及び九州等内地一般を巡回し、この一年間の巡回里程りてい汽車に乗ったマイル数は一万四千余マイルに達し、自宅（粉濱こはま）に帰ったというよりも立ち寄ったことが二回あったのみであった。かく一年中夜よに日に相次いで奉仕し、至る所にリバイバルの栄光を拝した。中うちにも三月東京リバイバル大会にては我が国未曾有みぞうともいうべきほどの栄さかえを拝し、この時初めて従来あった集会の型は破れ、聖霊に満たされて手を拍うつものあり、舞い踊るものあり、真に全国より集まれる聴衆嬰児おさなごの如くなって神を讃ほめたたえ、最高の恩恵めぐみを受けし者、全国各地に散らされたため、全国の霊界を一新せしめ、これによって多くの人々飢え渇きを起こし、各地の要求は更に切実になって来た。


  同年五月神戸リバイバル大会に於いても同じく栄光を拝し、集まれる会衆は金銀のみならず所有せる贅沢品を神に献げ、女は嫁入りの時の衣服指輪など、男は礼服などを持ち来たるものありて、全くリバイバルの光景となった。更に七月北海道巡回の際、札幌に於いては特に多くの病者癒され、又十字架の贖いの奥義開かれたためリバイバルの光景となった。


  同年八月有馬ありま修養会に於いても不治の病と称となえられし者を始め多くの病者びょうしゃ癒され、神の栄光を拝した。同年九月銚子ちょうし修養会に於いてもこれまた前年と同じく聖霊の御お働き著しく、癒さるる者、恵まるる者多く起こり、殊ことにこの年の御行みわざは教役者を始め一同の者、喜びの霊に満たされ、一人居て喜び、会えば喜び、祈れば喜び、集会に出いでては喜び、その修養会は喜びの修養会として人々に記憶せられている。


  不治の眼病癒さる


  同年九月九州二日市ふつかいち修養会に於いても多くの病者びょうしゃ癒され、一同恵みを受けて喜びに満たされた。その中うちに眼病にて盲目となった妻を有もてる兄弟があった。その姉妹は福岡医科大学に於いて二ヵ年治療を受けたが効なく、全く不治のものと諦め居た時であったから、私の神癒の真理を聴きき、それなら私の妻も必ず癒さるはずなりと彼先まず信じ、翌日私が博多メソジスト教会に立ち寄り居る時、午前五時頃その妻の手を引き来たって之を癒してくれと言う。この兄姉けいしはすでに神を知れる者にして神が斯かく取り扱い給うは深き聖旨みこころのあるを悟り、先まず癒しを求むるに先だち夫妻とも神の前に咎とがめる所あらばこれを悔い改めよと勧めたるに、それぞれ悔い改めて癒されんことを祈り、その兄弟は今より箱崎はこざきの松原まつばらに行き、妻の眼が開くまで祈るから先生もまた眼の開くまで祈り呉くれと言うて立ち去った。私はその後あとにて姉妹のために癒しを祈った所が癒されたりとの確信私の心にも与えられ、姉妹も同じく信仰に立った。その信仰与えられたる以上留め置く必要なければ、人を附けて帰宅せしめた。私は十一時六分に博多駅を出発せんとて駅に出いずれば、その姉妹も出いでおられ、又その兄弟も走り来たり、先ほど私は松原まつばらにて祈りおる時妻の眼はもはや開いたと信じたゆえに、その実際を見んとて教会に帰り見れば、妻は癒されて帰り、先生は御出立ごしゅったつとのことでここに駆け付けたる次第、ともかく汽車中にて話さんと香椎かしい駅までの切符を買い整え、妻に切符を与えた時、姉妹はその切符を手にするや『これは香椎かしいまでです』と明らかにその字を読むに至り、驚きながら乗車し、彼等は喜びに満たされ、感謝に溢れ語り合うほどに香椎かしいもはや過ぎんとすれば福間ふくままで切符を買い足したるも尚なお話は尽きず、更に小倉こくらまで切符を求め、車中喜び語り、尚なお話は尽きざるも同駅にて彼等と別れた。その兄弟の話によれば、二日市ふつかいちに於いて私が神癒の話をなし、十字架の贖いを説き、神に於いては能あたわざることなしと極言したるを聴きき、兄弟の心にはもし自分の妻が癒されればよし、癒されざる時は私をして再び斯かかる証をなさしめざるため私を打ち殺すべしと思ったほどであった。誠に神の前に畏れ多きことであったと悔い改め、将来は献身して神に仕えんと告白せられた。その姉妹はその後裁縫なども自由になし、針の穴をも通すに至ったという。


  



  第十三章 台湾伝道（一）


  
    それ十字架の教えは滅ぶる者には愚かなるもの我等救わるる者には神の力たるなり（一コリント一・十八）。
  


  大正十年の始め新年聖会終わり次第、台湾長老教会の招きにより、一月七日カスパートソン師及び二人の日本人なる同労者と共に出発、渡台とたいした。気候の都合により先ず南方より働きを始むることとなった。


  台南


  同地日本、聖公、長老教会連合にて天幕伝道会を開いていたが、その初めの夜、官民合同とも称すべき台南たいなん有志の歓迎会開かれ、席上この度たび渡台とたいせられた目的につき一場じょうの御講演を願うとのことであったから、先ず十字架の死と甦りの真髄を露骨に話した。彼等の期待は現代の社会人心じんしんに投じ、学者らしく智的の大講演あるべしと待ち構え居たものと見え、あまりにも露骨な十字架の教えに各々躓き、有力なる連合集会の委員等の多くはその夜限り出席せないようになり、集会の計画に一大頓挫を来たらし、多くの人の信仰沮喪そそうし、見ゆる所によれば失望の外ほかなきに至った。しかしこの現象はやがて顕あらわれんとする栄光を妬むサタンの仕業にて却かえって栄光の前兆なりと信じ、極力きょくりょく祈り求めて台南公園に天幕を張り、集会を始めた。何しろ内地より来たって珍しき講演あるとのことは植民地に住める内地人には一種の好感ありしためか、初夜より聴衆は場じょうに充みち、我等は少しも忌いみ憚はばかる所なく、この福音の奥義を宣べ伝えた。聴衆は悉ことごとく恵みに感じ、悔い改むる者始めより多く起こり、会を重ねるに従いいよいよ盛大を極め、その物音台南中に響き亘り、内地人のみならず台南人も多く集まり、その光景リバイバルの状態となった。改悔者かいかいしゃの中うちには内地にて殺人犯を犯し、台南に逃げ来たりて台南警察署の小使いとなり平気を装い居たるものがあったが、内心の呵責に堪たえず、悔い改めてその罪を告白し、救われたるなど種々なる神の奇くすしき御行みわざあらわれ、神癒に於いても中学校の教師にして危篤の状態になり居た者直ちに癒され、これらの事実台南中の人々に伝わり、この度たびのキリスト教は従来のものと全く異なり、活ける神が働き給うと言い囃はやした。


  先に躓き委員を辞したる人々もこれらの話をききて驚き、再び悔い改め来たりて道を求め、又援助せらるるに至った。集会は十日間の予定なりしもその時の事情は閉会を許さず、ここに有名なる宣教師エース師ありて、集会のため祈り、又種々助けを与えられた。我等は十日の期日終わり、次の働き地は高雄たかおにしてすでに広告もなし居り之に赴おもむかんとなしたる時、同師は神の旨を伺いて一夜を祈り明かし、翌朝早天祈祷会に出られ、民数記九章を開き、神の霊尚なお天幕の上に止とどまりおれば契約の箱を進むること能あたわずと断言せられた時、同師の言ことばは神の権威と能力ちからに充みち、我等は如何いかんともなすこと能あたわず、そのまま日延ひのべして更に大いなる栄光を拝した。


  斯かくの如き栄光顕れたるため台南長老教会より台湾人のため是非とも通訳付きにて話し呉くれと強しいて申し込まれ、幸いその教会の青年牧師珍ちん兄けいは不思議なる神の器にして聖霊に満たされ、又内地語に熟達し、通訳者として最も適当なる器であった。その教会は会員千六百を有し、集会は半数ずつ二回になした。私は初めて通訳付きにて話をなしたが、この不完全なる器にも関わらず、御聖霊は自由に働き少しの困難も感ぜず、又通訳者も全く聖霊に操られ、全会衆初回より驚くべき恩恵めぐみを受け感涙かんるいに咽むせび、倒れ伏すもの少なからず。終わりに至りていよいよ霊みたまの御おん働きは著しくなった。


  後にてその事情を探りたるに、台南に福音の伝えられたるはその時より六十年前のことにして、南方よりマクスウェル師、北方よりマカイ博士によりて伝えられた。今でも不潔であるが、当時の台湾は未開にしてその不潔なること想像もつかぬ状態であったが、如何いかにもして台湾人を救わんとして殉教の覚悟を以て来られた。マカイ師は彼等に福音を伝うるには彼等に同化するの外ほかなしとて先ず台湾人の中うちより妻を娶めとり、彼等と同様の生活をなし、幼稚なる彼等にも神の彼等を愛し給う愛を身を以て示したため、遂には台湾人中に純福音が受け入れられ、幾多の迫害と困難を経て台湾全島に二百九十余の教会を見るに至った。遂にマカイ師この地にて殉教的召しを遂げ、マクスウェル師去ったが彼等の信仰は今尚なお台湾人を支配し、この両人より伝えられた純福音の外ほか、如何いかなる名士来訪するとも未いまだ曾かつて講演を依頼せしことなしという。然しかるにこの度たびの福音を味わい、これはマカイ、マクスウェル師の伝えた同じ福音なりと喜び、これを長老教会の月報に掲げ、全島の教会に伝えたるため各地よりの要求引きもきらず。


  この事によって私の教えられたることは台湾人の福音を信ずることの単純なることにして、内地に於いても多くの満たされたる聖徒に接したるも彼等の単純さはとても比較にならず、その理由を尋ね見るに、元来内地のキリスト教は日本人の智識欲に投じ、教育の方面より入いり来たった福音にして自然智識なるを免れず、之に反して台湾人の福音は真に主イエスの御足跡みあしあとを踏みたる聖徒の殉教の血を以て肉碑に彫り刻まれたるものにして、所謂いわゆるパウロがコリント人に語りし如く汝等は我等の書けるキリストの活いける文ふみなりと言った如く、斯かかる福音に接し活いけるキリストを身に体験したる彼等には智識の方面より観察する時は如何いかにも幼稚に見えるが、霊的体験、活ける智識とキリストの面影を有もてることはとても智識より入いりたるキリスト教の比較にならぬことを実見した。


  斯かかる殉教によりて生み出された彼等は如何なる学者大家の話といえども霊的生命せいめいのなきものは忽たちまちこれを看破し、決して受け入れず、然しかるに彼等はこの両師を失いて以来久しく飢え渇き居た所へ我等の純福音に接し、さながらマカイ、マクスウェル師に再会したる心地すと多くの信者は感泣かんきゅうして証した。


  集会後その台南長老教会有志の感謝会開かれ、マクスウェル師、マカイ師等当時の状況など聞くことを得た。或る時マクスウェル師田舎の教会にて説教なしつつ居たる時、村民等そこに群がり来たり、先ず信者等を引き出し、而しかしてその教会の各入口を外より閉じ、ただ一つの窓を開き之に火をつけ、その窓より飛び出いづるを待ちて打ち殺さんとしていた。師は静かに神の導きと助けを求め、好期こうきを見計らい内より教会の敷物をまるめて人の形となし、之をその窓より投げ出した。ところがマ師飛び出したと思いそこに槍を以て押し集まっている間に他の方より逃れ出いでて助かったなど、如何いかにこの両師台湾人を愛したるかを語れる時、一同感涙かんるいに咽むせび励まされた。ここに於いて私はいよいよ福音宣伝は言ことばのみにあらず行わざと実じつを以てするにあらずば生命いのちを与うることは不可能であることを深く教えられた。


  台南の働き終わりて高雄たかおに向かわんとて台南駅に出いで見れば、その構内外見がいみ送り人にんを以て充みち、駅長の話によればこの駅が出来て以来初めての見送りなりと言われた。


  



  第十四章 台湾伝道（二）


  
    エホバは全世界を遍あまねく見そなわし己にむかいて心を完まっとうする者のために力を顕し給う（二歴代誌十六・九）。
  


  一、屏東のリバイバル


  台南たいなんより高雄たかお市に移った。すでに全市に広告を撒き散らし諸般の準備調ととのい居たれば、毎夜聴衆天幕に充みち救いを求むる者多く起こった。又高雄病院に於いて最早瀕死の状態になり居たる病人癒され、神癒の栄光を拝した。高雄に集会中屏東へいとうの長老教会牧師呉ご師来たり、我が教会は甚だ貧弱にしてとても謝礼をなすことは不可能なるべきも来たって助けられること出来ずやと求められた。その時我等の渡台とたいせる目的は名利のためにあらず、ただ貴き魂を救わんがため殉教の覚悟を以て来たれるなれば御要求あらば喜んで応ずべしと答えたら、呉氏いたく喜び、直ちに帰って準備を調ととのえられた。


  我等は高雄たかおを移りて屏東へいとうに至り、先ず呉牧師夫人に導かれ、準備祈祷のため公園に行った。その時呉姉しは眼病にて包帯をなし居られたから先ずそのために祈らんと計ったところが、呉姉し声を改めて言わるよう、私の眼め位くらいはたとえ潰れるとも厭う所にあらず。斯かかることのために貴兄等あなたがたを迎えたるにあらず。この町の亡び行く民の救われんがために招きたるなれば、私の眼などは棄て置き、その代わりに一言にても市民の魂のため祈られたしと申され、同姉どうしはその時黙示録を開き、現代教会の状態と主の来たり給う時の近きを説き、今は教会が眠り居るべき時にあらず、醒めて伝道すべき時なりと滔々とうとう一時間にわたって説き尽くされた。


  元来呉牧師はその時を去る十六年前聖霊のバプテスマを受けられ、爾来じらい屏東の魂のみならず、台湾全島リバイバルのために日夜祈られ、それがため身体からだまで痩せ衰え､常に殉教的奉仕の生涯を送られた人にして、準備祈祷会の時にもすでに山に入いり、断食徹夜をなしてリバイバルのため祈りて帰り来られず、留守は夫人多くの子供を連れて一切をなし、その時も背に小児こどもを負い、態なりも風ふうも構わず、己を忘れ、彼の眼中ただ亡ぶる魂の外ほか何ものもなくして尽くし居られた。斯かかる状態を目撃した我等は如何いかにも微温なまぬるきことを恥じ、悔い改め、主の前に打ち伏し、今一度賜たまものの再び盛んにせられんことを祈り求め、かつ屏東リバイバルのために祈って宿に帰った。


  屏東へいとう市外中央の公園に天幕を張り、先まず始めに内地人のため三日間伝道集会をなし、昼は信者のため聖別会をなしたるに、ここに於いても主の御栄光顕れ、多くの救わるる者起こり、信者は初めて純福音に接し、新しき恵みに浴し喜びに満たされた。而しかして台人たいじんの集会となり、三日目の夜の伝道会に至り、聴衆はすでに千余名集まり居た。


  その夜は罪の価あたいは死なり、神の賜たまものは我等の主イエス・キリストに於いて賜たまわる永生かぎりなきいのちなりとの使命を受け、先ず罪について述べ、罪の恐るべきことは深刻に開展かいてんせられ、聴衆一同息を殺して熱心に聴き居た。その夜の光景は何となく厳おごそかを極め、聖霊は個人個人に迫り、罪の呵責かしゃくに苦しみつつある状態を見受けた。更に神の賜たまものは我等の主イエス・キリストに於いて賜たまわる永生かぎりなきいのちなり。この罪を贖わんがため、天の宝座みくらいを棄て難き事とせず、世界の一小国の小さきベツレヘム、客舎はたごやの槽うまぶねに生まれ給うた奥義を述べ、殊ことに人類の最下級に生まれ、弱者の友、貧者の伴侶ともづれ、病者の慰めとなり、公の御生涯に於いては嘲り罵りの中うちを歩み給うて、ゲッセマネには血の汗を流し、祭司の庭にて衣を剥ぎ取られ、見るに忍びざる恥辱と御おん苦しみを受け、ピラトの法廷に於いては無法の宣告となり、遂に死罪と定められ、重き十字架を負い、倒れながらもカルバリー山に登り給いて、呪いの十字架に玉体ぎょくたいを釘づけられ、肉体の御おん苦しみと心の御おん痛みを以て死の権威を滅ぼし、魂の御苦痛につき贖いの真理と父なる神及び主イエスの無限の愛とを説きすすめる時、ほとんど説教の終わりに近づきたる頃、同教会日曜学校生徒の上に俄然がぜん火は下り、彼等は涙を流して泣き叫びだし、他の聴衆は厳然げんぜんとして神を崇め居る内に、呉姉妹小児こどもを背に負いながら、その日曜学校生徒を指揮し、生徒と共に聴衆の中を縫い歩きて、悔い改めよ、救われよと勧め始めた。生徒が涙ながらに近づきて手を触るるや、聴衆はそれからそれへと入り乱れて地上に倒れ、一同全く夢中になり、目に涙をたたえ、洟はなを出し、涎よだれを流し、物凄き光景となって救いを叫び求め出した。


  その物音は屏東市街中に響き亘わたり、人々は何事ならんと群がり来たり、その光景をしばらく見ている内に忽たちまち聖霊に感じ、同じく倒れ、罪を悔い改め、救いを叫ぶに至る。私は如何どうする術すべもなく説教を止やめて下くだりて側かたわらに立っていると、内地語をよくする高慢な一青年、杖ステッキを手にして私の許もとに近づき来たり、これは何だと言う。私は静かにこれは神の霊みたまに感じ罪を悔い改めているのですと答うるや、その青年も直ちに霊みたまの感動を受け打ち倒れて悔い改めを叫び出した。


  斯かかる光景打ち続くと共に日曜学校生徒は五人十人と群れをなして市内各方面に飛び出し、何とも言えない一種悲壮な声で悔い改めよ、亡ぶる……亡ぶる……と叫び巡る、物凄き声は深夜全市に響き、この光景を見聞きせる人々はこは唯事ただごとにはあるまじと市民はぞくぞく公園に押しかけ、悔い改むる状さま全くこれ真のリバイバルに外ほかならず。


  その夜は一先ず集会を閉じ、翌日台人たいじん聖別会に於いて更に信者の中うちにリバイバル起こり、会を重ねる毎ごとにますます栄光顕れ、とても集会を閉じ得ざる状態なりしも次の働きの迫り居るため、この働きを呉牧師に任ゆだね、一先ず集会を閉じた。呉牧師は集会の初めより山に這入はいりて更に帰り来たらず、そのリバイバルの夜よも山にて祈り居られたとの事、そもそもこのリバイバルの起こった所以ゆえんはこの熱心なる聖徒が十六年の長き間、この町のため祈りの手をあげ続けた結果であったことは明らかである。


  二、呉牧師を出せる家


  呉牧師の家は祖父呉ご着氏初めてマクスウェル氏より福音を聞きて信じたのであるが、その当時の台湾は全く福音未伝みでんの地にして迫害いよいよ甚だしく、とても信仰を有たもち続くことは不可能ともいうべき時代であったが、祖父夫妻は熱心に神に仕え、神の祝福を蒙こうむりつつ七人の子供を与えられ、皆神を信じて立派な人物となり、その長兄呉葛ごかつ氏は父母の信仰を受け、立派な聖徒にして神に仕え、凡ての点に祝福せられ十六人の子供を挙ぐるに至った。その内多くは牧師、医師、教育家、実業家となり、台湾中相当の地位を占めておられる。孫を合わせて現今げんこん九十六人の多きに達している。物質にも祝され、多くは内地の教育を受け、数国の国語に通じている。神を畏れ神に仕える者の如何に祝福せらるるかを示す信者の鑑かがみとすべき家族である。


  我等は数日この家族と交わりたるに、その敬虔の念に富み一家こぞって神に仕え、一致和合して互いに謙へりくだりて神に仕えおらるる有様は他に多く例を見ざるほどである。斯かかる家より、かくの如き熱心なる牧師の出いでたるは当然のことにして、我等の通訳をせられたる医師呉克巳こっき氏はその兄弟にして堂々たる紳士風の人、又神に仕える上に於いては僕の位置に止とどまり、その謙遜にして高徳なること一大人格者である。


  



  第十五章 台湾伝道（三）


  
    汝等貧しき者は福さいわいなり、神の国は即ち汝等のなればなり（ルカ六・二十）。
  


  一、里港


  里港りこうは屏東へいとうの北西に当たり数里の所にありて軽便けいべん鉄道あり、同地の牧師は屏東の集会に出いでリバイバルの光景を見て驚き、帰って信者を集め、その栄光の顕れたる状態を話し、信者も大いに喜び里港に於いても御行みわざの起こらんことを切に祈り求め、準備を整えて我等を迎えた。我等は里港駅に着ちゃくするや二百名ほどの日曜学校生徒と百名ほどの信者は各々手に旗を持って出迎えられ、一見旧知の如く親しく初めより交わった。我等のため某病院を宿舎に備えられた。天幕は町の空き地に立てられ、その夜より伝道会を開いた所が町の人々こぞって集まり来たり、立錐りっすいの余地もなかった。驚くべきことには此このリバイバルの響き山間さんかん僻地へきちにまでも喧伝けんでんせられ、二三里遠くは五六里の地より男女老幼の別わかちなく求め来たった。彼等はマクスウェル師等の福音を聞きて以後絶たえて集会に出いでざりしものであるという。


  集会は会一回とますます盛大となり、聖霊の御おん働きいよいよ著しくなり、昼間の信者聖別会もリバイバルの光景となった。夜間の伝道会にては求道者を募るに全会衆一人として去るものなく、一通り救いの綱領を話し、更に徹底的救いを求むる者を募ればまた一人も動くものなし。遂には第三回に及ぶも各熱心に道を求めてやまず、斯かくの如くして聖会は栄さかえを増し、閉会するに至ったが、翌日里港の地を去らんとする時、五六十の老翁ろうおう老婆ろうば或いは青年男女交々こもごも入り来たりて握手を求め彼等は異口同音いくどうおんに言う『お前達はここに止とどまれ、ここを去ってはいかない』と引き止める有様ありさま如何にも無邪気にして如何に帰らねばならぬ必要を語るとも頓着とんちゃくせず何でも乎かでもお前はここを去ってはいかぬと言うて止やまず、これらは一片の挨拶にあらず、また人情情実じょうじつによるにもあらず、言語風俗を異ことにし、何等なんら人間的に共通する所なきもただ主の愛により一つにせられたれば彼等は別るるに忍びず斯かくも引きとめたのである。この時我等は如何なる人種も如何なる国人こくじんも一度たび主の愛に満たさるる時は自然一つにせらるるものであることを深く教えられた。


  斯かくてその土地を去るときは迎えられた時に数倍して駅に見送られた。中には屏東まで見送らるる兄姉けいしも多くあった。駅にて別るる時は誰一人頭をあぐる者なく啜すすり泣きして別れを惜しんだことは他に於いて多く見ることの出来ぬ光景であった。


  二、萬丹


  萬丹ばんたんの牧師も屏東へいとう聖会に出いでられ、そのリバイバルの栄光を拝し非常に恵まれ、帰りて準備し、我等を迎えたのである。萬丹は屏東の東方数里を隔てた小町こまちであるが、ここには有名なる富豪李り仲儀ちゅうぎ氏の宅を宿所に当てられ、会場は同氏庭先の大広間を用い、昼は信者の聖別会を教会で開いた。ここに於いても屏東リバイバルのことを聞き、信者一同熱心に恵みを求めて狂きょうせんばかりであった。初めより主の御行みわざ著しく、李氏夫妻を初め教会員一同恵まれて夜の伝道会のため尽力せられた。この小さき町なるに係わらず、遠近より集まる者初夜より一千名に及んだ。特に呉ご克己こっき兄けいは聖霊に満たされ、自由に渾身の力を込めて通訳せられたので、聴衆はよくよくその奥義を悟り、聖霊に感じてますます緊張した。第二日には二千人第三日目には三千人以上を算したという。通訳付きのことなれば一回の説教殆ほとんど二時間に及ぶも聴衆少しも動かず、熱心に之を聴き、毎夜求道者を募ればこれまた里港りこうの如く誰一人として去るものなく全会衆みな救いを求む、あまり多数にて指導の方法なく一同に悔い改めよと勧めて一所いっしょに祈らしめて後、閉会せんとしたが更に去る者なく、是非なお一度たび導き呉くれと要求して止やまず、更に第三回目の指導をなして更に進んだ話をなした。十字架の死と甦りを語るとき一同十字架の愛に感泣かんきゅうし、最後に至り、一同感涙と共に悔い改め、救いを求めたるに聖霊の御おん働き著しくして全会衆救いの喜びに充みたされ、讃美して主の御血おんちを讃ほめたたえたる光景は実に天国の如く、集会終わりても喜びと感謝に満たされ、或いは歌い、或いは語り、徹肖てっしょうその所を去らぬ者も多くあった。李氏一族こぞって主を受け入れ、我等に対して最善の好意を表されたことは感謝に堪たえぬことである。


  その次に東港とうこうに至って同様の集会をなし等しく栄光を拝した。


  



  第十六章 台湾伝道（四）


  
    祈りをききたもうものよ諸人もろびとこぞりて汝にきたらん（詩六十五・二）
  


  一、嘉義


  南部の働き一先ず終わりて嘉義かぎに帰った。同地は日本キリスト教会の主催にて嘉義町中央公園に天幕を張り、七日間伝道をなした。昼は教会にて聖別会を開いた。信者一同長く準備祈祷会を開きて待ち望み居たるため、初めより自由にして臨在輝き聖霊の御おん働き著しく、会毎ごとに信者は恵まれ、中には様々なる病人の癒されたる者起こり、斯かかる純福音に接したることは初めてのこととて彼等は驚いて主を受け入れ喜びに満たされ、熱心に市街を練り歩きて広告をなした。夜の集会には初めより聴衆天幕に充みち、会毎ごとに道を求むる者増加し、リバイバルの光景を呈するに至った。


  その集会に二人の子供を連れ、毎夜来たる二十五六才の姉妹あり、何か深き仔細あって道を求むるが如く、一番後の方に居り、集会終わると去って、また次の夜も来ている。今夜は悔い改めるならんと思えばまた去る。かくして一週間の期間は過ぎて仕舞った。翌日我等の宿所に嘉義避かぎひ病院より是非面会したしとの電話があったが、その時我等は外出していた。帰りてその旨を聞いたが出立の時間も迫り居れば御お気の毒なれど面会出来ずと電話で断った時、突然話が切れて何だか話の結末要領を得ずして終わった。暫時ざんじにして一人の看護婦車夫しゃふを伴い来たり、一人の命を助くると思ってこの車で来てくださいと言う。急ぎてその病院に至れば毎夜天幕に来たった婦人が電話室に倒れ泣き伏し、二人の子供は母に抱きつき母を宥なだめていた。漸ようやく正気に帰り、事情を聞けば、この婦人は幼少にして親に離れ、他人の手に育てられ、自然に心も荒すさみ、実家を飛び出し女にも不似合いな生活をなし、多くの罪を犯し、看護婦として満鮮まんせんに渡り、一男子と結婚してこの二人の子を挙げたがその夫に死別し、自殺を計りしこと一再ならず、後のち人の夫と私通してこの地に渡ったが、またもその男は急病して死に、今はこの病院に入りて糊口ここうを凌ぎ居り、この度たびの天幕に行き説教を聞きて、罪の恐るべきことを示され、今夜こそ悔い改めようと思って行くが、あまりの罪悪で人の前に告白することも出来ず、遂に集会は終わり、昨夜も一睡もせず、せめてもの事と思い、今朝こんちょう電話をかけ、最後に行くこと能あたわずとの一言ごん、ああ最早もはや救わる時はない、これが永遠の亡びの宣告であると思った苦しみのあまり、逆上して突然電話室に倒れた。斯かかる罪人にても救わるべきかとの質問であった。


  私は救いの要領を話して悔い改めに導いた時に、死より生命いのちに移って救いの喜びに入った。大急ぎで車を馳はせ宿に帰り、駅に出いづればその婦人は全く別人の如く喜びに満たされて見送りに出いで、ただ感謝です、感謝ですと言っていた。その後台中たいちゅうにて奉仕中その婦人より小包こづつみが来た。中には浴衣ゆかた一枚入っていた。何か救いの記念に御お送りしたいが、貧しくして許さず、ただ心ばかりの献げ物なれども御お受けくださいとあった。彼女が救われたことの如何に幸いなるかを感謝し、主の愛の万分の一にもとの彼の意を受けて感謝した。


  二、台中


  この地にては日本キリスト教会の尽力によりて開かれた。昼は聖別会を同教会にて開き、夜は天幕伝道会、会員一同熱心に広告をなしたるため、初めより聴衆は天幕に充みち、驚くべき主の臨在顕れ、救わるる者日々に加わり、今日まで台中たいちゅうに曾かつてあらざりし聖会なりと人々驚いた。殊ことに昼の聖別会に於いて医者の見放した重じゅう患者多く癒されて主の聖名みなは高らかに崇められた。また私の宿所であった松本まつもと典獄てんごくの宅にて監獄の役人等を集めて特別集会をなし、また婦人会も開かれ、台中の主なる家庭の婦人達多く集まって救いを受け、また癒さるる者も起こり、監獄の役員達の中うちに恵まるる者多く同署内に一大霊的覚醒が起こった。


  内地人の集会終わりて後、台人たいじん教会の切なる要求あって三日間の集会を開いた。台中教会は台湾中最大の会堂であるが、全く立錐りっすいの余地なきまでに多くの人集まった。特に昼の信者聖別会にてはこれこそマカイ師の福音であると称し、彼等には特別なる意味ある集会であった。一同恩恵めぐみに満たされ、感涙に咽むせび、大いなる栄光を拝して閉会した。


  三、台北


  新築しんちく伝道を経て台北たいほくに帰った。台北は聖公せいこう日基にっき組合連合主催にて尽力せられ、早天祈祷会は日基、午前は組合、午後は聖公会にて開き、夜の伝道は公園に天幕を張って会場となした。さすがに台湾第一の都市にして各派の信者も多く、午前午後の聖別会にて驚くべき聖霊の御行みわざ起こった。大体台北各教会はこれまで渡台とたいせる先輩等にして講演せざる者なく、信者は皆相当聖書智識も養われ居れども、この度たびの集会は天的空気に充みち、感涙に咽むせび、今日までの微温なまぬるき信仰を悔い改め、如何なる罪も告白し赦しを求め、真に砕かれ、溶かされたる集会にして、聖霊の働きは実に深刻を極め、また病める者も多く癒され、最後に至っては台北病院を始めその他の所より重態患者のため来訪を求むるもの頻々ひんぴんとして尽きず、甚だ多忙な奉仕であった。夜間の伝道会はとても天幕に入り切れず、天幕の袖そでを開き放し、公園広場に人山を築きたるが如くなった。我等もこの地は台湾最後の奉仕とて一同全力を尽くし、集会の光景は全くリバイバル的にして救わるる者多く起こった。


  内地人伝道終わりて市の東西とうざいにある二カ所の台人たいじん長老教会より招かれ、更に五日間の集会を続け、矢張やはり昼は信者のため、夜は未信者の伝道会とした。これまたマカイ師自ら経営せられたる教会にして熱心なる者多く又霊的経験に進み、何となく霊気れいき堂に溢れ、臨在更に輝くと共にマカイ師の信仰今なお生きて語れるが如く感ぜられ、集会中誰一人ハンカチを手にせざる者なく、特に十字架の奥義について語れる時、主の贖いの愛に全会衆溶かされ、俄然がぜんリバイバルの光景を呈し、説教未いまだ終わらざる内にここかしこに泣く者、或いは罪を懺悔する者、或いは祈り出す者起こり、全会衆総崩れとなるに至った。夜間伝道会にても多くの台湾人集まり、第二集会には全会衆止とどまりて救いを求むるに至り、有名なる悪徒あくと、無頼漢など多く救われたという。


  集会終わってマカイ師宅に招かれ、未亡人と親しく語りかつ祈って茶菓ちゃかの饗応を受け、大いなる恩恵めぐみを受けた。なお淡水たんすいに於ける台人たいじんミッション女学院より切なる招きを受け、二回の集会を開いて驚くべき栄光を拝した。午後の集会に於いて主は我等のため生命いのちを棄て給えり、我等も兄弟のために生命いのちを棄つべしとの聖言みことばを以てキリストの愛を語れる時、説教の未いまだ終わらざる先に全生徒すでに恩恵めぐみを受け、泣き叫び、涕泣ていきゅうやや久しく、一同全く身も魂も神に献げ、亡ぶる魂のために献身せんことを誓った。この光景全く聖霊のみの御おん働きにして実に厳おごそかを極め、物凄き有様であった。宣教師教師等も共に恩恵めぐみの座に伏し、互いに献身を新たにせられた。


  集会終わって如何にして俄然がぜんかくの如き御行みわざの顕れたか一教師の語るを聞くに、台湾人医者の妹にして未いまだ年若き少女、霊みたまに満たされ、多年この学校のリバイバルのために祈り続けたる者ありしためだと言われた。


  



  第十七章 台湾伝道旅行の土産


  
    なんじらはわが証人あかしびとなり（イザヤ四十四・八）。
  


  エーチ宣教師


  台湾伝道旅行中に宣教師エーチ師に交わることを得て大いなる感化を受けた。師は英人えいじんにしてその家族はカナダに現住げんじゅうせらる。師はカナダにて大学を卒おえ、更に学者として世に立たんとてドイツに留学中、或る熱心なる信者の家庭に寄寓きぐうしている時に感化を受け、更に恵まれて後のち日本に宣教師として遣わさる。かく使命を受け、研学けんがくを中止してカナダに帰り、許嫁いいなづけの婦人があったが伝道者として召されたる以上は殉教するのであるから、寧むしろ結婚せざる方ほう相方そうほうの幸福なるべしと、遂に破約し、単身日本に渡られた。横浜に着ちゃくした時所持金八百円ほどあったが任地に着いた以上これも必要なしと思い某教会に悉ことごとく献げ、僅か月給十五円で逓信ていしん省に雇われて自活の道を開き、日本語を学んだ。その後北陸に伝道し、更に大和やまとに転戦し、全く献身的奉仕をなし居らるる内に台湾生蕃せいばん伝道の必要を示され、遂に渡台とたいして各地に転戦し、台湾語及び生蕃せいばん語を学び、今は交通最も不便な東海岸に移り生蕃せいばん伝道のため尽瘁じんすいし居らるる人である。


  師は台湾各地を回り、台湾人及び生蕃せいばん中に入いるには衣食住の途みちに鍛錬する必要を感じ、先ず洋食を廃止し、日本食をも求めず、その至る所にて与えらるるままに足れりとして生活の鍛錬をなし、遂に二週間位くらい絶食を続けても別に不自由を感ぜずという。時にはパンを食することあれども多くは土産みやげの果物くだものを以て常食としておられる。而しかして彼は入浴することなく毎朝未明みめいに起きて冷水を浴びるを以て之に代えておられる。また散髪屋に行くことなく髪は伸びるがままにし余り長くなる時は自分で切り取る。また一定の住家じゅうかを持たず、或いは人の客となり、或いは野に伏し少しの不自由なしという。而しかして二三里の道は汽車があっても徒歩する習慣である。身体は痩せ細くして壮健、一見神の人らしき威風いふう自おのずから備わっている。我等は初めて接した時からその人の普通人ふつうじんにあらざることを認め、敬虔の念自おのずから生じ、斯かかる神の器と共に奉仕の機会を与えられたることは神の深き聖旨みむねのあることと信じ、絶えず彼に教えを乞う態度を取った。


  先ず彼は準備祈祷会の司会者として立ち、如何に司導しどうせらるるかを見れば、極めて簡単にして例えば心の貧しき者は福さいわいなり天国はその人のものなればなりとの一句を引き、これを厳おごそかに読み上げ、終わりて、皆さんこの通りに貧しくなっておりますか、なっていれば天国はあなたのものですから感謝せよ、もしなっておらぬならば悔い改めて御お求めなさいと一言ごん語って後のち、数十分間黙して何事も語らない、暫時ざんじにして祈れよと言うが如き司導しどうの仕方である。その語る所ところ率直簡明なれども、彼の態度そのものが活ける説教となり一同大いに恵まれるに至る。


  台南たいなん聖会中は同師自ら主として我等を接待せられたが、彼自ら食品を買い求めて与えられた。食堂に至り見れば極めて少量のパンと鮭の缶詰一個あるのみ、彼は誠心まごころもて、さあ、これを食べよと懇ねんごろに進められたが常に牛飲ぎゅういん馬食ばしょくの我等には飢えを凌ぐに足らず、然されどエーチ師は全く食欲に聖別され居り、何等なんら申し訳もせで我等に進めらるると共に只ただ少量のパンを自分も取って食せらるるが、これ概おおむね我等の付き合いに食せらるるように身受けた。この態度を見て我等は未だ食欲の聖別に遠きことを深く感じた。


  そして師の生涯は斯かくの如き聖別せられた人であるが何ほどの荷物を持って旅行せらるるかを見んとて同労者の一人、同師の宿泊し居らるる室しつに行き見れば、只一個の小さきカバンがあったのみにして他に何ものも見なかった。彼の衣服は古ぼけた洋服を着けたるのみにして、他に着替え一枚をも持たず、その衣食住に超越せられ居る生活を見て大いに教えらるる所があった。


  目下もっか彼は台湾の東とう海岸の最も交通不便な所に至り、生蕃せいばん人伝道に努め居らる。彼の無害な聖徒の姿は生蕃人にも認められ、今や彼は如何なる生蕃人の間にも出入りし、又時には彼等と寝食を共にして居らるという、そもそも蕃人ばんじんは人の首を取ることを名誉とし、よほど馴れたる蕃人も共に寝食する間に発作的に人を切り殺すことあり。例え今まで親密にしていても何時いつ凶行を敢えてするか計り難がたい。然されど師はその生蕃人の家に休みて少しの不安なく、最も寛くつろぎて安眠すると語られている。師の信仰如何に徹底せるかを見て我等の信仰尚なお薄弱なるを示された。そしてエーチ師の名声総督府の人々にも知られ、同師巡回の時は如何なる高位高官も同師を宿とめることを光栄としている。而しかして師は如何なる所に宿やどるとも概おおむねその家の食事をなさず、又湯にも入らず、何の手数もかけず、その家の祝福を祈って去るという、これが万人の歓迎する所以ゆえんである。


  二、呉鳳


  嘉義かぎを去る東方三里の所に呉鳳ごほう神社がある。これは呉鳳という人を祭まつったのであるが、呉鳳氏は元支那政府台湾を領りょうした頃その役人として来たり、阿里あり山族さんぞく生蕃せいばん人との通訳を務めた人である。この蕃人ばんじんには一年に一回人の首を取って祭礼をする習慣があって必ず毎年まいねん誰かの首を取る例があった。呉鳳はその悪習慣を止やめさすため戦死者の首二十二あるを好機とし、彼等に諭さとして人の首を取るは宜よろしからず、この二十二の首を持ち行き、毎年まいねん一つづつ出して祭を済ませよと言った所が、殆ほとんど猛獣に等しき彼等蕃人ばんじんは常に愛せられ居た呉鳳の言ことばを悉ことごとく受け入れて之に従い生首なまくびを取ることを中止した。ところが二十二年の後のち如何どうしても首がなくては祭礼が出来ぬから是非とも首を取らしてくれと呉鳳に迫った。


  余りの強情により止むなく、呉鳳は之を許して言うよう。然さらば明日何時なんじ頃役所の前を赤い頭巾ずきんを被かむって通り来る者あればそれを待ち受けて殺せよと言い渡した。血に渇いた彼等は喜びて翌日示されたる時間に待ち構え居る所へ果たして赤頭巾ずきんの人通り懸かかりたればその首を撥はねた。そして頭巾を取り見れば何ぞ計はからん、恩人呉鳳その人であった。さすがの蕃人ばんじんもこれを見て大いに悔い爾来じらい阿里山族ありさんぞくは全く人の首を取ることを止めたという。我等は嘉義かぎ伝道を終わってこの神社を訪ねてその由来を聞き、一人の賢人の徳によりてすら左右を弁わきまえざる蕃人ばんじんをしてこの禍わざわいを絶たしむるに至ったことを思えば、ましてや我等神の子の殉教の血によって救われたる者として再び罪を犯すこと能あたわざるは当然なることを教えられた。


  三、リバイバルの祈祷


  屏東へいとうのリバイバルの起こった原因は呉牧師夫婦が十六年間祈り続けられた結果であったことを後あとにて知った。又台南たいなんの奉仕中驚くべき栄光を拝し特に日本キリスト教会に斯かくも多くの求道者起こりたるは、同教会員山崎夫婦四年八ヶ月間毎朝未明に教会に出いでて祈り続けられたということである。


  又淡水たんすい女学校のリバイバルの起こりたるは同校生徒の中うちに一人の恵まれたる者ありて長く同校内のリバイバルを求めて熱心に祈っていたという。


  それらによって考えれば、一人の聖徒祈り続けるときリバイバルの起こること間違いなしとの信仰を新たにせられた。


  



  第十八章 満鮮伝道旅行


  
    一人のマケドニヤ人びとたちて己おのれに請こい、マケドニヤに渡りて我等を助けよと曰いうを幻に見たり（使徒十六・九）。


    


    弟子たち遍あまねく福音を宣べ伝う、主もかれらに力を協あわせその従う所の奇跡しるしによりて道を堅かとうしたまえり。アーメン（マルコ十六・二十）。
  


  大正十年台湾伝道中植民地に於ける内地人の霊状れいじょう及び生活状態の惨状はとても内地に住む者の想像し能あたわざる真相を実見じっけんしたるため、植民地伝道の急務なることを示され、比較的行き亘わたり居る内地の要求に応ずることを暫しばらく止やめ、マケドニヤの叫びをなしつつある満鮮まんせんの魂の重荷を感じ、その道の開けんことを祈り求め居る内うち、大正十一年四月或る月曜会に於いてこれらの魂のために祈りたるにいよいよ満鮮まんせん伝道に行くべしとの聖旨みむねを確かめ、翌五月上旬満鮮まんせんの途とに登った。然されど満鮮まんせんの地にはあまり信者の知れる者もなく、又教会の連絡もなく、何処どこに行き誰に頼るという計画なく、先ず大連たいれんに着ちゃくし、私の親戚の家を訪ねたるに、幸いこの家は主を信じ大連たいれんメソジスト教会に属し居りしため、同教会に話したるに是非三日間集会を有もち呉くれとの要求ありたれば、先ずここより働きを始めた。私は始めに満州伝道に来たった所以ゆえんと主の御おん導きを語りたるに、会衆一同主は斯かかる交通不便な僻遠へきえんの地にある民を覚え給うて今回使者を遣わされしことを感謝すと一同喜びに溢れ、先ず主を崇あがめた。集会は昼は信者、夜は伝道を兼ねたる集会にして昼夜とも聴衆は堂に満ち、特に御ご聖霊の御おん働き著しく、その光景初めよりリバイバルとなった。予定の三日終わりたるも聴衆の要求切せつにして閉会を許さず二日の日延ひのべをなした。その聴衆の内に満鉄まんてつ病院看護婦長にして眼病がんびょうを病み全く医術上より見込みの絶えたる姉妹ありて唯ただ一同の祈りによりて全く癒され、医員いいん等これを見て驚きこれは全く超自然の神の力なりと言い伝えた。その証は忽たちまち同病院のみならず他の病院に響き、市内に伝わりしため、いよいよ神癒を求むる者多くなり、集会を閉づること能あたわず、次に満鉄まんてつ病院に至りて集会を開き、又或る医員いいんの宅に於いて特別神癒会を開き、更に慈恵じけい病院等とうより要求あり、いよいよ多忙を極め、神癒のリバイバルとなった。病院に行けば患者こぞって癒しを求め、教会に出いづれば病人すでに集合し、宿に帰れば又多くの病人詰めかけ、停車場じょうに至れば多くの病人待ち受け居るなど神癒の恩寵は全市に伝わり、主の御名は高らかに崇あがめられた。その癒されたる者の内には重症最も多くすでに不治と定められたる者も多くあった。


  大連たいれんの奉仕何時いつまで続きても際限なく、一先ず打ち切りて旅順りょじゅんに向かった。工科大学教授水谷みずたに兄は早くより主を信じ居る人にして最も忠信の令聞きこえある兄弟である。私は先ずこの家に宿泊することとなり、同兄どうけい専もっぱら集会の諸準備に尽力せられた。集会は日本キリスト教会にて開くこととなり、すでに大連たいれんの響き伝わり居り、初めより多くの人々集まり、又癒さるる者も多く起こり、五日間の集会を通して大いなる栄光顕れ、主の御血おんちと御名は高らかに崇あがめられた。


  旅順りょじゅんの集会中大連たいれんよりしばしば使いを送られ、今一回大連たいれんに引き返してこの多くの飢え渇きたる魂の叫びに応え、又多くの病者の癒しのため来たり呉くれと迫られ、すでに他の予定ありたれども大連たいれんの要求あまりにも切実にして拒み難がたく再び大連たいれんに帰り、各派連合集会として青年会館に於いて集会を開くこととなった。特にこの集会は神癒を主として神癒の奥義と証を求められ、又多くの病人集まり又満鉄まんてつ病院医員いいん方かたも多く出席せられ、キリスト教の神癒は他の宗教、その他の精神治療などとその類るいを異ことにし何等なんらの人為じんいを加えず、ただ神の超自然の力による、この大真理は多くの人々の中うちに打ち込まれ、多くの人々は神癒を信ずるに至った。


  その集会中慈恵じけい病院の肺結核患者にして最早もはや人為じんいの術すべなく瀕死の病人のため神癒を求められた。話をなすことすら困難であるが、信仰により十字架の贖いと神癒の真理を話したるに、漸ようやくその兄弟は望みを起こし、斯かかる状態にても癒さるるでしょうかと質問せられた。神は不義なる者を義とし、死にし者を甦らせ、無より有を生ぜしめ給う御方おんかたにして、そもそも人を造りたる神なれば神に於いては能あたわざることなし。罪を悔い、態度を改めて、罪と病を負うて身代わりをなし給いし救い主キリストを今信ずるならば罪の赦しも病の癒しも立ち所に経験することが出来ると申したところが、最早もはやこれを信ずるに息たえたえにして今にも危険と思わるほどの状態なりしも、これを聴きて忽たちまち満面に喜びの望みを表し、かすかな声にて我を救いたまえと祈った。その時子よ安かれ、汝の罪赦されたり、汝の信仰の如く汝になるべしと主の御言みことばは彼の魂に響き、立ち所に彼は赦しの確信を得、癒されたりと信ずる信仰を与えられた。この時彼の状態は俄然がぜん一変して救いの喜びと病の癒しの確信に満ちて神に感謝するに至った。周囲の人々及び親戚の者看護婦等らこれを見て十字架の救いの力に驚き、御名と血潮は崇あがめられた。


  尚なおその他たにも多くの奇跡あらわれたれども限りなければ省略することにして、大連たいれん伝道二週間にして一先ず終わり、予定以上の時日じじつを費やしたため途中を省きて奉天ほうてんに向かった。奉天ほうてん駅にて多くの兄姉けいしに迎えられ、多田國ただくに三郎さぶろう兄けい方かたに宿泊し、昼は信者の集会となして同兄どうけい宅にて開いた。恵まるる者癒さるる者多く起こった。遠くは大連たいれん撫順ぶじゅんハルッピンなどより飢え渇きて来たる者もあった。これまた驚くべき主の御行みわざ起こりたるため、同教会の人々は今日まで未いまだ味わったことなき純福音の恩寵めぐみを受け、教会の模様一変したという。


  その集会中大連たいれんより今一度病者のため電報電話或いは使者つかいを送って切に要求せられ、断るに由よしなく、奉天ほうてんの方を一時中止して大連たいれんに赴おもむきたるに、早はや駅に病人待ち受け居り、親戚に立ち寄れば病人集まり、それからそれへと絶え間なく、とても悉ことごとく応じ居らば際限なく、奉天ほうてんの集会が中止しあれば再び奉天ほうてんに帰った。奉天ほうてんの集会終わり、更に長春ちょうしゅん方面より多くの要求ありたれど、帰途朝鮮伝道を予定し居れば所定の日数六十日間に帰郷の見込みなければ一切の要求を断って平壌へいじょうに向かった。


  平壌へいじょう駅に着ちゃくし、盛岡もりおか弁護士その他多くの信者に迎えられて宿所に着いた。集会は組合教会堂にて開いたが飢え渇きたる各派の信者多く集まり、奇くすしき栄光を拝した。集会中盛岡もりおか弁護士宅に突然重症病人起こり、医師も殆ほとんど治療の見込みなしと診断した者が只ただ一回の神癒祈祷によって立ち所に癒されたるため、同地に於いても奇跡ふしぎと休徴しるしによって道を堅かとうせられ、主の名は崇められ、主の血は讃美せられた。有名なる某校長夫人にして極力キリスト教に反対し居られし人救われて著しく変化したこと人々に知られしため、更に神の名みな崇あがめられた。同地集会中に重ねて大連たいれんより釜山ふさん経由を変更して大連たいれんに立ち寄り呉くれと要求し来たりしも、止やむを得ず之を断って予定の帰路に向かった。


  平壌へいじょう伝道終わって京城けいじょうに帰った。駅にて松本まつもと弁護士初め多くの信者に迎えられ、松本まつもと兄けい宅を宿所と定め、集会は組合教会にて開き、多くの信者集まり、会一回と主の御行みわざあらわれ、今日まで斯かくの如き福音に接したることなしと驚きて主を崇め、十字架の救いの如何に深遠なるかを悟り、今日までの智的にして世俗的信仰を擲なげうって全く主のみを信ずる大胆なる信仰に立つと告白せられたる者多くあった。神癒に於いては多くの病人癒され、中にも立山たてやまに於いてすでに瀕死の重症患者立ち所に癒され、その他にも幾多いくたの奇跡行われ、会衆は喜びと感謝に溢れ、最後の集会に於いては天国の如き臨在輝き亘わたって神を崇めた。


  京城けいじょう伝道を終わり、多くの兄姉に送られて出発、帰途亀浦きほ大沙里だいしゃり小島こじま恭造きょうぞう兄けい方かたに立ち寄った。同地は一種の川中島かわなかじまにして日本人の家族十一戸ありて、その大部分は信者にして主として小島こじま兄けい指導の任に当たり極めて単純なる信仰を有もち、一致和合せること一家族の様ようである。ここに於いても三日間の集会を開いた。釜山ふさんより来らるる者もあり、少数なりしも極めて美しき満たされたる集会であった。同地を出発して釜山ふさんに帰り、各派連合婦人会の求めにより一回の御用をなした。只ただ一回であったが喜びに満たされ望みに輝き、尚なお集会を継続するよう切望せられたが最早もはや予定の日取りこれを許さず、後事こうじを約して帰途に登った。


  その後間もなく再び京城けいじょうより招待を受け、又神癒を求むる個人の要求ありて断るに由よしなく、多くの大切な内地の働きを犠牲にして同地に行った。集会をキリスト教青年会館及び京城けいじょう電車車掌養成所にて開き、又多くの病者の家庭に臨み、前回に勝る大いなる栄光を拝した。更に帰途亀浦きほ大沙里だいしゃり小島こじま恭造きょうぞう兄けい方かたに立ち寄って集会して栄光を拝し、釜山ふさんよりも切なる要求ありしも内地の聖会の予定あれば応ぜられず、一先ず帰京の途とに登った。


  



  第十九章 神と人とより独立せしめらる


  
    凡すべてキリストイエスに在ありて神を敬いつつ世を渡らんと志す者は窘せめを受くべし（二テモテ三・十二）。
  


  大正五年十月十日聖霊のバプテスマを受けたる結果自然所属日本伝道隊員と相容あいいれざる傾向を生ぜしめるサタンの働き起こり、遂に大正九年五月日本伝道隊年会に至り、信仰上の講和を保ち難がたくなり、その年会中夜間やかん山に登り、祈って主の旨むねを求めたる時、忽たちまち天より声あって『今よりわれは主なり……われ行おこなわば誰かとどむること得んや』（イザヤ四十三・十三）との御声を聞き、伝道隊を離れ、独立して主に仕うること神の聖旨みむねなることを明らかに示された。


  又同九年八月有馬ありま修養会に於いても幹部の人々との間に相容あいいれざる点多く、その時まで各修養会にて共に奉仕し来たった先輩達とも一致を見出すこと能あたわず、この修養会に於いて神癒会を開かんとすれども幹部これを許さず、遂に他所にて別荘を借かって神癒会を開きたるに多くの人々神癒を求め来たり、その中うちには備前びぜん香登かとの武田たけだおしげ姉し子宮癌にて最早もはや医術を施すに由よしなく、人為じんいの尽き果てたる状態であったが瞬間の間まに癒されたるを初めとして多くの人々この時癒され、神の奇くすしき御栄みさかえを拝した。


  これがためいよいよ迫害起こり、自然独立するの止やむなきに至った。この時も山に入りて主の旨むねを切に求めたるに忽たちまち神の栄光は僕を取り巻き、神の臨在いよいよ輝きて、只ただ聖名みなを畏れ、血潮を崇めて塵灰ちりはいに伏した時、厳おごそかな声あって『我は全能の神なり汝我が前に行あゆみて完全まったかれよ』（創世記十七・一）との御言みことばと共に天の使いは義ただしき者の周りに営えいをつらねてこれを助くとの御言みことばの如く周りに数知れぬ天の使いは立樹たちきの間より顔を出いだし、僕の周囲をとり巻き居るを見た。この時戦慄して血潮を崇め、主よ我に何を為さしめ給うやと叫んだ。


  今日まで我は全能の神なりとの御言みことばを読むとき何か律法おきての如き観念に捕らえられ厳きびしき神の声なるが如く感じたるも、その時この言ことばの真意を示されたるに、これぞ真の愛の御声にして例え汝は如何ほど弱く、如何ほど愚かなるとも我が前に歩むなれば我汝を完まっとうし、且かつこの天の使いは斯かくの如く常に汝を守るのであると示され、今更いまさらの如く驚き畏かしこみ、いよいよ将来の使命に向かい如何なる故障こしょう迫害があっても何ものも恐るるに足らない、只ただ勝利の秘密は神の前に歩むにありと示され、この時いよいよ使命のため立ち上がる確信を強められた、


  大正十一年八月有馬ありま修養会に於いてインウード師第二回の来朝講演があった。この集会に出いで居る時いよいよ日本にリバイバルの起こらなければならぬことを深く感じたるが故にこれがために祈祷を献げ、先ず日本の先輩方がたより恵みたまえと祈った。その祈祷は先輩を判さばきたるものなりと誤解せられ、二人の兄弟を使いとして遣わし下山げざんを要求せられた。私は静かに考えて聖書の記事は善いことも悪いことも悉ことごとく実現するものであることを思い、この時も主の旨むねを求めんがため山に入って主の旨むねを待ち望んだ。その時『事を行うエホバ事をなしてこれを成就とぐるエホバその名をエホバと名のる者かく言う、汝われに呼び求めよ、われ汝に応こたえん』（エレミヤ三十三・二、三）との御言みことばが与えられた。


  この有馬ありまの山中にて第一には万物の主として、万物を聖旨みむねのままに統すべ治め給う神を示され、第二回目には全能者として我汝を完まっとうせんと、全能の神として顕れ、第三回目には事をなしてこれを成就とぐる神として顕れ給うた。これらの御言みことばに信頼する時は最早もはや何事も顧みる余地なく、いよいよ主より授けられたる使命のためには悪を防ぎて血を流すとも死に至るまで忠信でなければならぬことを深く印象せられ、且かつ又また日本各地修養会に於いて感じたることは信者の凡すべてが年々同じ祈祷を繰り返し、昨年の聖潔きよめは駄目であったが本年こそ永久変わりなき聖潔きよめの恩恵めぐみに入いらしめ給えとは毎年各修養会を通じての叫びであることを確かめた。


  指導者たる任に当たれる者はこれらの叫びを只ただ信者の不信仰にのみ帰し置くべき筈はずでない、彼等をして幾度いくたび修養会に出いでても同じ叫びを継続せしむるはこれ全く指導者の責任であることを深く感じた。


  ここに於いて一段優まされる真に聖霊の御お働きによりて死と甦りの恩恵めぐみを徹底せしむる所の一大聖会の必要を痛感した折柄おりがらなれば、いよいよ神の導き給うままに従いて歩み、奉仕する内に、神は落合おちあい聖会を起こし給うに至った。


  



  第二十章 基督伝道隊設立の由来（上）


  
    エホバ、ギデオンに言い給いけるは我水を舐なめたる三百人の者をもて汝等を救い、ミデアン人を汝の手に渡さん、他の民はおのおの其その所に帰るべし（士師記七・七）。
  


  大正四年四月将来の奉仕に係わる黙示を受け、第一の使命は前にも述べたる如く神の人を養成することであった。


  第一　場所の選定


  思想宣伝の原則として場所の選定は最も重要問題であると考え、日清、日露、欧州戦乱の結果日本の領地は西南に拡大しつつあれば将来日本の中心は大阪ではあるまいかとも考えて見たが、矢張やはり現今の大勢では東京が凡すべての中心地であるから、少なくも日本領土全般に係わる福音宣伝の本部は東京を以て最も適当とするが故に東京にその道の開かれんことを祈りつついた。


  ちょうどその頃信州しんしゅう飯田いいだにても或る人々の勧めにより預言者学校を設立するについては相当そうとう尽力じんりょくを惜しまずとの希望があった。そもそも信州しんしゅう下伊那しもいな郡ぐんは地形上一区域をなし、凡すべての天恵てんけいに富み、天龍川てんりゅうがわの上流にして風光ふうこうもまた自然に備わり、あたかもカナンの地に酷似するを以て神の人を養成するには最も適当ならんと認められたるが故に東京と比較して種々しゅじゅなる方面より考慮した。然しかるにキリスト教は他の宗教と異なり、徒いたずらに世の複雑を避け、之を離れんとする隠遁主義のものにあらずして、現在の社会にありて凡すべての患難と誘惑に打ち勝ち、世人せじんのとても勝ち得ざる所を神の恩寵によりて勝ち得て余りある生命せいめいの生涯を送り、神の栄光を顕すことはキリスト教の本領たるを覚え、遂に福音宣伝、神の器養成の地は東京を以て適当と認め、また神の聖旨みむねと信じ、東京にこれらの必要なる土地家屋の備えられんことを切に祈り求めつつあった。折柄おりがら大正九年箱根修養会に於いて渡部わたべ正雄まさお兄姉けいしと知り合いたるはこれぞ神の御おん導きであった。


  渡部わたべ兄けいは多年脊髄病に罹かかり、日本有名なる大家の治療を受け、あらゆる人為じんいを尽くされたるも到底全治の望みなく肉体の癒しについては失望の結果、魂の救いを得んと願い、箱根修養会に集われたのであった。又その姉妹は腹膜ふくまく、肺患はいかん、脚気かっけなどの諸病しょびょうを病み、多年夫と共に帝国大学病院を始め、名家めいかの治療を受け、あらゆる人為じんいを尽くしたるもこれまた到底治療の見込みなく、夫と共に担架に乗せられて箱根修養会に集われたのであった。その時聖書にある神癒の真理を始めて聞き、例たとえ不治の病といえども十字架の贖いを信ずる者は死と甦りの奥義的救いにより、今一度全く新たにせらるるとの望みの曙光しょこうを得、同夫妻のため神癒の祈祷をなした。その時直ちに神癒の体験を得なかったがいよいよ信仰を強められ、必ず癒さるるとの希望を以て集会を去られた。然しかるにそれが縁となり同兄どうけい所有の現今の場所を借り受くることとなり、遂に大阪より東京に移り、その所に於いて集会を開くに至った。


  或る時その姉妹病苦に堪たえず、車に乗って神癒を求めて来られた。その時ただ一回の祈祷によって多年の難症なんしょう悉ことごとく癒され、全く新たにせられ、また或る時夫渡部わたべ兄けいもこれらの奇くすしき神の栄光を拝した結果ますます神癒を信ずるに至り、或る時脊髄の他に大患たいかんに罹かかられ、最早もはや危険の状態に陥った時、私は招かれて行き神癒の祈祷を捧げたとき俄然がぜん神の御行みわざ起こり、三十分後に凡すべての大患たいかん癒されて新たにせられた。これらの驚くべき恵みを受けたる彼等夫妻は最早もはや一切を献げて神に仕えるの外ほか途みちなきことを悟り、遂に現在の落合おちあいの宅を全部神に献げて基督伝道隊の本部をここに置くことと確定したのは全く神の摂理と言うの外ほかはない。


  第二　各地教会の観察


  第二の準備としては日本に於けるキリスト教の沿革及び従来採とり来たった働きの方法と現今の大勢を知る必要を認め、これがため巡回伝道の必要を感じていた折柄おりがら、大正八年より巡回奉仕の道開け、各修養会の招きを受け、また各地教派団体の要求を受け、爾来じらい日本全国を巡回し、各先輩方がたと共に働き、日本に於けるキリスト教の大体を知るに至ったことはこれまた神の貴き御おん摂理であった。何故なにゆえに日本のキリスト教が聖書的標準に達せざるかというにそもそも欧米文明が輸入せられ、知識欲にかられている日本人の欲求に投ぜんがためキリスト教も知的に伝えられ、たまたまこれを信ずるというも福音の奥義を信じて魂の救いを得るにあらずして知識欲を充みたし、或いは語学を学ぶ方便として之を利用したるもの多く、その弊害は依然今日に及び、信者といえども救いの実験を有もたず、聖潔きよめの体験を得ず、ただ教理的教えを受け、キリスト教的形式儀式に捕らえられ、知識的にキリスト教を知るのみにして霊的カナンの恵みを知るもの少なきは日本キリスト教の進歩せざる原因なることを認め、いよいよ純福音宣伝の急務を痛感し、基督伝道隊の設立を急いだ。


  第三　名称


  そもそも人間の創立したる教派団体の弊害についてはこれを知悉ちしつし、例たとえ如何なる名義めいぎ方法といえども地より出いでたるものの有害無益にして無用の長物ちょうぶつたるを免れず、故にこれらの轍てつを踏む必要なきは論を待たず、然されど神の立て給いし群れとして神より授けられたる名称の必要あり、これがため祈り求めたるにギデオンの三百の精兵卒せいへいそつの如く人の選びにあらず、自分の好みによらず、直接キリストより使命を授けられたるものにして、ただキリストを中心に崇め、このキリストの声にのみ聞き従い、ここに何等なんら人為的組織制度を設けず、ただキリストを主として各々これに従う結果自然に一つの群れとなり、隊となりたるを以てここに基督伝道隊と命名したのである。


  



  第二十一章 基督伝道隊設立の由来（下）


  
    なんじ真理のために挙げしめんとて汝をおそるる者に一つの旗をあたえたまえり（詩篇六十・四）。
  


  第四　基督伝道隊の働き


  基督伝道隊の働きを三種に分かつ、即ち伝道、働き人の養成及び病の癒しである。これまた適当なる名称を要するを以て


  一、基督伝道館


  各地に伝道をなすには伝道の場所を要す、これを基督伝道館と称となうることにした。従来キリスト教の生命せいめいを失った原因は只ただ教理に走り、知的に流れ、形式儀式を重んじ、只ただ思想のみの宣伝に過ぎざるため、今日の悲境ひきょうに陥ったのである。ここに於いて本隊の使命は斯かかるキリスト教の精神を失いたる所謂いわゆる教えにあらずしてキリスト教の生命せいめいたる活けるキリストを体験し、身を以て活けるキリストを伝うるを以て使命とするが故に基督伝道館と命名した。


  二、活水学院


  昔より今日に至るまで神の求め給うものは聖書に録しるされたる如くその腹より活ける水川々の如く流れ出いづる器である。世の人の求むる所もまた斯かかる器である。然しかるに斯かかる器を養成する学校なきは神の憂いにして人の不幸である。今日まで人間によって設立せられたるキリスト教を教うる学校はあるが真にキリストの死と甦りに導き聖霊のバプテスマを受けたる証人あかしびとの起こらざるは最も遺憾とする所である。ここに本活水かっすい学院は祈祷を以て神に近づき、神より直接の御行みわざを受け、自ら全く空しくなり、ただ骸むくろとして肢体を献げ、活ける水の源なる御自身をして自由自在に活ける水を注ぎ出さしめ奉たてまつる器を養成するを以て之を活水かっすい学院と命名した（黙示録二十二・六）。


  三、神癒館


  そもそも神癒は純福音に当然伴う所の神の御行みわざにして、また福音宣伝に要する唯一の方法である。キリスト御在世中この奇跡を行い給いて型を残し、初代教会に於いても弟子達はこの奇跡と不思議によって多くの人々は神を知り、福音を信ずるに至った。純福音を標榜し、癒し主なる活けるキリストを宣伝する本隊として、これら病人を集め、神癒を施す場所なかるべからず。之を神癒館と命名した。


  五、隊旗の授与


  ここに諸般の準備なり。大正十二年一月、基督伝道隊の創立を見るに至った。然るに神の軍隊として立つに神より授けられたる軍旗なかるべからず。私は或る時山中にてその旗印を求めて祈りつついた時、エホバニシ（出エジプト十七・十五）エホバ御自身が我が旗印なることを示され畏れおののきて主を崇め居る時に異象まぼろしの如く又実際の如く天空より一つの長き旗の舞い下るを見た。慎み畏れつつ眺め之を凝視し居た所が次第次第にその旗舞い下りて之を見つめ居たる自分の上に落ち来たった。之を手に受けた時その旗の流れに多くの人々従えるを見た。その時天より声ありて『なんじ真理まことのために挙げしめんとて汝をおそるるものに一つの旗を与え給えり』（詩六十・四）との御言みことばを受け、その時詩篇二十の五をも与えられた。この旗をおし立てて進む光景を異象まぼろしの中うちに見たが何人なんびともこの旗に靡なびかぬ者なき有様であった。その時これぞ基督伝道隊の隊旗にして天より授けられたることを確信した。その時讃美歌二百七十七番を思わず歌うて主を讃美した。


  六、基督伝道隊本部建物及び法規上の手続き


  第一会堂（落合伝道館）及び男子ホーム（ノア館）の建築、つづいて女子ホーム（サムエル館）の建築、活水学院講堂（シオン館）の増築、牧師館（ヘルモン館）の増築、仮神癒館（ヘブシバ館）の設備など差し向き必要なる建物の設備を終わった。


  右の建物に要したる金額及び基督伝道隊創立手続き、之に必要なる政府の所定基本財産十数万円の金額、これらは皆人為じんいによらず、恩恵めぐみに感じたる聖徒の隠れたる献金によって悉ことごとく必要充みたされたるは聖書の裏書きにして又奇跡と言うほかはない。


  七、献身者の収容


  この修養生選択の方法は神の召しを受けたる確かな証ある者を選びたるものにして、この世の智者学者或いは財産名誉地位ある者に限らず、如何なる賎いやしき者、軽視かろしめらるるものといえども神の召しを蒙こうむれる者を以て入学資格の第一要件とした。


  先ず第一期生として何ほど収容すべきかにつき祈りたるに三十名を以て第一期生とすべきことを示された。未だ創立早々の伝道隊として三十名を収容するは余り多きに過すぐるとの注意もあったが、一度ひとたび働きを始めた所が、各地より多くの要求あって僅か一年を経ずして第二期生を収容するの必要を生じた。その時もまた何ほど収容すべきか、神の示しを求めたるに六十名収容すべきことを示された。これまた二年を出いでずして第三期生を収容するに至った。


  八、伝道館の設立


  大正十一年十二月三十一日落合おちあい伝道館の献堂式を挙げ、ここに集会を開くや、神の栄光顕れ、救わるる者、癒さるる者日々に起こり、その光景実に日本未曾有みぞうのリバイバルの光景なりと言い伝えられた。各地方よりこの集会に出いづる者悉ことごとく恵まれ、聖霊に満たされて帰り、各地の病院又は名医の治療を受けて尚なお治療の見込みなき病者は日々に集まり来たりて癒され、一度ひとたび国に帰りその地方に於いて集会を開けば直ちに多くの救わるる者、癒さるる者起こり、人為じんいによらず、神の栄光の伴う結果として伝道館の設立を要求せられ、遂に大正十二年四月大阪粉浜こはま伝道館を設立し、同年七月東京市外大井おおい伝道館の設立を見るに至り、更に大正十三年二月飯田いいだ伝道館設立せられ、同年五月大阪北伝道館の設立を見、同年七月京都伝道館設立せられ、いよいよ各地ともリバイバルの光景を呈し、ますます要求多く同年八月信州北大井きたおおい、同年十月龍岡たつおか伝道館、同年十二月大阪泉尾いずお伝道館、伊勢原いせはら伝道館、境さかい伝道館等の設立となり、越えて大正十四年二月千代ちよ伝道館、同年四月松代まつしろ伝道館、五月には島原しまばら伝道館、同年六月尼崎あまがさき伝道館、同年九月鳥取伝道館、同年十一月姫路伝道館相次いで起こり、各地より数多あまたの要求あれど応じ能わざるに至った。


  



  第二十二章 落合聖会


  
    是これすなわち汝らが代々よよ絶えず集会の幕屋の門口かどぐちにてエホバの前に献ぐべき燔祭なり、我その所にて汝等に会い汝と語ものいうべし（出エジプト二十九・四十二）。
  


  落合おちあい聖会の前身ともいうべきものは私が神戸に居た頃、聖霊のバプテスマを受くるためとリバイバルのために是非特別なる祈り会の必要を感じていた。その頃日本伝道隊にて教役者一同月曜日を以て休日に定められていた。大正四年四月その日を利用して一種特別の集会を開き、これを月曜会と称となえたのであった。この祈り会は普通の祈り会と趣おもむきを異ことにし、待ち望んで神に近づき、神の臨在に触れ、神の声を聞くことを主としたものであった。その待ち望み中に種々なる罪を示され、率直に光に従いて罪を悔い改め、又は告白し、全く霊界に進入し、種々なる霊の戦いを経て遂に神の臨在に近づくを以て目的とした。


  故に或る時は黙想し、又は黙祷し、或いは発声して祈り、霊の導きに従いて前進するのである。故に時としては数時間或いは数十時間に亘わたることもあった。その間に敬虔の態度を改め、不信仰を悔い改め、罪愆とがを棄て或いは悪霊の乗ぜんとするを防ぎ、斯かくして霊的の経験を積み、霊戦れいせんの秘密を示され、或いは身体しんたいの鍛錬を受ける、この戦いを続けるときは実際的に霊的知識を増し、霊眼れいがん開けて肉の働き、或いは感情、知識又は悪霊の働き、或いは聖霊の働きについて悉ことごとくこれを識別し得るに至るものである。


  この戦いに堪たえずして黙想中歌い出す者あり、或いは聖言みことばを受けたりとて語り出す者あり、或いは曖昧なる方言の如きことを語り出す者あり、或いは預言をなす者あり、或いは身体疲れて睡眠に陥る者あり、或いは便所に行くとて立つものあり、或いは罪の同情を求めて泣き出す者あり、或いは外ほかより不意の出来事起こりて妨げらるるあり、斯かかるときの心理状態又は霊状は甚はなはだ曖昧なるものにしてこれ皆肉性の働き悪霊の唆そそのかしにして霊みたまの導きにあらず、待ち望みて光に従い神の臨在に近づき全く赤裸々せきららとなることを避けんため斯かかる行動に出いでてその場を逃れんとするものである。もっともこれらはその真相を知らずして無意識の内になす場合が多い。斯かくの如き肉性或いは悪霊の働きの巧妙なることは到底聖霊によらずして看破かんぱすることの出来るものではない、然されどここに聖霊に満たされたる体験者ありて指導する時は如何なるものも自らの真相を知り、種々なる霊れいの働きを弁わきまえ、遂には神の臨在に近づき、驚くべき霊肉の変化を見るに至るものである。斯かくして神に近づくときはいよいよ霊眼れいがん開かれ、神の輝く御み姿を拝し、御み声を聞くに至り、遂に神の断腸の御み思いを示され、亡び行く魂の惨状を見、その叫び声を聞くに至る。ここに至って始めて世界リバイバルの叫びは避くべからざるに至るのである。即ちこれが月曜会の目的であった。爾来じらいこの月曜会に加わる者段々多くなり、遂には大正五年十月私が火を受けて後いよいよ盛んになった。


  然しかるに大正八年巡回の使命を受け、各地修養会又は各地集会に於いてこの火の流れは遂に大リバイバルの光景を拝するに至った。そして一度ひとたび立ち上がるや寝食をなす暇いとまさえもなく各地に転戦したるため、暫しばらくこの月曜会も中止となっていた。


  その後大正十一年二月再びこのリバイバルのため祈り会の必要を感じ、東京の自宅にてこの月曜会を再興し、少数を以て始めた所が忽たちまちこれを聞きて集まるもの多く、第二回を開くときいよいよ聖霊の働き著しく遂に集会を閉じ難く、その集会を続くること一日四回づつ二十七日間に亘わたった。ここに於いて各地より来たれる多くの人々は聖霊に満たされて散り、この叫び各地に響き亘わたり、第三回目には数百名のもの集い、この時もまた聖霊の働き著しくして会を閉づること能わず、遂に十四日間に亘わたり、多くの人々潔められ、聖霊の賜たまものを受けた。


  第四回目より落合おちあい聖会と名づけて日本の一大聖会となった。爾来じらい二ヶ月又は三ヶ月目に聖会を開き来たったが、会を重ねる毎ごとにいよいよ主の栄光顕るるに至った。この集会の特色とも言うべきは日本全国各地より集まり又各教派団体の中うちより恩恵めぐみを慕い来たる点である。斯かくの如く来たるほどのものは聖霊に満たされると共に全国各地より不治の病のもの集まり、これらは皆奇跡的に癒されて聖霊に満たさるるを常とす。この聖会にて恵まれ、地方に帰り、善き証あかしを立て、一つの群れをなす者も少なからず。遂には大正十五年一月の聖会を以て会を重ねること十五回に至った。この集会のため各地より入り込むもの多くありて、彼の人家じんか稀有きゆうの落合おちあいの里も段々町をなし、又信者として来往らいおうする者多く起こり、或いは病の癒されんため来たりて止とどまるもの多くあり、この集会のため神の御恩寵ごおんちょう、その土地の人々に迄及ぶに至った。願わくばこの御行みわざ全人類に及ばんことを。凡ての栄光を主に帰し、祈って止やまざる次第である。


  



  第二十三章 我が生涯の最高試練（一）


  
    汝等の信仰を試みらるるは壊くつる金の火に試みらるるよりも貴くして汝等イエスキリストの顕れ給わん時に称讃ほまれと高貴とうときと栄光さかえを得るに至らん（一ペテロ一・七）。
  


  私のこの度たびの病気は最大の苦痛であり、最高の試みであったと思う。それと同時に又最大の恩寵であり、最高の教育であった。始めから終わりまで凡すべてが不思議であり奇跡であって、一つとして恩寵ならざるものなく又教訓ならざるはなし。要するに神の召しを受け神を愛する者の為ために悉ことごとく益を為なすを我等は知れり、この聖言みことばの通りである。


  私の病気の由来を顧みれば大正十四年春頃より肉食を好まぬようになり、殆ほとんど野菜のみを食し居たが別にそれが病のためとも感ぜずして過ごし、その年の十一月島原しまばらに於いて初めて黄疸おうだんの兆候顕れ、それが落合おちあい新年聖会の頃、ますます増進し眼も皮膚も黄色おうしょくとなり、食欲も減り、全身に倦怠を覚えたが別に働きの上には差し支えを感ぜず、同聖会証あかしの時、佐伯さえき先生は深刻なる警戒を与えられしにも拘かかわらず、続いて信州聖会に臨み、寒気かんきの厳しきためいよいよ病勢募つのり、会終わりて二十六日帰途高田たかだ馬場ばば駅の階段を降りる時、突然腰に疼痛とうつうを覚え歩行困難となったが、更に信仰に立ちて、予定せる京都聖会を二月七日より五日間有もった。その時は余程よほど衰弱し、筋肉の疼痛とうつう甚はなはだしく殆ほとんど歩行困難となり、用便に通うことも出来難がたくなったが、集会の御用に立つ時は特別なる聖霊の助けによって、少しの差し支えなく却かえって意外とするまで力に満たされ、御用終わって室しつに帰れば烈しき疼痛とうつうに苦しみ、五日を過ごしたる後のちは最早もはや起き伏しも自由ならず、食欲更に減退し、肉食物にくしょくぶつは受け付けず、たまたま食すれば便通なく、腹張り嘔吐の気味あり、その疼痛とうつう全身に及び名状すべからざる激痛にて最早もはや信仰により超自然の力による外ほか全く途みちなきに至った。


  その激痛の襲撃する時は手足を引きつけ、全身跳はね上がり、人為じんい人策じんさく全く尽き果てて普通の行き方なればこれで病の下敷きとなり、倒れて仕舞う外ほかないのであるが、その時初めて信仰の奥義示され、最早もはや徒いたずらに生きんことを求めず、死にし者を甦らす神を頼み、甦りの信仰に立つべきことを示され、この時アブラハムの信仰を思い起こし、不義なる者を義とし死にし者を甦らせ無より有を生ぜしむる神を頼み、信仰によって死ぬべくば死ぬべしと覚悟し、平安の神汝等の足の下に於いてサタンを速やかに砕くべしとの言ことばと共に病気に向かってこの畜生奴ちくしょうめと掛け声して立ち上がれない中を立ち上がった。その瞬間に長らくの激痛は全く跡形もなく癒されて仕舞って今日に至るまで一度も再発の兆候だになくなった。


  これで神経痛は全く癒されたが主おもなる病気は依然として動かず、その頃佐伯さえき先生の来訪を受け、一応診察せられた結果只ただに黄疸おうだん、神経痛のみならず、恐るべき病原あるを発見せられたがその時は公言せられず、ただ余程よほど重体なれば凡すべてに注意を要するとのみ語られた。これがため同氏の室町むろまち中長者なかちょうじゃ町の別所を病室に当てられ、何一つ不自由なく懇ねんごろに設備せられ、又食物万端ばんたんについては先生御夫婦特に注意せられ誠に手篤あつき御お取り扱いを蒙こうむった。然されど病勢は日々に募つのり、身体の自由を失い、床の上に寝返りすることさえ難むつかしくなった。


  その時令息れいそく義雄よしお氏また懇ねんごろに診察せられた。ところがいよいよ容易ならざる病症にして今日まで激烈なる働きに従事し保たれたことがすでに奇跡にして斯かかる病気に罹かかって今日まで倒れざることは医学上世界に稀まれに見るところ、医学者の方では合点の行かぬことにして只ただ神の奇跡によると言うの外ほかなし。この上は静養してなるべく長く保たれるよう努つとむるの外ほか、他に治療の途みちなしと申された。


  そして義雄よしお氏自ら食物の研究をせられ、或いは消化をよくし、或いは便通を助け、或いは嘔吐を防ぐに適当なる食物を調べるなど同氏御夫婦の尽力せられたことは私の一大慰めで大いなる助けとなり、私の終生忘るること能わざる深き印象を与えられた。その他伝道館及び産院の諸兄姉けいしいと懇ねんごろに愛の労を取られたことは感謝に堪たえぬ所である。その間に佐伯さえき先生は京都は寒きため適当なる静養の場所を選ばんため東上とうじょうせられ、遂に熱海あたみの原はら六郎ろくろう氏の別荘を借り受けられ、ここに於いて暫しばらく静養するよう備えられ、同月二十一日夜行にて京都を出発した。その時常になく佐伯さえき氏の御一族、多数の信者達見送られた。この時私の心に密ひそかに感じたることはこれが京都最後の別れの意味にはあらざるかと感じた。後あとにて聞けば斯かく多数の見送りを受けたることはその意味であったとのことである。一先ひとまず東京に帰り、続いて熱海あたみに移り、静養し且かつ主の旨を待ち望むこととなった。


  



  第二十四章 我が生涯の最高試練（二）


  
    汝これらの者に過まさりて我を愛するや、彼言いけるは主よ然しかりわが汝を愛することは汝知れり、イエス彼に言いけるは我が羔こひつじを牧かえ（ヨハネ二十一・十五）。
  


  私が熱海あたみに来たのは二月二十六日であった。先ずこの所に来て第一に感じたのは神の深い摂理と憐れみであった、と言うのは今静養のため与えられているこの別荘は原はら氏が物に飽かせ好みに任せて建てられたもので、凡すべてが壮麗を極め、庭園広く樹木生い茂って之を囲み、真に仙境せんきょうと言うも過言ではない。この町は三方山を以て周めぐらし、東南の一方相模さがみ湾に面し、遙かに初島はつじま及び大島おおしまの噴火を望み、風光ふうこう絶佳ぜっか邸内には温泉湧き出いで、又町の諸所しょしょには湯口ゆくちあって、熱湯の噴出する音響と共に湯煙立ち上りて自おのずから神の厳おごそかと来たらんとする判さばきを深く思わしむ。この塵芥ちりの如き者が居るにはあまりにも過分に思われ、少しく遠慮の気味になり居った時、第一に響いた聖声みこえは『父の家には第宅すまい多し』と、是これは原はら氏の家ではない父の家であるから唯ただ寛くつろいでこの所で静養せよと、主は仰せ給うた。その時より少しの人臭ひとくさい心なく、父の家にある小児心おさなごころをもってその夜より待ち望み始めた。然しかるに早はや臨在は現れ主は最いとも近く在いまして、なんとも言えぬ厳おごそかさを感じ、是これは尋常普通の時にあらずして必ずや深い聖旨みむねの示さるる時ならんといよいよ静まりて心備えを為なし、待ち望み続けた。ところが次第しだい次第しだいに探られ掘られ、砕かれつつ二十八日の夜に至った時厳おごそかに示されたことは、第一の使命を誤っていたことであった。そもそも始め使命のために受けた光はエゼキエル書二十二章三十節を通して神の深い御おん嘆きが示された。神は今日に至る迄唯ただ一人の人を求め給う。又世の要求する所も神より遣わされた神の人である。然しからば将来為なすべき事は神の要求と世の期待に応ずべき器を養成することであると深く感じ、先ず是を以て第一の使命として立ち上がったのであるが、いつしかこの大切なる使命を等閑なおざりにして、人物よりも働きが主となり、教会建設が先になりて、人物養成は第二第三となり居ることが示され、其の結果の及ぼす弊害は数え尽くすことが出来ない。不完全なる器を遣わして完全なる果みを得んとする是これより矛盾の甚はなはだしきはなし、今日までの凡すべての失敗の原因も要するにここにあった。のみならず主の聖旨みむねを傷いため奉たてまったことは何程どれほどであろう、時には誰の責任彼の責任と思って来たが総すべての責任はこの第一の使命を誤って居った私にあることが明らかに示された。最早もはやあまりの失敗で何とも申し訳なく、どうしたらよいかと病のことも打ち忘れ、唯ただ茫然として居った。然されど他に行くべき道もなければ今一度一切を投げ出して主の御おん憐れみを求めた。然しかるに翌午前五時に至り現うつつのように『汝これらの者に過まさりて我を愛するや』との声響きて思わず主よ然しかりと御お答えするや、『我が羔こひつじを牧かえ』との聖声みこえにより醒めさめて直ちに起ち上がらんとせし時、主の聖姿みすがた異象まぼろしの如く枕辺まくらべに消え去った。この不忠不義なる僕をも尚なお捨て給わずして、今一度使命を新たに為なし給いしことを感謝している時、更に深いことを示された。これまで幾度いくたびか教えられた聖言みことばではあるが、汝これらの者に過まさりて我を愛するや、との聖言みことばの真意が如何に深遠なるか、神は亡び往く人類の惨状を見て如何に憐れみ給うか、主は曾かつて弟子等に命じ給うて、『牧かう者なき羊の如く衆人ひとびとなやみ又流離ちりじりになりし故に之を見て憐れみ給う』とマタイ伝九章三十六節にある通りである。失われたる者を尋ねず、亡ぶる者を顧みず、疾わずらえる者を癒さず、迷える者を憐れまずして、不熱心なる生温なまぬるい生涯を過ごしていることが如何に主の聖旨みむねを傷いためることであろうか、其の上に弱き者を思いやらずして虐しいたげ、幼稚なる者を手荒に扱い、傷いためる者を躓かせるなどが如何に主の聖心みこころを苦しめることであるか、肉体の親でさえ自分の子供の苦しみを見る時代わってやりたいと思うのである。それは子供の苦しみを見ていることは自分の苦しみ以上に苦痛を感ずるからである。ましてや御自身の御おん血潮に代えてまでも愛し給うた者であるから、其の御苦痛も又如何ばかりであるか到底御想像申し上げることは出来ないのである。然されど御聖霊によって幾分いくぶんにても示された時、私の腸はらわたは痛み、病よりも其の苦痛が強くなった。今日まで如何にもして主の御心おこころを喜ばせたいという唯ただ一事のために一切を尽くして来たのであるが、思えば思うほど、考えれば考えるほど、反かえって主の聖旨みむねを傷いためて来たばかりである。然されど主が之を示し給うのは、責め給うのではなく又叱り給うのではない。あの失敗に失敗を重ねたシモンに現れ、『汝これらの者に過まさりて我を愛するや』と三度みたびまでも聖声みこえを繰り返して羔こひつじを愛する愛の炎を投げ入れて遂に彼を捕らえ、『我が羊を牧かえ』と親任状を授けて己の跡に従わしめ給うた如く、斯かかる大失敗を為なし不従順なるこの僕をも尚なお顧みて如何にもして御お選びに適う者と為なし御使命を完全まっとうせしめんとの御慈愛が示され、ただただ感泣かんきゅうして御お従いするの外ほかなきにようせられた。そして一面病気やまいの方は兆候いよいよあらわになり、最早もはや癌腫がんしゅということは疑いの余地なく、日々病勢は増長し苦しみは増すのみである。然されど京都にて一度与えられた信仰はいよいよ働きて最早もはや死なざることを求むるにあらず、死にし者を甦らす神を頼める信仰はいよいよ強くせられたるも、信仰と実際とは全く反比例に進む。ますます戦いは烈しくなり遂に三月八日に至り、信仰は信仰とし実際は実際として考えねばならぬようになり、この状態にては一先ず落合おちあいに帰り、愛する兄弟姉妹に或る意味に於いて会い、又働きの整理も為なし置く必要を感じ、帰って見れば佐伯さえき先生の御話おはなしによれば神の超自然の力によるは別として医者の方より言えば三ヶ月以上は保つ見込みなきにより群れの将来について注意すべき点は今の内に注意して置く方ほう可よからんとの手紙西條さいじょう兄けいより来て居ると漏れきいたが、この事は自分がすでに覚悟をしていたことで少しも信仰の妨げとならず、何所どこ迄も群れの将来を思い御注意して下さる佐伯さえき先生の御親切を感謝した。そして神の御用に関わる一切の事務を整理し、翌九日再びこの熱海あたみに帰って来たが、いよいよ病勢募つのり、癌腫がんしゅの兆候ますます明顕あらわになり、局部は腫はれていよいよ固くなり、大便真っ黒で小便は濃茶こいちゃの如く、嘔吐を催もよおし、腹は張り、其の痛みの烈しきこと実に悪辣を極め、全身絞るが如き痛みである。身体いよいよ衰弱し最早もはや肉によれる勢力も元気もなく、もしそのままにしていれば其の苦痛に圧倒せられて倒れるの外ほかなきを悟り、京都にて経験を与えられし如く、信仰の動作を要する時はこの時なりと覚悟を定め、その烈しき苦痛を押して床とこの上に座し、ただひたすら神の御おん憐れみに頼より縋すがり、堪たえ難きを信仰によって堪たえ、祈り続けている内に、十日の夜よ十二時頃になった。その時天より声あって、『子よ心こころ安やすかれ汝の罪赦されたり』と、更に声響きて、『彼を接うけその名を信ぜし者には権けんを賜いてこれを神の子と為なせり』と、この二ツの聖声みこえは私にとって実に大いなる恩めぐみであった。この場合何故なにゆえにこの聖言みことばが与えられたかというに、これには深い意味がある。それは大正二年九月二十一日私が救われた時この二ツの聖言みことばにて罪の赦しの安きと、神の子とせられた確信は与えられたのである。その時私の生涯に紀元前と紀元後とハッキリした大区画が造られ、新しき紀元が出来た。以来十二年余りの生涯は主の愛に励まされ今日に至ったのであるが、烈しい戦いを続けている内に、いつしか初めの愛をはなれて成人心おとなごころになっていることが示された。どうかしてあの初めになにもまだ深いことは分からんが、唯ただ救いの喜びに満たされ、我を忘れて主を愛しておった、その無邪気な愛に立ち帰りたいと祈っていた時であるから、特別なる意味に於いて私を全く新たに為なし、心もまた赤子の如く信仰も単純にせられ、総すべてが十二年前の初々ういういしい愛に引きかえされた。


  



  第二十五章 我が生涯の最高試練（三）


  
    もし人罪を犯せば我等のために父の前に保恵師ほけいしあり即ち義なるイエスキリスト彼は我等の罪の挽回なだめの祭物そなえものなり（一ヨハネ二・一、二）。
  


  この時尚なお身体しんたいの苦痛は烈しく如何に信仰に立っているとはいえ、実に苦痛に堪たえず、然されどこれを避けることも退くることも出来ず苦痛は苦痛として忍ぶより外ほかなく、いよいよ戦いは烈しく絶頂に達したる時、十日夜よ一時半頃であった。突然上より挽回なだめの祭物そなえものという声が心に響いて来た。計はからずも上を仰ぎたるに、ヨハネ第一書二章一節二節にある恩恵めぐみの法廷が開かれありて其の光景を示された。即ち裁判長として高くあがれる宝座ほうざに座し給うは父なる神で、保恵師ほけいしとして其の所に立ち給うは義なるイエス・キリスト様で、又遙か下段かだんの被告の席に着くは死の宣告を受けた小子おさなごなる僕であった。何たる恩恵めぐみの法廷であろうか、独子ひとりごを賜うほどに我等を愛し、如何にもして無罪の宣告を与えたいと、十字架の贖いをさえ立て給うた愛のお父さまが裁判長である。又我等の弱きを思いやり、彼は小子おさなごなればと御自身の御おん血潮の勲功いさおしに訴え、何処どこまでも無罪を主張せねば止やみ給わない。保恵師ほけいしは救い主イエス・キリスト様であった。この時私の心に忽たちまち一大変化が起こった。これまでは多少遠慮のあるような祈りであったが、この時計らずも、お父さま、お父さまと口より迸ほとばしり出いで、全く小子おさなごになり、お父さま今日まで十二年あまり、僕の為なして来たことを、お父さまの方より御覧になれば、総すべてが失敗と過ちばかりで、ただ聖旨みむねを痛めたことばかりですが、愚かなる弱い僕の方より申しますなら、如何にもして聖名みなをあがめたい、聖旨みむねのなるようにと、一切のことを打ち忘れて、ただ一生懸命に尽くして来たのです。一日じつとして私のために生きた日はありません。今聖栄みさかえのために御馬前ごばぜんに殉教するというのなら何も申し上げることはありません。然されど病の床に倒れることは出来ません。どうぞ今一度癒して殉教させて下さい、とだだをこねるように、お父さんの愛と憐れみの聖旨みこころに頼より縋すがった其の時、『此こは死ぬる病にあらず神の栄さかえのためなり』、あまりにも大きな声にて喫驚びっくりしていると更に続いて、『神の子をして之によって栄さかえを得しめんがためなり』との聖声みこえは恰あたかも百雷ひゃくらいの轟くが如く僕の肺腑はいふを貫いた。これまで神癒については必ず癒さるると信じて来たが、しかし癒さることが聖旨みむねか召さるることが聖旨みむねなるかについて多少の懸念もあったが、此こは死ぬる病にあらず、神の栄さかえのためなり、との聖声みこえが肺腑はいふを貫いた時信仰は溢れて最早もはや大丈夫という確信は満ち満ちて来た、その時更に『石を除のけよ』と再び聖声みこえはひびきたれば、主よ石を除のけます信じましたと答えたる其の瞬間、『視みよ、汝すでに癒いえたり』との聖声みこえにて自らに帰って見れば、癌腫がんしゅは雲の如く消え、霧の如く散って痛みも苦痛もなく、全く聖言みことばの如くすでに癒いえ居りたれば、思わず知らず歌は溢れ出いで、手を打ち鳴らし、歓喜の声をあげ


  
    ハレルヤ　ハレルヤ


    エスすくいぬし　われをすくえり


    ハレルヤ　ハレルヤ


    エスのめぐみを　かんしゃせん
  


  と暫時しばしは時の移るも知らず、神をほめたたえた。然しかして翌午前五時に至り醒めさめて見るに、病が癒されたのみならず更に上よりの能力ちからを全身に覚え、いよいよ神癒の確信は満ちて、この確信と能力ちからにより、世の悩める人々を救い得ると思う時、更に歓喜は溢れ希望は輝きてやや暫しばらく聖名みなと御おん血潮を讃ほめたたえた。


  更に続いて示されたことは今日までの誤った使命を立て直すことであった。初めに示された如く主イエスは弟子等にただこの上よりの権威と能力ちからとを授けて遣わし給うた。されどペンテコステ以前の弟子等はイスラエルの迷える羊の外ほかに行くなかれと制限せられたが、一度ひとたび聖霊のバプテスマを受けた時、『天のうち地の上の凡すべての権を我に賜たまわれり、このゆえに汝等行きて万国の民にバプテスマを施し、之を父と子と聖霊の名に入れて弟子とし、且かつわが凡すべて汝等に命ぜし言ことばを守れと彼等に教えよ』と命じ給うた。而しかして弟子等のために会堂を建て或いは伝道館を設立して任命したのではない。彼等一度ひとたびこの能力ちからを受けた時に美しの門の足萎えを癒し、神の権威と能力ちから、彼等によって顕れたため、遂に三千五千の救わる者起こり、教会は彼等の働きの実として生命いのちの表顕あらわれとして至る所に起こされた。


  故に将来の使命は教派の拡張にあらず、伝道館の設立にあらずして、上よりの能力ちからの授けられたる器を養成することである。従って活水かっすい学院の将来に於いても全く今日までの面目めんぼくを一新し、祈祷によって祈り出され信仰によって生み出されたる神の人を作ることは目下もっかの急務中の急務にして、この一事こそ主おもなる使命なることを示された。


  注


  第一　信仰の動作


  この奇くすしき御行みわざに与った内に最も必要なる第一のことは信仰の奥義であった。信仰は安息なるも、一面活ける信仰は活動するものにして動作が必要である。例えば主イエスが中風の者に床を取り上げ、立ちて歩めと命じ給える時立ちて歩みたるが如く、かの信仰と事実との戦いは頂上に至り、もし苦しいから、痛いからと言うてそのまま倒れて居る時は魂の内には信仰は働くであろうが身体しんたいの内には信仰働かず、そのまま信仰は沈殿して死物しぶつとなってしまう。所謂いわゆるヤコブが信仰も行いを兼ねざれば死ぬるなりと言いしもこの事である。


  かの苦しみの最中、とても立ち上がる勇気なく、身体しんたい疲れ、気力衰え、如何に信じて歩まんとしても何の手応えもなく、これでは仕方ないとそのまま病苦に圧迫せられ、ただ体を安静にしている時は信仰の力は少しも身体しんたいに働かずして、そのまま病勢いよいよ募つのり、倒れてしまうのが普通である。その時何の手応えなくとも身みに何の印なくとも、そこを信じて一歩踏み出す時に、神の力はここに働きて、信ずる者の内に働く大いなる能力ちからを体験するものである。これは恰あたかもヨルダンの川渡りの如く、水の別れるを待ち居る時は踏み入る時なきも、信仰を以て死の川に踏み出すや否や、水開けて甦りの力は身みに加わるのである。


  かの時の私の経験は霊に於いても肉に於いても全く力つき果て、そのまま暗くらきの力に圧倒せらるの外ほか術すべなしと思う時に、自らを頼まず死にし者を甦らす神を信じ、その信仰に立ちて信仰の動作を始めし時、甦りの力を体験した。


  信者にして病気に罹かかり、医者の勧めによりて安静し、体の働きを全く止やめる時、信仰も共に死んで如何に祈るとも少しの力も覚えず、そのまま倒るるもの少なからず、然されど始めより御言みことばに従い信仰の働きを為なす時神の力加わり、遂に信仰によって勝利を得るものである。この度たびの病についてもこの動作の必要なることを示され、始めより一日いちじつとして臥したるまま一日いちじつ中を過ごしたることなし。必ず朝起きれば一度いちど床を払い、信仰に歩みつづけて遂に病勢の下敷きとならず、何処どこまでも攻勢を取って進みつづけたるは勝利の秘訣なることを深く教えられた。


  第二　応えらるる祈りの秘密


  第二に示されたることは祈りの秘密であった。応えらるる祈りは父なる神の憐れみの心を捕らえて祈る祈りである。主イエスの御生涯を見ても常に父なる神の御おん憐れみの心に訴え給うたとは、しばしばバックストン師より承った所であるが、私の祈りの応えられたるも要するにここにあった。その癒さるるまでは今日までの失敗と過ちを悔い、ただ罪を赦したまえ、今一度憐れみ給えと祈りながらも何となく神を恐い神の如く思い、まかり違えば棄てる神の如く思いて、何となくその中うちに人心ひとごごろありてこれなら聞かるるとの確信を有もつこと能わず、又罪赦されたりと信ぜんとしても尚なお不安を有もてるものの如くあった。然されど自ら失敗も過ちも忘れ、ただ天の父さまの御おん憐れみの腸はらわたを握つかみ、子心こごころとなって自らの真相を告白いいあらわし依より頼める時、直ちにこは死ぬる病にあらずとの御声響き亘わたった。これについて思うに罪を悔ゆることは元より必要である。又神の赦しを受くることは更に必要であるが、神の愛の御精神は我等が善よきにも悪あしきにもあれ、ありのまま寛くつろいで告白し、父なる神に子らしき態度を取り、よりすがるその心根こころねこそ神の喜び給う所にして、これが祈りの答えらるる秘密である事を示された。


  



  第二十六章 延ばされたる一年


  
    視みよわれアハズの日計ひばかりにすすみたる日影ひかげを十度しりぞかしめんといいければ乃すなわちひばかりにすすみたる日影十度しりぞきぬ（イザヤ三十八・八）。
  


  前章に記されたる如く驚くべき神癒の栄光を拝せられ、病後の静養中も教役者を交々こもごも招いて指導せられ、魂の解決を求めて来訪する者絶ゆる時なく、又隊全般の事務に個人の通信に忙しく働かれた。その間あいだ病後の回復を求め、努めて運動を始められ、時には十丁ほどの道を走り、或いは浴場の板を両手に差し上げて見るなど過激な運動を試みられたこともあった。


  七月七日より九日まで熱海あたみにて教役者会を開き一日じつ三回、長き時は三四時間に亘わたる集会を一人にて有もたれた。その猛烈なる活動には驚かぬ者はなかった。そして集会の間、集会後の夜間に個人の応接に多くの時を費やし、気力益々ますます盛んになられたのを見て、一同は喜んだ。霊肉に深き死と甦りの体験をせられた、その証しは重おもなるメッセージであった。一同の魂に流れ込むが如く極めて自由で又深き霊みたまの御おん働きを拝した。


  十月五日熱海あたみを切り上げて落合おちあいに帰り、第二期戦の序幕として第十六回落合聖会を定め、六日より準備祈祷会を始め、多い時は一日じつ四回の集会をなし、祈祷と信仰の霊は驚くべく注がれ、十月十日より十五日まで毎日三回づつの集会を一人で有もたれた。この時も聖霊の御おん働き著しく、幾多の奇跡的神癒の栄光を拝した。


  越えて十月三十日東京を出立して関西、山陰地方の聖会旅行の途とに登られた。先ず同三十一日より三日間姫路ひめじにて聖会、ここにも神の著しき御行みわざは顕れ、奇くすしき栄光を拝した。十一月三日四日は大阪粉浜こはまにて集会、十一月七日より三日間京都にて聖会を有もたれた。更に同十三日より三日間境港さかいこうにて聖会を有もち、つづいて鳥取、松江、濱田はまだなどにて集会を開き著しき御行みわざは顕れた。その後京都に引き返して数日止とどまり、佐伯さえき氏隠宅いんたくにて癒されたる感謝会を開かれたことは記憶に新しいことである。その日も私とトラクトを書く約束であったが急に思い立ちて一人比叡山ひえいざんに登られた。無論ケーブルカーを利用せられたことであろうが可かなり長い道を歩行せられたと云いう。斯かくの如く壮健にせられたことを共に感謝したことであった。


  落合おちあいに帰られても集会に事務に一日も休息の時はなかった。次の聖会は第十七回落合聖会で除夜会より一月五日まで一日じつ三回の大集会に奮戦せられた。諒闇中りょうあんちゅうであったが落合聖会中最大最高の大聖会であった。この時も烈しき精神病者の即時癒されたるを初めとして幾多の奇跡的神癒の御行みわざ顕れ、驚くべき純福音の真理は大河の如くに流れ出いで、世界的リバイバルの光景、地上に見ることの出来ない臨在の輝き、変貌山の栄光であった。最後に直接伝道に献身する者の起立を求めたら百七十五名あった。


  病後余あまりに過激な働きをつづけて来たので自然疲労を覚え、二月十四日出立しゅったつ、別府べっぷに当分静養し、九州地方の働きをもなして落合第十八回聖会を開く予定にして彼かの地に向かわれた。十五日大阪出帆の船を待ち、半日関西地方の教役者と旅館の二階で幸いなる懇談の時があった。カルバリ山上にてサタンの頭こうべは砕かれている光景を異象まぼろしに示された。今己おのが時の幾何いくばくもなきを知って全世界の上に胴体のみ煽動せんどうしているが、頭あたまのない蛇である。十字架を仰げば全き勝利はすでに成っている。ここに於いて奇跡の行わるるも当然であると語られて別れた。出帆に臨みて佐伯さえき先生は手早くテープを買い求められ、各色かくしょくの色賑にぎやかに長く引っ張って別れを惜しんだ。何だか遠洋航海の如き仰々ぎょうぎょうしさであったが天国への抜錨ばつびょう帰国となった。


  すでに熱海あたみの時に召さるべき筈はずであって、万々ばんばん癒いゆべきものでない重態であったが、太陽の入いるを延ばし給うた神は弟子等を更に堅うして置かねばならぬ必要があってこの一年を延ばし、夜も昼も絶えず涙を流して、益ある事は残す所なく宣べ伝えられた。この間あいだは恰あたかも主イエスの甦りの四十日間の御お働きの如くに思われている。


  幾多の事業を中途にして去られたが、残念この上もないことの一つは著述の方面である。序文にもあるようにペンテコステの指導書を書く願いを有もっておられたこと、詩篇全巻の講解説教集を出すこと及び十字架中心の真理とも云いうべき書物を書く予定があった。特に十字架中心の真理は最も重き期待を有もっておられたのであった。何となれば全生涯に味わった十字架の体験はとても言い尽くされぬ深遠、洪大こうだいなものであったからである。十字架は旧天旧地の終わり、新天新地の玄関である。十字架によって解かれざるものなく、十字架によって満たされざるものなし。ああ十字架なる哉かな、十字架なる哉かなと叫ばれたことがあった。


  



  第二十七章 臨終と葬儀


  一、臨終


  癒されて熱海あたみより帰られた後のちは何分なにぶん内外の働きが堆積していたので、無理な働きを続けられた。佐伯さえき先生は幾度となく忠告せられたが、先生の内に燃え上がった殉教の霊は知らず識しらず、働き尽くして、気がついて見たら、はや危険地帯に進んでいたという状態であった。


  昭和二年三月十八日、別府市に静養中であった柘植つげ先生の御容体ごようたい悪しとの報ほうを聞き藤村ふじむら師と共に京都を発し、彼かの地に着ちゃくしたのは翌日午後であった。その前日三宅みやけ師と佐伯さえき先生も到着しておられた。極度の衰弱音声もはや明らかでなかったが握手を求められ泣いて喜ばれた。祈って後『まあ湯にでも入って又祈ってくれるように』と仰せられた。


  再び夕方病室に入って祈った。その時は更に厳おごそかな時の近づける状さまであったが、『東京に帰って一同心を合わせて祈れよ、神は必ず勝利を与えなさる、アブラハムの信仰にならえ、不信を以て神の約束を疑うことなく……信仰を篤あつくして神を崇め……神は約束し給う所を必ずなし得うべし。私はこうなっても信仰に動揺はない、神は必ず勝利を与えなさる』と常に語られし如く信仰に満ちて切きれ切ぎれに語られた。凡すべての遺言は前日の朝奥さんに語られてあった。実に澄み亘わたった信仰の戦いを意識のあらん限りつづけられた。全く声もなく目も見えなくなった時にも時々頭を擡もたげて起きんとするようであった。常に語られし如く信仰の動作をなさるのであるかと思われた。


  その夜よ十二時頃より意識はなくなったが安らかに朝に至った。我等は枕辺まくらべにありて先生の一呼吸毎に信仰の息を吹き込まれるように感じた。二十日午前六時二十七分大きな力強い呼吸と共に御別おわかれをした。交々こもごも二の分を与え給えと祈りて主に任ゆだねた時は臨在に満ち、死でなかった勝利の凱旋式であった。私は暫しばらくたって御顔おかおを拝した時、戦いの苦痛は変わって平安に満ち笑えみを含んで今にも笑い出しそうであった。


  遺言によりその日午後出立しゅったつ、汽車にて落合おちあいに帰った。沿道の町々にて多くの弟子等は送迎してくれた。先生は伝道のため一ヵ年に一万四千余マイル旅行せられたそうであるが召されても六百マイルの旅をせられた。そして落合に帰りて心を合わせて祈れ、主は栄さかえを顕してくださると何処どこまでも戦いの人であった。


  ヨセフの信仰、「おのが骸骨がいこつの事について命じたり」との意味が分かった。又曾かつて信仰を懐いて召された人々は主が十字架に釘つき給うた時に甦ったと云う先生の御話おはなしを思い起こして、なるほど先生は語った如く最後まで歩んだ人であると思った。地の人として涙はとめどもなく下に流るるが神に属つける我等の望みは燃え上がりて止やまない。


  二、葬儀


  三月二十三日午後一時より落合の本部会堂に於いて次の如きプログラムによって葬儀執行せらる。


  
    順序


    司会者　藤村壮七


    奏楽　三宅夫人


    讃美歌　三四二　一同


    祈祷　三宅醇三


    聖書　書一・一～九　大平春弥


    　　　来十一・一～十六　田中蔵六


    讃美歌　一二四（愛歌）　有志合唱


    履歴　渡部正雄


    弔辞


    弔電朗読　皆川栄四郎


    讃美歌　三五五　一同


    説教　西條弥市郎


    祈祷　同


    讃美歌　二七七　一同


    頌歌　四六二　一同


    祝祷


    挨拶


    告別


    出棺（奏楽）
  


  赤心まごころより贈られし花輪と十字架は講壇前面両側に並び、柩ひつぎは司会者の先導で弟子達の手によりて静粛に運ばれ、一同起立黙礼して之を迎えた。すでに着ちゃくせる一千余名の会葬者は神の人、恩師の前に立ちて涕泣ていきゅうして止やまなかった。


  有志の合唱さんびか百二十四番は先生の愛歌あいかで別府にても時々歌っておられたとのことである。聖言みことばの如何に貴いかを味わっておられし、先生の事が偲しのばれて先生の内の霊は我等に臨み同じように聖言みことばの貴い事を深く印刻せられた。


  渡部わたべ師は涙ながらに履歴を朗読せられた。先生の御生涯を知れる一同は時々証しせられし節々ふしぶしを思い浮かべて感涙かんるいに咽むせんだ。


  弔辞には先ず小島こじま良造りょうぞう師の教役者を代表したるものを第一に、関西地方を代表して佐伯さえき先生、千葉県地方を代表して松浦まつうら老兄ろうけい、東京方面を代表して横濱よこはま捨四郎すてしろう兄けい、山陰地方を代表して荒木あらき重造じゅうぞう兄けい、信州地方を代表して小林こばやし洋吉ようきち兄けいの弔辞があった。ここには初めと終わりの分を掲ぐ。


  弔辞


  われ神の前および顕るる時その国に於いて生ける者死ぬる者を審判さばきするキリスト・イエスの前にて汝に求む、汝道を宣べ伝うべし時を得うるも時を得えざるも励みて之を務つとめ各様さまざまの忍耐しのびと教誨おしえを以て人を督ただし戒め勧むべし。それ人真まことの教えを容いれず耳を悦ばしむる言ことばを好み其の私欲に循したがいて己おのが為ために師を増し加うる時来たらん。かれら耳を真理まことより背け奇あやしき談はなしに向かうべし。然されど汝すべての事に慎み苦痛くるしみを忍びて伝道者の工わざをなし汝の職を尽くせ、われ今祭物そなえものとならんとす我が世をさる期ときちかづけり、われ既に善き戦いをたたかい既に走るべき途程みちのりを尽くし既に信仰の道を守れり、今より後のち義の冠わが為ために備えあり主すなわち正しき審判さばきをなす者その日に至りて之を我に与う独ひとりわれに与うるのみならず凡すべて彼の顕著あらわるるを慕う者にも与うべし。（二テモテ四・一～八）


  先生は聖徒パウロが世を去るに臨んで真まことの子なるテモテに語りし如く、私共わたくしどもに、先生の御生涯を通して語って下さいました。又御臨終に際しては私共わたくしどもの使命に対しても、この言ことばを以て御警告下さいました。先生には信仰の善き戦いを戦い既に走るべき途程みちのりを尽くして、御勝利の裡うちに御凱旋なさいました。そして私共わたくしどものために信仰の先導みちびきとなってその行くべき道を明らかになして下さいましたことを感謝致します。


  今までは何かと重荷のみ負わせ申し、わけても教会の憂慮うれいをお掛けいたし何とも御詫おわびの申し上げようも御座いません。然しかるに先生には私共わたくしどものために受くる苦難くるしみを喜び、御自身の肉体を以て其の欠けたる所を補い、遂に死に至るまで御お尽くし下さいました。


  先生の御生涯を通し聖言みことばを通し御お教え下さいました通り、凡すべてのことに慎み苦難くるしみを忍びて、伝道者の工わざをなし其の職を尽くし、一同一つとなって先生の御遺志を完全まっとうし、如何にもして御殉教を空しからしめざることを期する次第であります。


  之を以て弔辞に代えます。


  千九百二十七年三月二十三日　教役者代表　小島良造


  弔辞


  我が柘植つげ先生一度ひとたび福音を聴いて直ちに救われ直ちに献身、爾来じらい救霊の為ために身命を賭して奮闘することここに十有五年、東奔西走とうほんせいそう席せき暖あたたかなるに暇いとまあらず、先生の導きによりて伝道者となりしもの九十余、癒されしもの六万、救いに導きしもの十二万余、これが為ために遂に其の精力を注ぎ尽くされ、本年三月二十日勝利の裡うちに召さる。


  ああ、この不世出ふせいしゅつの聖徒、我が国キリスト教界の明星として、久しく隠されたる十字架の奥義を闡明せんめいして、衆人の惰眠を醒まし、遂に泰西たいせいに向かって福音を逆輸入せんとせしに、今や溘焉こうえんとして召さる、ああ神意しんい果たして如何いかん、昔キリスト去り給いて、弟子達一時心を喪うしなわんばかりなりしを思い合わせて、転うたた惆悵ちゅうちょうの情に堪たえず、然されども、主は言う給う、我往かずば訓慰師なぐさむるもの汝等に来たらじ、もし往かば彼を汝等に遺おくらん、汝等上より能ちからを受け、地の極はてにまで我が証人あかしびととなるべし、弟子達心を合わせて祈り、聖霊に満たされて遂に全世界を救うの大業だいぎょうを起こせり、今神先生を召し給う、いずくんぞ我等をして霊眼を開かしめ力を与えて、その遺業いぎょうを継がしめんとするにあらざるを知らんや、ああエリヤ去ってエリシャの在るあり、請い願わくば我等これに従い心を合わせて其の大業だいぎょうを翼賛よくさんせん。


  昭和二年三月二十三日　信州各基督伝道館
 信徒総代　小林洋吉


  この時各地より来たった弔電の朗読があった。その数すう六十二通。弔文二十八通。


  三、説教


  地上に於いて何が貴いと云うても聖霊に満たされたる器よりも貴いものはない、万民の深き願いは罪の力より救い出されて其の魂が生かされ、癒され永遠の救いを完まっとうせんことである。


  柘植先生は誠にその人であった。内はこの群れのため外は世界の民に油を注ぐ器であった。先生に聴く者は皆生かされ、癒されて『私の多年の願いはこれであった』と真に満足した者が幾万あったか知らない。


  群れはますます膨大し本年は世界巡回を企画し居られ、又幾多の働きを中途にして俄然がぜん天の召しを蒙こうむらる、主よ聖旨みこころを示し給えと祈った。


  先生はこの世の荒波に打たれ、逆境より逆境、多難たなん不幸ふこう、波瀾はらん曲折きょくせつ、浮沈ふちん盛衰せいすい窮きわままりなく、遂に十字架の許もとに来たって旧世界は悉ことごとく去りて新しくせられた。


  先生の旧生涯を見ると此の世と自己じみより出いづるものは悉ことごとく敵であって其の果ては行き詰まりと亡びであることを証あかししている。又十字架によって如何なるものも、聖言みことばの通り極端きょくたんまで救われ、何一つとして解決のつかないものはないことを示している。更に甦りて現存し給う活けるキリストに在って全備ぜんびすることが出来る。何一つ欠くる所のないものであることを顕している。先生はこの三大事の証人あかしびとであった。


  もしそれ先生は生来の何ものかあって用いられたというなら、自己の能力ちからによりて何事かなしたというなら、更に地につける宝庫を発見して人を恵んだというなら、我等は失望して仕舞うより外ほかはない。


  しかし先生の御生涯ほどの苦難があっても、否それ以上であっても、悉ことごとく新たになし得るキリストとその十字架には今も変わりはない。ハレルヤ、感謝でないか。


  私は先生の召されたことによりて少しも当惑まどいはない。先生の使命は明らかである、即ち主エスの三年間の御生涯に裏書きをなして我等の目前に之を示して置いて下さった。即ち『真理まことのために挙あげしめんとて汝をおそるるものに一つの旗をあたえ給えり』とは此の事である。標準を立て寸法を定めてくださったのである。召さるるに当たりて群れの基礎は出来ている。唯ただ一致して祈り我が足跡あしあとに続いて歩んで行けば可よいと懇ねんごろに遺言せられたのであった。


  又追想して見ればパウロの如く益ある事は残す所なく悉ことごとく宣べ伝えられてある。先生は昨年の大患だいかんの時すでに地上の人でない筈であった。が尚なおそれでは弟子らが迷うてはならぬから死の中より立たしめられて主エスの彼かの四十日間の如く重かさね重がさね懇ねんごろに教えられた。汝等今知らず後のちこれを知るべしとの御言みことばの如く朧おぼろに聴いていた事も思い起こして益々ますます明らかになって来た。唯ただ感謝の外ほかはない。


  或る人は先生の公の生涯が余りにも短かったと思うであろうが。なるほど外なる世の人のためには一日でも長からんことを願うべきであるが、我等弟子等のためにはこれが益である。と云うても御長命ごちょうめいを願わんというのではない。先生自らも共に居りたかったに相違ない。が何故なにゆえに益であるかならば先生が地に居らるるなら昔の弟子の如く肉体の人にのみ頼りて信仰によって生き、活けるキリストにのみ信頼せないからである。先生一人で如何に長命ちょうめいでも忙せわしく働いても肉体には制限がある。此の地の叫びに悉ことごとく応ずることは不可能である。多くの弟子達に同じ霊を注いで広く栄光を顕したいのが神意しんいでなくてはならぬ。


  全能の神に癒し得ぬ道理がない。全智の神に間違いはない。愛の神が我等に不利益を与えなさる筈があろうか。そんな事は思われない。最善をなしてくださったことを感謝する。又これは止やむを得ぬことであると諦めるのではない。益である優まされる栄光の顕れるためである。唯ただその益である神の思おぼし召しを徒むなしくするものは不信仰である。いよいよ信仰一本槍で進むべきである。神は必ず驚くべき勝利を与え給うて其の御計画を成就なし給うことは火を見るより明らかである。


  不信仰を起こして行ける道はない。ペテロの海に沈みかかったと同じことである。唯ただ心を強くし且かつ勇め之を離れて右にも左にも曲がるなかれ、然しからば何処どこに行きても利を得べし。（書一・一～九参照）


  説教終わりてさんびか二七七を歌った時は此の血の海を越えて勝かちを得たる殉教者の跡あとを踏んで右にも左にも曲がることなく勝かちの日目当てに進まんと決心した。


  全国各地より来たり会する者千余名、最後に告別したが別れを惜しんで去り得ぬもの、涕泣ていきゅうする者あり可かなりの長時間を要した。


  四時出棺、特に選定せられたる東京府北豊島きたとよじま郡ぐん雑司ヶ谷ぞうしがやの墓地に向かった三四丁の行列が続いた。特に著しく沿道の人々も奇異きいの目まなこをして見ていたことは柩ひつぎを担った者は皆洋服姿の弟子達であった。先生の生存中は重荷のみかけたからせめてもの事に先生の柩の重荷を負いたいと赤心まごころよりの願いであった。道行く人々は其の厳おごそかさに打たれ、いづれも立ち止まりて敬意を表した。


  墓地にてはさんびか三五七を歌い簡単な式があって後、先生の常に歌い出された


  
    父のあいあふれて　幸い身にあまる


    豊かなるめぐみを　永遠にたたえなん
  


  と反復歌いつづけて葬った。大きな十字架の墓標は厳おごそかに立っているのを見た時、先生は十字架の真理を日夜語り通された。十字架の真理は尽きない。さながら太陽から無数の光線を放射している如く十字架の上から真理が輝いていると仰せられたことを思い浮かべて、先生の跡あとにはただ十字架のみが立っている。十字架が生涯の結びとなった。


  全く埋葬終わりて帰途に着いたのは黄昏たそがれであった。


  四、死と甦りの奥義


  別府べっぷに於いて遺言せられた中うちにも、私が今日まで誤解や迫害を受けて来たことが何のためであったか、この事が分かるようにその証あかしを立てて行ってくれと申された。先生の生涯は踏まれ、蹴られて、その中うちに十字架を負うて忍び通して終わりとなった。之は必ず神が明らかになして報い給う日が来る、必ず多く実を結ばせ給う日が来る。主イエスはその範はんを垂れて在いますのである。


  その真理を味わい、その意志を完まっとうし得んために先生の説教の一節をここに挙げ置くことにした。


  『誠に実まことに汝等に告げん一粒の麦もし地に落ちて死なずば唯ただ一つにて在らんもし死なば多くの実を結ぶべしその生命いのちを惜しむものは之を喪うしない其の生命いのちを惜しまざる者は之を保ちて永世かぎりなきいのちに至るべし人もし我に仕えんとせば我に従うべし我に仕える者は我が居る所に在おらん人もし我に仕えれば我が父は之を貴ぶべし』（ヨハネ十二・二十四～二十六）。


  我々は本当に一粒の麦として選ばれたのである。種そのものが如何どうするのでない、蒔かれた所に落ちてさえ居おれば可よいのである。小さくても好すいた所に蒔かれんとするから難しくなる。蒔いた上から土をかけられ、見てもくれない。事実死んで埋められ、一度ひとたび失われてしまって、誰一人知っても見てもくれないのに、そこから芽が出て生長し花が咲き果みを結ぶに至る。


  又種の中うちに艶色みばえの好いいものはない。果実みの好いいものほど艶色みばえがない。土をかけられ踏みつけられるが当然なのに、好いい所に蒔いてくれんか、少しは頭を出して置いてくれと言う。頭を出して置けば枯れてしまう、地に落ちるに艶色みばえの好いい種にならんとする、間違いも甚だしい。種は艶色みばえがないのが本当である。


  この種の中うちには驚くべき材木があり、林檎りんごや梨なしがある。霊眼の開けているものは種を見て侮りはしない。目が開けないものは分からない。我々には朽ちざる永遠保つところの神の生命いのちの種が蒔かれておる。アレがクリスチャンになったのかと馬鹿にされる。馬鹿になって死んだ状態におる時に、芽が出て花が咲き、香りのある果みとなる。そうすれば、あんなになりたい…霊の果みを食うて、次第に信者が出来ることになる。されば種は蒔かれた所に、ヂッとしておることが大切である。種が好いいのだから、もっと好いいところに蒔いてくれと言うから事が難しくなる。骨を折らんとするからいけない。


  主は天から暗黒の世に馬槽うまぶねの中に蒔かれ、世から侮られ、捨てられ、遂に十字架に埋められ下さった。そして三日目に甦り、ペンテコステには大変な芽が出た。五十日目にアレ丈だけの果みが出来た。遂には世界を圧倒する福音が伝わった。蒔かれた所にヂッとしているのを嫌うものがあるが踏み付けられるから芽が出るのである。ダカラ踏み付けらるる時に喜ぶべきである。


  二十五、六、『その生命いのちを惜しむものは之を喪うしない其の生命いのちを惜しまざる者は之を保ちて永世かぎりなきいのちに至るべし人もし我に仕えんとせば我に従うべし我に仕える者は我が居る所に在おらん人もし我に仕えれば我が父は之を貴ぶべし』我々地上に幾分生命いのちを残して置けば芽の出る時は来ない。全く世から失われた其の時…ドンな位置、ドンな所に置かれ様が、蒔かれた所、暗い所、苦しい事があっても、辛抱している、事実死ぬる時、栄さかえが顕れる。『人もし我に仕えんとせば我に従うべし』従う事と働く事とは違う。主は十字架まで一言も言わず、踏まれ、嘲られ、殺されつつ文句を言いなさらなかったのである。ドンな位置ドンな境遇でも黙って通る其の時に、芽が出るのである。


  



  第二十八章 落合伝道館に関係せる神癒の実例


  連続せる落合おちあい聖会及び毎日曜日午後に開きつつある神癒会に於いて又個人の要求によりて癒された人々は数え尽くすことは出来ないが、左さに本人の証詞あかし数種を掲げることにした。


  （一）頑固な皮膚病、肋膜炎、腹膜炎、腎臓炎、トラホーム


  川田民子


  多分私が十二才の時と思います。額ひたいの生はえ際ぎわに一種の皮膚病（前額ぜんがくより両耳までの髪際けぎわに巾はば二寸ほどの皮膚少しく高くなり白色はくしょく鱗状りんじょうに剃脱はくだつし時々掻痒かゆみあり）が起こりまして、如何に治療しても良くなりませんので、皮膚科の大家土肥どい博士に診断を受けましたが病名が分からんので血液試験やら其の他様々な試験の結果対症療法を尽くしましたが何の甲斐かいもありませんでしたが、額ひたいの事ですから女の身として思い止とめ難がたく、あらゆる民間の療法を尽くしました。或いは牛のレンゲ（内臓もしくは肝臓）が良いというので目を閉じて毎日食べました。或いは毒ダミという苦い草を煎せんじて飲み、或いは草津の温泉には十四五年間も毎夏まいなつに行き、その他行者ぎょうじゃや易者えきしゃに何程どれほど金を巻き上げられた分かりませんでした。斯かく人為じんいの限りを尽くしましたが少しもよくなりませんでした。


  その上元来がんらい虚弱な方で十九才の時肋膜炎に罹かかり、続いて腹膜炎となり、腎臓炎も加わり到底癒さるべき望みなく七八年間天を怨み、地を詛のろって日を送りましたが偶々たまたま柘植つげ先生の高名こうめいを聞き早速先生の許もとに参りまして癒されんことを切に願いました。先生は先ず十字架の上に私の罪も病気も移っていることを御話おはなし下され、手を按つけて祈って下さいました。ところがさしもの難症の皮膚病も其の時全く拭ぬぐうが如く癒されて痕跡もなく、同時に肋膜炎も腹膜炎も何時いつの間まにか消えて仕舞ったので人も我も唯ただ驚くの外ほかなく感謝の涙に咽むせびました。


  その他私が三才の時火箸ひばしで目を突いたのが原もとで視力衰え、トラホームを併発して十数回の手術も其の効なく常に疲れを覚え、大正十四年三月には再発して遂に左眼さがんを失明するに至りましたが、柘植つげ先生に祈って戴きましたところが俄然がぜん癒されて三日目に見えるようになり驚いて神を崇あがめました。大正十四年十二月には強烈な丹毒たんどくに罹かかり、脳の前額ぜんがく部より後頭部まで犯され、頭から顔面悉ことごとく腫れ上がり全く人間の顔と思えない程になり、発熱も高く人智じんち人力じんりょくでは全く絶望でしたが、之も手を按つけて祈って頂きましたところが奇跡的に癒され、コリント後書五章十七節の御言みことばが霊にも肉にも成就して新しくせられ、御血潮おんちしおの能力ちからを畏れ戦おののきて感謝しております。


  （二）喘息、産褥熱


  山本かつ子


  私は生来の多病たびょうで六七才の頃百日咳ひゃくにちせきを病みました時から重い喘息ぜんそくに罹かかり、その為ために子供の時から二十幾年の間というものは病み通し、医者に掛かり通しという有様ありさまで新聞や雑誌に出いで居る新薬は如何どんな手段を巡らしても買って飲み、又あらゆる神仏に願がんをかけ、或いは食しょくを断ち、或いは髪を切って癒されんことを願いましたが病は年毎としごとに重くなる一方で、家は貧しく、悲観ひかんの結果遂に不眠のため医者に貰もらって置いたモルヒネを溜ためて置いて一度に飲んで自殺を計はかり、或いは他の毒薬を飲まんとしたこと三度どもありました。


  斯かかる苦痛の中うちに柘植つげ先生の事を聞き、大正十一年八月落合おちあいに行き先生に御目おめにかかり、神と人との前に一切の罪を告白して御おん憐れみを求め、柘植つげ先生に手を按つけて祈って戴きました。その時感謝の涙と共に長年の重い喘息ぜんそくが全く癒されましたのみならず生涯も全く一変し、以来四年間健全にして薬一服飲んだこともなく感謝の日を過ごしております。この外ほか尚なお大正十三年産褥熱さんじょくねつに罹かかり、四十日間苦しんだ揚げ句病苦を押して無理に教会に参り、柘植つげ先生に手を按つけて祈って頂きました其の時全身に能力ちからの加わるるを覚えましたが病は全く癒され、家族の者も驚き、これより大反対の母が熱心な信者となり、姉達も救われ、後のち主人も救われ、今は一家挙こぞって毎日感謝と喜びの日を送っております。


  （三）那々條虫、十二指腸虫、夜尿、蓄膿症、痔核


  荒谷静子


  私の長男一雄かずおが未まだ小学校一年生の頃より不思議な奇病に罹かかり、転々として名医の診察を求めましたが中々病原がわかりませんでした。それは那々なな條虫さなだむしというエジプトの熱病児の腹中ふくちゅうより発見されたという日本には珍しい虫で其の上に回虫かいちゅう蟯虫ぎょうちゅう十二指腸虫しちょうちゅうとか様々と虫がわいておりました。早速駿河台するがだい杏雲堂きょううんどう病院で有名な博士達の治療を受け、前後三回も入院しましたが那々なな條虫さなだむしは如何どうしても除去されませんでした。又長女愛子あいこ次男清彦きよひこも験便けんべんの結果同病どうびょうに罹かかり居ることを発見し、あらん限りの手を尽くし、方法を講じ、随分金も費やしましたが何の甲斐かいもなく、それがため三人共如何いかに注意しても寝小便ねしょうべんをすること数回、特に長男の如きは狂気じみて来るので心痛一方ひとかたならず、人知れず涙に咽むせんでおりました。


  然しかるに奇くすしき摂理の御手は私の友人を通して、大正十一年九月落合おちあい聖会に導かれ、柘植つげ先生の説教の後、子供三人に手を按つけて祈って貰もらいましたところが只ただ一回で五六年間悩まされた病魔が一時じに駆逐せられ、それ限り全く癒され、以来就床しゅうしょう前ぜんにどんなに水を飲んでも一回も寝小便ねしょうべんをしたことなく完全に癒されました。本人達の喜びは申すまでもなく私の喜びは譬たとえるものなく感謝と讃美に日を送っております。


  又大正十三年五月三男三郎さぶろうは椅子が倒れかかり右の肩胛けんこう関節骨折を起こし、素人しろうとにも明らかに曲がっておりましたが主人の反対ある中うちに骨折医に行かずして只ただ信仰に立ち祈って頂いて癒されました。又その兄に伴つれられて遊びに出いでて倒れ左の前膊骨ぜんはくこつ骨折を起こした時も柘植つげ先生に祈って頂いて速やかに癒され、その後二階から落ちて足を痛めて立てなくなりましたがその時も日曜日の神癒会に出いでて癒されました。又私自身も十数年来の蓄膿症ちくのうしょうと二十年来の痔核じかくが祈りによって全く癒され、霊肉共とも新たにせられて感謝しております。


  （四）脊髄労、脱肛


  森下為二郎


  私は本年五十一才ですが壮年時代は無病で過ごしましたが大正十一年九月二十日突然背部せぶに痙攣けいれんを覚え、身体に痛みを感じ、段々だんだん増長ぞうちょうして一年後には歩行困難となり、手先萎しびれ帯を結ぶことも出来なくなり、その間あいだ種々しゅじゅ手を尽くましたが何の甲斐かいもなく遂に三井みつい慈善病院にて脊髄労せきずいろうと断定せられ、熱心に服薬を試みその後駿河台するがだいの佐々木ささき病院、浅草あさくさ病院などにて診察を受けましたが同じく脊髄労せきずいろう及び脚気かっけとのことにて治療を受けたるも効果なく、果ては占い八卦はっけ加治かじ祈祷きとう天理教てんりきょうに至るまで迷い回りましたが何等なんらの効なく失望しておりました。


  然しかるに大正十三年の春長女の婦人病が柘植つげ先生の御祈祷おいのりによって癒されたるを見て驚き、早速落合おちあい伝道館に参り、同先生に手を按おいて祈って貰もらいましたところが驚くべきことには翌朝よくちょう何気なにげなく蚤のみを捕らえたのでこれまで自由の利きかなかった指頭しとうに力の加わったことがわかり、身体各部の機能も再び恢復かいふくし来たったことに心付こころづき、神癒の著しき効顕こうけんに驚きました。それのみならず長年便通の時苦しみました脱肛だっこうも同時に全く癒され、健康は以前に勝り毎日感謝の生涯を送っております。


  （五）急性中耳炎


  梶原志津野


  大正十三年十二月三十一日のことですが、二三日前より風邪ふうじゃの気味きみで不快を感じておりましたが突然右の耳が痛み出し漸次ぜんじ酷ひどくなり、付近の耳鼻科の医者に診みて貰もらいましたところが急性中耳炎ちゅうじえんとのことで絶対安静を命ぜられ、横臥おうがしておりましたが痛みは益々ますます激しく静かに歩む足音も響いて堪たえ難く感じました。その時私は未まだ神を知りませんでしたが神癒については著しき実例を見ておりましたから柘植つげ先生に御祈おいのりを願うように従兄いとこに頼みました。尚なおも痛みは烈しく熱も四十度近くありましたが、その日急に激痛が消え去り湿布しっぷも取って眠って仕舞いました。後で聞けばその痛みが取れた時は丁度先生に祈って戴いた時と同時刻であったので驚きました。


  翌朝よくちょう目が醒めた時は全く痛みも無くなり、気分も清々すがすがしくなっておりました。まだ病後のことで両親も心配し、外出を許されませんでしたが開かれていた落合おちあい聖会に強しいて車に乗って出席し、モ一度先生に祈って戴いたら帰りの時は歩いて帰れるようになりました。医者も意外の経過に驚きましたが決して全く癒なおったというのでない外出してはならぬ、注意せないと聾つんぼになるからと申されましたが冬の寒空さむぞら小石川こいしがわから落合おちあいまで可かなりの道を徒歩で毎日朝も晩も通いましたがそれ切きり全く癒されました。只ただ神様の奇くすしき御行みわざを驚き感謝しております。


  （六）らい病


  山本喜代一


  私の病気に気付きましたのは顔面の知覚異常から健康に疑いを起こしたのが初めでその時は十五才の春でした。一人密ひそかに憂いつつ三年は事無ことなく過ぎ学校を卒業しました。けれどもその喜びは僅か数十日にして私の身は世にも悲しむべき天刑病の宣告を受けました。それは掛けていた眼鏡めがねに脱落した眉毛の着いているのを発見したことでありました。私は今更のように驚き悲しみました、遠からず私は浅ましい姿となって世から棄てられねばならないことに定まったのです。やむなく福田ふくた秋水しゅうすい氏の高価な売薬ばいやくを服用することにしました。努力も希望も愛も私には悉ことごとく空しくなりました。一日いちじつ千秋せんしゅうの憂いを一人の慈母じぼにさえ明かし得ぬ身の悲しさ。私はやがて来たらんとする運命の秋を愁うれえて名を思秋ししゅうと改かえました。


  二年は過ぎて大正十二年の五月不思議な導きを得、初めて柘植つげ先生の落合おちあい聖会に寄せられました。私は救われました。昔も今も変わらぬ神は十字架の故に私をお癒し下さいました。私は健康体にせられたのです。そしてエス様が私の健康の保証人となって下さいました。お恵みがなかったら今頃如何いかになっておったことでしょう。思えば此の身の今斯かく在ることが不思議です。八年前の悲しかった思い出は今は恵みと変わり、現世のみならず永遠の幸いに至らしめる緒いとぐちとなったのでした。『エス様に頼りなば憂いも悩みも喜びとならん』の讃美歌を衷心ちゅうしんから歌う事が出来ます。今は教会に近く宿が与えられ業務に従いつつ聖堂に登り、幸いな信仰生活をしております。明かし得ぬ悩みを抱いて暗きに嘆く兄弟姉妹の皆福音の恩恵めぐみに浴よくせられんことを祈りつつおります。


  



  第二十九章 各地聖会に顕れたる御行（一）


  呉聖会


  呉くれ聖会は大正十二年四月三日より、柘植つげ不知人ふぢと師を迎え、各派連合にて諸般の準備をなし、呉くれ市バプテスト教会を会場として集会を開いた。師はキリスト教の真髄即ち死と甦りの奥義を遺憾なく語られ、手を病の者に按つけて祈らる。


  なかんづく八十三才の老人にて十三年間跛者あしなえとなり、諸国を巡れる居行いざりの乞食を神癒会に伴つれ来たった。柘植つげ師は『ナザレのイエス・キリストの名によって起たちて行あゆめ』と命ずるや、彼は会堂も張り裂けんばかりの大声を揚げ、躍り上がった。最早もはや乞食を止め、帰郷して神を讃ほめ称たたえて感謝の内に余生を送られよと戒め、訓さとしたところが彼は悦びの涙を目に湛たたえ、頻しきりに礼を述べていた。折おりしも周りに居合わせた数名の者によって集められた旅金りょきんを老人に手渡したれば彼押し頂きながら杖に縋すがりつつ其の場を立ち去った。人々この有様を見て悦び驚き且かつ畏れ、神を崇めた。


  この外ほか呉くれ市雨城うじょう藤本ふじもと房子ふさこ姉しは長く腸を病みおり、次第に重態となり、腸の内膜ないまくは既に腐敗して流出するに至り甚はなはだしき悪臭を放ち、医薬も効なく到底治療の見込みなく、医師も危篤と告げた容態にて生命せいめいは旦夕たんせきに迫りつつあったが、唯ただ一度の御お祈りにて全く癒され、多くの人々の驚愕となった。同姉どうしは其の後壮健の身となり喜悦と感謝をもて私は全くあの時は死の宣告を下されていた者ですから、この世の者とは思うておりませんでした。然しかるに憐れみの御手を以て斯かく癒されたるは大いなる神の御力みちからによると証しせられている。信仰も進んで栄光さかえを顕していることは誠に感謝の外ほかはない。


  その他た呉くれ市和庄わしょう通り三丁目大黒おおぐろ姉しは子宮と心臓病にて歩行さえ困難であったが癒されて痛みも止やみ、その月より妊娠し、玉の様な男子を分娩せられた。本人は勿論もちろん御主人の喜び一方ひとかたならず、神の賜たまものと深く感謝し、いよいよ奇くすしき御行みわざを讃美せずにはいられないと夫妻諸共もろとも目下もっか牧師の職に励みつつおらるる事は誠に感謝に堪たえざる次第である。


  尚なお市内岩方いわかた通り二丁目月原つきはらトヨ姉しは四五年以前より胃腸病に加えて肺尖はいせんをも病み日々少しの熱を発し、医師よりは余程よほど注意を与えられ、毎日注射を受けていたが快方に赴かず、何時いつ全快かその見込み更に付かず、病苦に悩み居たが、信仰に立ちて医師と人為的方法を断然思い切りひたすら神に依り頼んだところが一回の御お祈りにて癒され、一ヶ月後には体重一貫いっかん匁もんめの増加を見るに至った。その後風邪ふうじゃにも犯されず胃腸は全然根治こんちされ、今日で満四ヵ年の月日を感謝のうちに過ごし来たった事は大いなる神の御おん憐れみによるものと至る所にて証せられている。


  この外ほか種々しゅしゅ様々さまざまなる病の癒されたる者枚挙に遑いとまあらず、誠に初代キリスト教の復活を今新しく見るに至り感謝に堪たえないことである。（月原誌）


  広島聖会


  広島各派連合主催柘植つげ師聖会は大正十二年六月四日より天神町てんじんまちアライアンス教会に於いて開かるる事となった。既に同師によって全国各地に神の御行みわざの起こった事は喧伝けんでんせられ、殊ことに此の四月呉くれ聖会の節せつ不思議なる神の御行みわざが起こり、霊肉に関する神の救いの聖手みては加わり、屋根より落ちて手を動かし得なかった其の折れた手が癒されたとて動かし見せて証をなすもの、お医者帰りの薬瓶をさげた人の頑固な胃腸病の癒されたとて薬瓶を捨てて喜ぶもの、積年せきねんの罪の許されたとて踊るばかりに神を讃ほむる者、その光景たるや実に唯ただ驚くの外ほかなく聖書を実地に見るにあらずして何ぞ。斯かくの如き神の栄光を親しく見、又自ら身に体験せしものの証は広島に響き渡りて集会の広島にもたれん事を鶴首かくしゅして待ち望み居る折柄おりがらとて集会の初めより多くの病者は車又は担架にて運ばれ、或いは人に助けられて詰つめかけ、流石さすがの大会堂も病者をもって充みたされた。これらの病者は不治と称となえられたるものにして生死を賭して来た者の如く其のうち重症患者は会堂に宿泊し毎集会に出席するように努めた。故に会場は大半病者にて恰あたかも病院の如く病床に横臥おうがし、又は椅子に或いは人手に助けられ居る其の光景は主イエスの御在世中何処どこにても病者の雲集うんしゅうし来たれる状さまを思わしめた。又会場内は神の愛の流れ渡るありて一度会場に入れば誰しも神の愛にうたれて一切のへだての垣はこぼたれ、真に一致せしめられ、肉身の家庭の団欒だんらんといえども決して味わう事の出来ない親しみがあり、一同は唯ただ天の父様ちちさまの子供となって共に食し共に祈り共に語り讃美して集会の過ぎ行くを知らぬが如く見受けられた。


  集会は一回毎に御ご栄光顕れ、不治の病者の癒さるるものあいついで起こり、第二日目の神癒会には今朝こんちょう数年来足腰のたたなかったのが癒されたとて会場を人手に引かれて歩む者あり、漸次ぜんじ驚くばかり癒しの聖手みては加わり車にて来たりし絶対安静を要すると言われた者の数日の間に癒され電車にて出席する様になった者もあり、数えつくす能あたわざる程の聖栄みさかえを拝した。広田ひろた守男もりお兄けいも此の集会にて一枚の広告ビラを道にて拾うて来たり、不治と宣告せられた結核が癒されたという。斯かくの如くして遂に予定の七日間終わるも病者はそれからそれへと聞きつたえ市中のみならず遠く田舎より来たり詰めかける有様、集会時どきは天神町てんじんまちはかなりの通りであるが人山を築くという有様にて閉会する事能あたわず、更に二日を延ばし、尚なおその光景ますます盛んになり、讃美の声と手を打つ音は堂を圧し一見物凄き有様にて一友人の来たりて神の栄光と聖潔きよきにうたれて神のある事すら信ぜない者が畏れおののきて帰るなどのこともあった。また一度場内を流るる愛の空気にふれたものは到底その場を去るに忍びず帰っても家に居れずして再び来たる等とうの事もあった。病者はテキパキと癒され種々しゅじゅの問題に苦しんでいるものの問題は直ちに解決せらるる等とう、神の御お働きの顕著な事はとても述べつくす事能あたわず、恵まれた者はその日から行軍に加わって市中に於いて証をなしたためますます人々は加わり、又も閉会しがたく切なる要求に応じ最後に尚なお一日を延ばし都合十日にて一先ず集会をとづる事になり、先生方がた一行四人の方は十四日夕の列車にて帰京せらるる事になった。広島駅頭えきとうは恵まれ癒された人々にて山をなし、人々はハンカチを振って列車を追いてプラットを走り列車の眼界がんかいを没するもなお去るにしのびざる有様であった。


  癒され恵まれし人々（記憶をたどりて）


  瀧内たきうち姉妹市内十日市とおかいちの人肺結核癒さる。


  屋代やしろ兄弟口腔こうくう中ちゅうの腫れ物たちどころに癒さる。


  山崎やまざきこま姉しの事、こま姉しは広島市大須おおす町戸井とい亀太郎かめたろう氏の付近の人にして此処ここ数年前ぜんより足腰が立たなくなり医者からも不治と宣告せられたものであったが戸井とい氏に連れられて来たり不思議にも翌日早朝たちて歩む様にせられた。


  広田ひろた守男もりお兄けい、聞けば兄けいは大阪の有名なる専門医師に不治と宣告せられた程の重症の結核にて全治の見込みなきものであったが、或る日道路に落ちていた広告により聖会を知り来たりて瞬間の間あいだに癒されたという。


  安田やすだリキ姉し、十数年家より一歩も外出すら出来なかった身の全く癒され強められて聖会中二十数町ある所より出席せらるる程になった。その後一ヵ年あまり過ぎ京都にて会うた時見違える様になり血色も大変よくなり、唯ただ専心せんしん彼かの時に受けた神の恵みを感謝しておられた。


  石川いしかわ富貴子ふきこ（母君よりの手紙のまま）此この度たび先生のお証あかしの書物が出来ます由よしそれにつきまして当地にての御栄光の現れし事どもを知らせよとの事ですが何分なにぶんにも数年たちし事でも御座いますし、私の近頃の物忘れは教会でも有名で御座いますのでハッキリいたした事は分かりませんが富貴子ふきこにつきて大略たいりゃく申し上げます。聖会のある二日前から盲腸炎にかかりまして発熱三十九度五分もあり医師は絶対安静せよと申し両便りょうべんをも取る有様でしたが私教会にまいりまして柘植つげ先生にお祈りを願いましたら明日は是非連れて参れと申されましたが何分なにぶんにも食事もとりませず高熱でしたので不信仰の私は余り進めませんでしたが本人は必ず癒されると申し人力車で二日参りましたが余り障さわりません様でしたので翌々日は教会に泊まりました。先生にお祈りを願いました其の翌日には電車でまいりまして往復殆ほとんどど八丁余よも歩行致しましたが何のさわりどころか熱も平熱となり腹部の痛みも取れ只ただ感謝致しておりましたが、二日程して医師に診断して頂きましたら盲腸炎のみならず腹膜炎も胸部の少しの故障も皆悉ことごとく癒され居ると申され本人はもとより親の私の喜び何とも申し様も御座居ございませんでした。只ただ感謝の涙にむせぶのみでした。私も不信仰の罪を悔い信仰に入いる様になりました。（その時まで母君は未信者でした。）


  波田はだ哲二てつじ　私が恵みを受けて召しの声をきき一切をすてて主にお従いしたのは広島の聖会からです。私は呉くれの四月の聖会で実に今思うても不思議としか思えない体験をいたしました。土曜日一日じつと思うたのが遂に聖会の終わるまで月曜日までも止とどまりそれも広島から仕事の間に通うというまでになり月曜日には遂に不思議なる神の聖業みわざにあずかり身も魂も今日までのものではなく思いから考えまで一変されました。そして六月の聖会を待ち望んでおりましたところ、四日から開かれ会期中比治山ひじやまの上の徹夜の祈り会中妙たえにも神様は御おん働きなさいまして今日までの一切を悔い改め、またその時に一人の兄弟の悔い改めるあって二人相あいいだいて感謝の涙にくれた事があります。それから谷の中にころげ落ちる様にせられてつれて行かれ只ただ主の臨在に頭もあがらずして数時間倒れていました。遂に主は召して下さいました。私の聖会で受けた恵みを数えれば大変なものであります。今日まで悩まされて居た神経衰弱、腎臓炎、脚気かっけ等とうの殆ほとんど全治せない数年長きは五六年苦しんでいた病の癒された事、今日まで解決のつかなかった一切の問題に解決のついた事、しかし第一の恩恵めぐみは献身の召しをうけた事であります。これは聖会の第一の恵みであります。


  広島の聖会は実に今思うても驚くべき聖会であった。私の友人の無神論者は遂に神をみとむるに余儀なくせられた。神癒の栄さかえも毎集会百人位の人々が癒しの座に出いで悉ことごとく見る見るうちに生命いのちの這入はいるのをみて驚いた。恵みを受けた人々の名も知らず一々名のみにてもあげ得ない事は一つの残念である。（波田哲二誌）


  



  第三十章 各地聖会に顕れたる御行（二）


  姫路聖会


  大正十二年初めて武徳殿ぶとくでんに於いて柘植つげ先生の第一回聖会の開かれたのが導火線となり、小国おぐに病院長一家の祝福となり、爾来じらい藤村ふじむら大平おおひら師を遣わされて同家一属の信仰を堅うせられ、次いで同病院付属の産婆さんば養成所及び病院の人々を合わせ十八名の魂が主に導かれ、之が当地の群れの基礎をなすに至った。


  遂に同十四年十二月六日より第二回聖会開かる。その五日間の集会に於いて新しく導かれた人員は百五十二名あった。その内より信仰堅うせられた者が相あい加わって、信仰に冷淡極きわまる所と言われていた姫路市の一角にも遂に伝道館の仮設を実現するに至った。その後大正十五年九月までに九十名以上のもの加わり、毎集会者六七十名を算するに至り、いよいよ仮伝道館の狭隘きょうあいを感じ、新築の議ぎ起こり、同年十月二十一日じつ新築なって献堂式を挙ぐるに至った。同時に三日間柘植つげ先生によって聖会開かれ、聖霊の御おん働き著しく癒さるる者、救わるる者多く起こり、大いなる栄光を拝した。図はからざりき、これが先生最後の聖会とならんとは………（皆川栄四郎誌）


  大阪泉尾聖会


  大正十三年頃、この地方の純福音を慕える群れは牧かう者なき羊のような状態で、魂の飢え渇き甚はなはだしき矢先やさき、主は柘植つげ先生により各地方に於いて大いなる御栄光を顕し着々ちゃくちゃく勝利を得られつつあることを仄聞そくぶんし、同先生にお願いして、大正十三年十一月泉尾いずお福音教会にて第四回関西リバイバル聖会を開いて頂いた。


  その時の標語は『視みよ我万物を新たにせん』であった。聖会は会毎ごとに栄光現れ十字架の真理は輝きて、今まで各自のあやまれる信仰は打ち砕かれ、全能の神を信ずる信仰は一同の肉碑にくひに刻み付けられた。聴衆は満堂に溢れ、外部行軍に於いても嘗かつて見た事のない驚くべき光景であった。驚嘆すべき御行みわざ顕れ、日延ひのべの余儀なきに至り、六日間を八日間に延ばした。この聖会の結果、純福音を慕う者は一つの群れとなり、ここに泉尾いずお基督伝道館を設立するに至った。


  大正十四年三月二十三日より新しき所を求めて、再び柘植つげ師の聖会開かる。その時の標語は『我を仰ぎ望めさらば救われん』であった。集会は銀行跡の階上にて開かれ、実に凄まじき光景となった。『エスさまにたよりなばうれいもなやみもよろこびとならん』との讃美に合わせて手を打つ喜びの力に二階も落ちるかと危ぶまれるほどであった。その時よりこの歌はこの地方に伝わり広がった。


  この聖会にて重荷は去って喜びとなり、神の子の信仰は印刻せられ、癒さる者も多くあった。難症の歯痛しつうが直ちに癒され、ヂフテリヤの癒されたるもあった。その時の決心者は百七十名、神癒を受けた者四百名、最後の証し会の時、救われ、恵まれ、癒されたる証の数すう八十名あった。続いて同年八月二十三日より実業会館に於ける大阪リバイバル聖会となった。（田添幸雄誌）


  粉浜聖会


  粉浜こはま基督伝道館設立後、最初の聖会は大正十二年八月二十日より七日間柘植つげ先生により、堺さかい市大浜おおはま公会堂に於いて開催された。当時は落合おちあい本部の他に粉浜こはま基督伝道館が設けられたばかりであった関係上、京阪神けいはんしんは勿論もちろん、東京、信州、岡山、広島、熊本など随分遠方より熱心な諸兄姉しょけいしが集まった。集会は主として信者の為ためであった都合上伝道的集会はなく、聖別神癒の両方面であった。然しかし毎回集まる者多く殊ことに夜の集会には満員の盛況であった。救わるる者、潔きよめらるる者、癒さるる者多く其の数は夥おびただしきものであった。かく報告を為なす事と知って居ればもっと詳しく記しるし置くはずであったが前途を弁わきまえざるためとはいえ残念な事をしたと思う。かかる聖会は其の当時関西には未いまだ見た事がないとは年経へたる信者達の風聞ふうぶんであった。殊ことに神癒に驚くべき聖栄みさかえが顕れた。それは感謝会の証詞あかしの時に人々の証詞あかしによって知られた。


  又ある人は東京の聖会でも見られぬ御栄光を拝し、主が右に居給うダビデの経験を与えられたと感謝していた。宿舎は会場を離れた北波止場きたはとば松波楼しょうはろうであったので夜遅くまで祈る場所が与えられ、受けた恵みを祈りの内に堅くせられ深くせられた。為ために聖会後も聖栄みさかえが顕れ各地より礼状が多く寄せられた。又この聖会後各地方に新しき霊の飢え渇きが起こって聖会開催を要求する者が多く起こった。これを見ても如何に著しき御栄光が顕れ、聖工みわざが起こったかを悟る事が出来ると思う。栄光を主に帰きし感謝して止やまぬ次第である。続いて翌年一月八日より八日間に亘わたって堺市北波止場きたはとば松波楼しょうはろうに於いて新年聖会が開かれた。柘植つげ師はこの聖会の最初軍旅ぐんりょの将しょうなる主に遭いて此の主によって立ち上がられた。主が幻のうちに顕れ給うたとは柘植つげ師の証詞あかしであった。さればこの聖会は主の聖会で誰の聖会でもなく、この戦いは主の戦いで誰の戦いでもなかった。されば厳寒げんかんの折おりであり場所も人里離れた所であったにも拘かかわらず主を愛し求むる熱心なる諸兄姉しょけいしは寒風かんぷうと戦い長途ちょうとの旅も意とせずして集まった。


  そして熱心に主を求めた。主は柘植つげ師を通して洪水の如く溢れて渇ける霊魂たましいをうるおし、飢えたる霊魂たましいを満たし、死せる霊魂たましいを活かし焔ほのおの如く燃え上がり、眠れる霊魂たましいを燃やし給うた。殊ことに柘植つげ師が満たされた時誰も教師を見る事できぬまで輝きて我もなく世もなく主のみ在いませりと云わしめた。この聖会中かかる事がしばしばであった。多くの信者は潔きよめられ、新たにせられ、多くの病者は癒され著いちじるしき御栄光を拝した。宿舎の人々も驚いてあなた方の神様は活きていなさると云うていた。この聖会後関西の霊界に一大革新が起こされた。栄光を主に帰きし感謝して止やまず。（大平春弥誌）


  大阪リバイバル聖会


  大正十四年八月二十三日より三十日まで八日間に渡って、大阪東ひがし区内本町ほんまち実業会館に於いて大阪リバイバル聖会が開かれた。この集会は主として二百七十万を以て算さんせられている大だい大阪の市民に活ける神の福音を伝えて全市民を活けるキリストに導かんための集会であったが、朝は祈祷会、昼は神癒会、夜は伝道会という順序であった。余り大々的の集会であったために大阪四基督伝道館は勿論もちろん東京より多くの助け人が来たり、各地の同信者の応援軍が加わって集会の二日前より広告のために大行軍をなした。最初より勝利が与えられ祈祷は応こたえられ、天候は祝しゅくされ行軍も祝しゅくされた。集会前ぜんも集会中も行軍は恵まれた。殊ことに終わりに成るに従って行軍に加わる人が多く成った。これ集会に恵まれて喜びがあふれた結果で、たまらない思いをして此の福音を伝えずば止やまずと云う意気込みであった。この喜びに溢れた人々が手に手にタンバリン旗はた、夜は提灯ちょうちんをもってラッパの声に合わせて、さんびかを歌いながら市中をねり歩く光景は到底他に見られぬうるわしさであり、勇敢さであった。為ために市民は驚いて道の両側に真っ黒に立っていた。いよいよ集会の開かれるや、広告を手にした市民は汐うしおの如く群れ集うて、流石さすがに広い会場も満員と成った。柘植つげ師は聖霊の能力ちからをもって福音を伝えられた。余り勇ましいので此のヤソは違うと云うて驚いていた。主は毎夜多くの人々を送り給うて多い時は一千人以上であった。この集会を通して救われんため決心した人は約四百名であった。朝の集会は信者の歩むべき信仰の途みちに付き導かれて信者は非常に恵まれた。昼の集会は神癒の集会であって多くの病者がいやされ、恵まれ驚くべき栄光は顕れた。（大平春弥誌）


  尼崎聖会


  尼崎あまがさきに於ける聖会は大正十四年六月二十二日より五日間同市大物おおもの日曜学校にて開催せらるる事となった。吉川よしかわ兄けいに案内せられて先着の四名はビラを手にして雨模様の見知らぬ市中に神の招きを伝う。夜分やぶん雨の晴るるをまちて再び行軍、今度は当地の信者及び大阪よりの来援ありて勢い頓とみに加わり、一同リバイバル唱歌の三番を楽器の音ね勇ましく声高らかに叫び歌う。市中の空気は異様に緊張味みを帯び来たり、市民堵列とれつの中を行軍し人口四万の都市戦わざるに陥落せるの観かんありて士気大いにあがる。


  二十二日午後先生一行来尼らいにせられ、陣容全く整い戦機の熟するを待つ、午後六時いよいよ戦いの火蓋ひぶたは切って落とされ、会場手狭きを覚えるほどの会衆は初めよりすでに酔わされたるものの如し。講壇より流るる活ける生命いのちの水はますます流れて今日まで求めて得ざりし魂の飢え渇きを癒して余りあり、一同すでにあけるものの如く改心者を募つのりしに四十名、翌二十三日より午前午後に亘わたりて三回の集会あり、神癒会に於いては癒されるもの多く中に肺結核の癒されしあり、又十数年病のため電車などの乗り物に乗りし事なく歩行も自由ならざりしものの癒されて感謝するもの其の他限りなく、また聖別会伝道会にありては多年の信仰益なかりし信者の新しい光に接し、生命いのちをうけて喜ぶもの永年ながねんの罪の責めより救われて見るがうちに性状性格の変化せしを感謝するもの等とう不思議なる神の栄光を拝し新たに救われしもの百五十余名、遂に神の御おん導きにより日曜学校主なる渋谷しぶたに兄けいは従来の教会より脱会して純福音教会の信者となり校舎を神に捧げて同市に伝道を望むに至りし程ほどなりき。


  第二回は大正十四年十一月八日より五日間市の中央なる図書館楼上ろうじょうに於いて開催せらる、第一回に勝まされる聖会にて会するもの三百名以上一日二回の行軍は各地より応援せられし人々にて二百名ばかりその長さ一丁に垂々なんなんとする大行列にて市民の心を奪いいよいよ会衆を加う。伝道集会に神癒会にそれぞれ栄光を拝し、有名なる病院にて不治と宣せられし脊髄病の癒されしものを第一として非常に多くのものは神の恵みをうけ救われしもの百六十名今日の尼崎あまがさき基督伝道館の基礎は前二回の聖会に救われ癒されし者によって成立せしものなり。（波田哲二誌）


  京都聖会


  柘植つげ先生の京都聖会は大正十三年七月十五日より十五日間、今の伝道館の敷地に天幕集会を開いたのが本隊の働きとしては初めであった。事をなして之をとぐるエホバとの御言みことばを与えられ、この周りの山々より偶像を以て威喝いかつせられている町、日本諸宗教の本源地ほんげんちたる京都、抜いて植えられ、毀こぼちて又建てられずば止やまじ（エレミヤ一・十）との信仰を与えられ、炎熱焼くが如き中に市中を行軍し、神の臨在は天幕を蔽おおい町々にも輝いた。午前の神癒会に於いて癒さるる者ぞくぞく起こり、神の現実なる御お働きを拝して驚くの外ほかなかった。諸医学者より不治と認められ、又自ら大学の教科書によって病理を研究して治療に努めたるも癒えなかった永年ながねんの脊髄労せきずいろうの病者豊永とよなが源七げんしち兄けい、片手不随の野崎のざきソノという子供の方かたなどの癒されたるも此の時であった。付近の看護婦会員にして一時じに急性腹膜炎、盲腸炎、両方肋膜炎、心臓性脚気かっけ、横隔膜麻痺及び卵の中毒の六種の病で倒れていた大月おおつきすえ姉しの如きは他の兄弟が行って祈った時全く癒された。それらはここに満ちたる主の臨在の波動であった。


  改悔者かいかいしゃは三百余名であったが、日数が長かったので改悔者かいかいしゃは別に第二の集会を開きて養成し、救いを堅うせられ、又他教会に通っていて救われていなかった人々も多数救われて此の群れに加わり、ここに京都の群れの基礎が据えられた。


  同年十月三十一日献堂式と共に五日間の聖会開かれ、栄光の御行みわざは更に進んでリバイバルの光景となり、改悔者かいかいしゃ百二名、この時も癒さるる者多く起こり、悪性腫瘍で長く臥していた市外花園はなぞの村広瀬ひろせ正次郎しょうじろう兄けいは自動車で運ばれたが直ちに癒されて帰りには自転車に乗って帰った。又京都産院の入院患者大鹿おおしか君枝きみえ姉しは産後の子癇しかんで絶望となり、人事不省となっていたが、この聖会の出席者二人が病室に行って祈った時、忽たちまち癒され医学者達の驚きは一方ひとかたでなかった。これも聖会中に於ける主の臨在の波動であった。


  斯かくの如く聖会は度どを重ねて大正十四年四月十三日より五日間三條さんじょう青年会館に於けるリバイバル大会となった。主の臨在に輝き、恩寵に満たされたる数百名は手に手に十字架の旗を振りつつ全市に行軍し、眠れる市民もこれがため醒さめ会衆七八百名を算さんし、決心する者三百六十八名、青年会館創立以来宗教の集会に於いて今回の如き盛んにして聴衆の充満したことなしとは同館幹事某ぼうの言げんであった。又この集会に各教派の人々も多数来たって大いなる感動を受け、所属教会を動かしたという。三條さんじょう通り某ぼう饅頭まんじゅう屋の主人は日々この行軍隊の熱誠ねっせいなるを見て感激し、その労を慰いせんとて饅頭まんじゅう数百を献げられたるを見ても如何に市民に感動を与えられたるかを知ることが出来る。


  かくして京都の聖会は天幕と共に第七回を重ね、改悔者かいかいしゃ千五百名、難症不治の多くの病者癒され、主の聖名みなは高らかに崇められている。（西條弥市郎誌）


  



  第三十一章 各地聖会に顕れたる御行（三）


  山陰聖会


  この地方は日本に於ける純福音の開祖ともいうべきバックストン師の永く止とどまって祈られた所であるが、その後生命いのちの潮流絶え、魂は涸渇、衰頽すいたいしていた。大正十三年十二月、アクラなる横濱よこはま捨四郎すてしろう兄けい、四人の青年達と共に境町さかいまちに着ちゃくし、普あまねく行軍して聖会の準備をなした。見るからに疲れたる者、重荷を負える者の充ちたる地方であると感じた。柘植つげ先生の聖会は砂漠に川流るとの御おん約束の通りで今まで涸渇していた霊界は俄然がぜん復活して驚くべき聖霊の大氾濫となった。初夜にコリント前書一章十八節によって十字架の真理は開かれ、生活に疲れ、病に悩み、罪に苦しんでいた涙の谷は喜びの泉と化した。神癒に於いては子宮癌の癒されたる者あり肺結核の者数人癒されたるあり、最後の日に中風ちゅうふうの病人運ばれ来たった。先生はナザレのイエス・キリストの名によって立ちて歩めと権威ある言ことばを以て命じた時に立ち上がりて一同の驚きとなった。改悔者かいかいしゃ百八十一、献身者五十名もあった。


  其の後純福音を慕う群れは無牧の状態にて、某ぼう別荘に集まって歌い祈り、小さき使徒時代の群れの如くあった。翌年東京の新年聖会に十数名出いでここに聖霊に満たされて帰り、更に燃え上がりて遂に伝道館の設立となり、伝道者も遣わされ、その波動が渡村わたりむらに及んだ。小野おの製紙所にて集会中、迫害起こり、棒や石を投げる者あり、唾を吐きかけるあり、暴言を吐くあり、我等は只ただ忍んで通過した。


  次の聖会は大正十四年六月十日より五日間境町さかいまちに開かれた。市中に出した広告は剥ぎ取られ、新聞に出るやら、暗澹あんたんたる雲行きであったが、この力ある福音の声に静められて迫害も止やんだ。その間に主の愛に励まされて献身者も起こった。


  九月二十三日より鳥取市公会堂に聖会を開くに至った。この地は無頓着な地で見込みなしと言う者も多かったが、信仰を以て始めた。大濱おおはまの聖会の時、結核患者の癒されたる者あって待ち望み居り、予想に反して驚くべき盛会となり救わるる者三百名、痔瘻じろう、肺結核、三叉さんしゃ神経痛などの難症者の癒さるるあり、その結果伝道館の設立となった。


  大正十五年二月藤村ふじむら師、境さかい及び渡村わたりむらにて集会せられたが、その時渡村わたりむらにて行軍の二日目に大迫害起こり、竹槍を持ち来たる者あり、便所に突き落とさるる者あり、桑畑に倒し土足を以て踏みつけて『感謝せよ、感謝せよ』と嘲あざけるあり、楽器や提灯ちょうちんは破られて仕舞った。集会始まるや、土を投げ込む、竹箒たけほうきを以て向かい来たり、ガラス戸は破れ、その破片で負傷したる者も起こった。更に説教中灰玉はいだまを投げ込み会場は灰の煙に満ち、戦場の如くなり、集会は中止のやむなきに至った。この民は尚なお去らず、牧師を引き出せと叫んで止やまず、代表者六名を出して藤村師と会見、その間信者は一室に籠もって使徒行伝四章の如く祈った。その結果一先ず引き取った。その後毎週集会を続けていた。覆面して笛、太鼓で妨害し来たったこともあったが、その危険の中うちにも守られた。三月十八日夜よ十時頃より再び大迫害起こり暴風雨に係わらず、村民は石を投げ、ガラス戸を悉ことごとく破壊し、私は押し入れの中に隠れて三時に至った。一先ず静まったから帰らんとて戸外に出いづれば尚なお村民は待ち伏せていた。この迫害は新聞に出いで全国の注意を引くに至った。


  大正十五年十月十三日より三日間三度みたび聖会を開き、大いなる栄光を拝し、七十一名バプテスマを受けた。この火は山陰各地に飛び移り、特に米子よなご、松江まつえ、島根半島に多くの主の民は起こって山陰リバイバルを祈りつつある。（折瀧鶴次郎誌）


  名古屋聖会


  当地聖会は大正十四年十一月二十四日晩より二十六日晩まで三日間七回に亘わたり基督教青年会館小講堂に於いて開催せられた。何分なにぶん当地にては柘植つげ先生の聖会は始めての事とて、殊ことに僅々きんきん三日間にて十分なる主の聖業みわざを拝する事を得うるやを危ぶまれたるも、主は多くの兄姉方けいしがたの熱心なる祈りに答え給いて、思いに優る業をなし給いし事は、感謝の外ほかはない。最初の晩は伝道会にして空気は重かったが、二日目の午前の聖別会より聖霊は著しく働き初め給いて、聴衆の心に流れ渡り、三日目に至って更に著しく聖霊の御お働き加わり、夜の集会にはコリント前書一章十八節を中心として、十字架の奥義と真理について説教せられ、一同恵みに満たされ最後に先生の講壇より歌い出されたる、ああほめよたたえよ、主エスの血しおはすべてのつみより、われをさえきよむ、の歌に和して、会衆一同合唱し、十字架の御血おんちを崇めて大讃美の中うちにこの聖会を終わった。


  ちなみに佐伯さえき先生は京都よりわざわざ来名らいめいせられ、二十六日午後の神癒会及び夜の伝道会に臨んで、神癒に関する証詞あかしをせられ、聴衆を励まされた。


  二十五、六両日の神癒会に出席して神癒を求められたる兄姉けいしは五十名内外にして、両夜りょうやの伝道会に於いて決心カードに記名せられし者三十一名であった。


  今左さに神癒の聖業みわざの確然かくぜんたるものを挙ぐ。


  宮内みやうち静枝しずえ姉し（十一歳）中耳炎にて両耳の鼓膜破れ、医師に見放されたる程なりしも、完全に癒された。


  横井よこいつまえ姉し（二十六歳）喉頭こうとう結核にて重態、医師より既に死の宣告を受けられた程なりしも、神癒の信仰を与えられ、聖会の終わりには会場にて床の上に座し拍手して主を讃美せられた。その後今年こんねん一月落合おちあい聖会に出席せられ、更に恵みに進まれしも、去る五月十六日主は聖国みくにに召し給うた。


  宮内みやうち多津子たづこ姉し（三十二歳）極度のヒステリーにて夜は安眠出来ず悩みおられしも、この聖会にて霊肉全く新たにせられた。


  波田野はたのさく姉し（四十五歳）腹部に一種の塊ありしも（病名不明）神癒によりて跡形あとかたもなく除去せられた。


  吉原よしはら栄四郎えいしろう兄けい（五十歳前後）面中めんちゅうにて二回の神癒会に出席神癒を求められ、聖会後誰しも一見して心付く程度に癒された。（内藤郁蔵誌）


  飯田聖会


  この地は不思議なる魂の要求あって多くの純福音の器も送られたが、大正八年柘植つげ先生を送られ、驚くべき栄光を拝した。いわゆる大正八九年のリバイバルはこの地より破れ始め、後のち東京に移ったのであった。久しく渇きて求めつつ在った魂の深き欲求は先生によって初めて満足した。以来他の人を要せざるに至り、度々たびたび聖会を開いて先生を煩わした。


  その後純福音を慕える群れは魂に傷手いたでを負い、霊的飢饉に遭遇し、遂に大正十三年二月、教会教派に係わらず、町の空き家を用いて聖会を開いた。その時傷手いたでを負える魂は雲霞うんかの如く押しかけ来たり、物凄き光景を呈し、多くの救わるる者、癒さるる者起こり、先天性右足うそく関節脱臼だっきゅうで不具者になっていた人の足が直ちに癒されて人々の驚きとなった。この聖会の時より百五十二人猛然立ち上がって、新しき群れをなしここに伝道館の建設となった。


  次に同年七月聖会開かれ、更に信仰は堅うせられ、安達あだち世殷つぎただ兄けいは六年間病床に呻吟しんぎんしていたが一度の祈りによって癒された。これを見て家族も救われ、大いなるキリストの聖名みなは崇められた。十月には姫城きじょうホテルに於いて大々的伝道集会を開き、四大問題をかかげて、盛んに行軍し町と近村きんそんの人々に大いなる感動を与え、町の人々は『町を覆す者来たれり』と評したという。


  越えて大正十四年一月すでに新会堂建築せられて献堂式と共に新年聖会を開き、『我を仰ぎ望め、然さらば救われん』との言ことばは驚くべく働きて、一同の信仰は新たにせられ、リバイバルの光景となった。十四年七月、更に聖会を開いた。その時バプテスマを受くる者九十七名、救わるる者、癒さるる者飯田いいだ及び近村きんそんに多く起こり、その結果山吹やまふき、飯沼いいぬま、松尾まつお、江戸町えどまちに集会を開くに至った。その後中澤なかさわ、伊奈町いなまち、遠山とおやまなどにも群れ起こり、その他上下じょうげ伊那郡いなぐん各地に飛び火して燃えつつある。特に教育者の方面に大いなる感動を与え、教育者にして救わるる者ますます増加しつつあるは喜ばしき現象である。（藤村壮七誌）


  千代聖会（信州下伊那郡）


  柘植つげ先生の千代ちよ聖会は大正十四年三月九日より三日間、米川よねがわ区一里喜多いちりきたに於いて開かれ、始めの一日じつの予定であったが、集まる者実に三百余にして驚くべき神の御行みわざを拝し、予定は変更せられた。集まる者日増しに増加し、家の内外に充ち、床を踏み抜くという状態であった。当地の如き至って信仰心なき、眠れる村民の目を醒まし求道者百十二人を出いだし、中には八十歳の老人にして三十五年来の金光こんこう教信者なりし者が断然偶像を棄てて、主を信ずるに至りたるなど実に著しき神の御お働きであった。


  この山間の僻地へきちに神の貴き御おん僕を遣わし、事を始め給うた神はそのままになし給わず、直ちに伝道館の建設となり、肺病、肋膜炎、子宮癌など不治の病者は癒され殊ことにらい患者の禿頭とくとうに黒い髪を生じ散髪をなすに至りたるなど人々の驚きとなった。（小島千代吉誌）


  



  第三十二章 医家の見たる神癒


  京都佐伯病院長　佐伯理一郎　誌


  私は柘植つげ先生を以て世にも比類稀まれなる聖霊に満たされたる方であると信ずる。その信ずるに至りたる源は全く神癒についての驚くべき御行みわざであるから、ここに私の実見したる最も驚くべきものを少しく挙げて証あかしといたしたいのです。


  （一）不眠症　大正十一年八月私の最も愛する親戚の一男子だんし（五十四歳）数ヶ月不眠症にて苦しみ京阪神けいはんしんは申すに及ばず東京迄も行ってあらゆる専門大医たいいに治療を受けしも頑がんとして更に全癒の兆ちょうなく日々重おもり行くのみにてこのままに打ち捨ておきなば精神に異常を来きたすに相違ないから、私も気が気でなく思い煩う中うち、大阪に於いてらい病が癒されたという話を聞き半信半疑ながら兎とに角かくその柘植つげ先生とやらに一度祈って戴きたいと思い、本人を伴い有馬ありまの修養会に行き只ただの一度祈って戴きましたところ、驚くべし、それきりあの頑固なる不眠症が全く癒され其の夜よより高鼾たかいびきにて数時間安眠する様になり、今に健康にして幸福なる生活を続けております。


  この事ありて以来私の神癒に関する信仰は判然はんぜんとなり、人々にも勧むる事を得うるに至りました。


  （二）肝臓悪性腫瘍　これも私の最も愛する親戚の一男子だんし（八十一歳）数ヶ月前より肝臓部に固き腫瘍を発し食欲も衰え、血色も勝すぐれず、幸い東京の事なればあらゆる専門の名医に診察を受けしも其の診断一致せず。或る人は癌ならんと言い或る人は悪性の腫瘍には相違なきも判然たる診断つかずと言い、兎とにも角かくにも老人の悪性腫瘍にてとても永くは持てまいとの事を聴き、早速柘植つげ先生の事を申して遣やり一日も早く祈って戴かれよとすすめしところ、親類も早速その通り信じて柘植つげ先生に御お祈りを願いしところ、これも一度の御お祈りにて本人が其の座にて直ちに癒されたりと言い表したるにより、親戚の者ら局部を検けんせしに驚くべし、その腫瘍が全く形を見せず、殆ど瞬間に消散して仕舞った。余りの不思議さに、初めにこれを診察せし医師達に念のために診察してもらいしところ、何いづれも異口いく同音どうおんに腫瘍が全く消散せし事を証明し、（中なかにて一の外科医は余りの不思議さにあれは胆嚢たんのうにガスでもたまり、それが精神感動により一時じに何処どこかへ駆逐せられたのではないかとの想像をなした。）その後一切医者にもかからず矍鑠かくしゃくとして米寿べいじゅを待ち望み喜びおれり。


  （三）眼中がんちゅうガラス片竄入ざんにゅう症　私の六男（十四歳）物理学復習のためガラス管に水を入れ、火に熱してガラスの膨脹力を試みんとせし際、そのガラス片左の眼中がんちゅうに飛び入り、深く前房ぜんぼう中ちゅうに在り、肉眼にて能よく之を見ることを得う。直ちに京都府立医科大学の増田ますだ眼科部長に摘出法を頼みしも容易に目的を達すること能あたわず。その後三四日間毎日試みられしも遂に摘出すること能あたわず。然しかるに少しく読書する時は直ちに疼痛とうつうを感じ、且かつ充血も加わって、涙液るいえき流れ出いで勉学すること能あたわず。もし深く切って手術せば摘出することを得んも左さありては交感性眼炎がんえんを起こして、他眼たがんをも併あわせて失明に陥るの恐れあり。故に主治医も躊躇して如何にせんと困りおる際、幸いにも柘植つげ先生の入洛にゅうらくあり、よって直ちに御お祈りを願いしに驚くべし、さしもの難症も立ちどころに癒いえ、その後今に至るも異物はなお眼中に残りおるも病気はすっかり癒され、眼について何も苦痛を訴えた事はありません。


  （四）子宮筋腫（出血）　三十九歳の既婚婦小さき筋腫きんしゅありて出血甚はなはだし。如何なる治療も之を止とどむる事能あたわず。然しかるに只ただ一度柘植つげ先生の御お祈りを願い爾来じらい一切出血せず、この類るいの患者は他にも多くあり。


  （五）更年期出血五十五歳の多産婦。更年期となり、出血多くして医治いじも如何いかんともすること能あたわざるもの御お祈りにより止血、之また再発せず。


  （六）癌種


  （イ）乳癌　五十歳の経産婦大正十四年五月初めより肩凝りを感じ、且かつ乳房にゅうぼうに異常あるを認め、一ヶ月の後、京都府立医科大学病院に行き宇野うの博士の診察を受けたところ、乳癌との診断にて即時に入院。翌日手術を受け、左乳房にゅうぼうを始め両腋下腺りょうえきかせん並びに頸腺けいせんと合わせて六個の腫瘍を切除せられ、経過も善くて十二日目に退院せしが未まだ内部の水脉腺すいえいせんに転移があるとの診断にて退院後も引き続きレントゲン治療に通い、やや快く感じおりしも、八月二十日に至り再び肩凝りを感じ、即日同病院の診断を受けしに矢張やはり癌の所為しょいとの事にて頸腺けいせんを多数摘出せられた。それよりは深部にて到底外部より手の付け様なしとの見込みにてラジウム治療を施される事となり、一度に四時間づつ四回施されましたところ、それにても快方に向かわぬのみか之がために大いに火傷かしょうしたり。最後に九月二十二日第三回目の手術を施さんとて頸腺けいせんを深く摘出せられんとせしところ、手術中衰弱のため卒倒し、為ために中途にして止やめられたり。


  ラジウムの火傷かしょうは其の後ますます増悪ぞうあくし如何ともせん術すべなかりしかばむしろ死したる方ほうまさるらんと思うことも屡々しばしばなりし折柄おりがら、柘植つげ先生の聖会あることを聞き十四年の十月二日を初日として毎日出席せしに、第三日目にちめの神癒会にて確かに癒され、それよりさしもの大病も日に日に快よくなり、数日にして殆ほとんど元の健康に復し、爾来じらい一ヵ年半余ここに再発の兆きざしもなく愉快に感謝の中うちに日を送りつつあり。


  （ロ）子宮癌　三十八歳の既婚婦、大正十年神戸に於いて英医マンロー氏により、末期の子宮癌と診断せられ、最早もはや手術の時期も後おくれたりとの申し渡しを受け、悔しき日を送る内、はからず柘植つげ先生の神癒の話を聴き驚きて先生に御お祈りを願いしところ、両りょう三回にして斯かかる難症も忽たちまち癒され、爾来じらい再発せず。大正十五年余よは小国おぐに院長と共に診察せしところ、ポルチオに些少さしょうの瘢痕はんこんを遺のこせしのみにて全快し居たり。


  （ハ）子宮癌　三十六歳の経産婦、膣部ちつぶに飜花状の癌腫を発し、姫路小国おぐに国手こくしゅの診察治療（ラジウム）を数回受けたる後、柘植つげ先生の御お祈りを願う。数週にして全快す。数週後小国おぐに国手こくしゅと立ち会い診察せしに少しも其の痕跡こんせきだになき迄まで全快せられたり。


  （ニ）胃癌　五十二歳の男子（先生御自身）大正十四年十一月初めて黄疸おうだんを発せられたので気が付き、密かに御容体を承うけたまわるに消化不良、食欲欠損等とうの症候は余程よほど前より之ありたりとの事なり。大正十年夏余よの始めて先生に御逢おあい申せし時より先生の御お顔色はカッケキシー（悪液質あくえきしつ）なりと信じたれば、胃癌も恐らく其の以前より既に萌めざしおりしならん。一度診察させて頂きたいとは久しき以前よりの願いなりしもそれを申し上げるのも失礼と存じ、一日じつ送りにそのままなし居たりしが、大正十五年二月京都聖会の時に至りては其の御お苦しみを見るに忍びず、一大決心を以て診察させて頂くよう願いしところ、案外容易たやすく御お聞き届け下され、初めて御おん腹部を診察せしところ、驚くべし、余よの拳こぶしよりも大いなる腫瘍固く胃部より肝臓部にかけ癒着し居り、動かすことも出来ず。これだけになるには疑いもなく数年かかりたるならん。ビックリして余りの事に夢の如き心地いたし、容易に信ぜられぬ迄に思いたれば念のため長男義男よしお（三十二歳）にも診察せしめて頂きしところ、同人も同様の診断にてただ驚くばかりなりし。当時の最大御お苦痛は背部はいぶから腰部ようぶにかけての疼痛とうつうなりしがそれも一夜や非常に深き信仰にお這入はいりなされ、俄然がぜんと御おん癒され遊ばされ、その後はさしもの疼痛とうつうも全くその跡を絶つに至れり。それより御帰京、続いて熱海あたみに御静養中同年三月十日聖霊の驚くべき御お働きにより突然として全く御おん癒され遊ばされし旨むね御通知あり。同月どうげつ二十八日熱海あたみに行き拝診はいしんせしに胃部いぶの腫瘍半分に減じ居り加うるに頚部けいぶの腫はれ（メタスターゼ）さえも同じ程度に減少し居りただ驚くばかりなり。同年八月下旬、再び熱海あたみに行き拝診はいしんするに頚部けいぶのメタスターゼは殆ほとんど消え失せ胃部いぶの腫瘍も触れ難がたき迄に御お癒され遊ばされ、驚き恐れてただ感謝あるのみ。余よも医業を営みてよりここに四十六年有余ゆうよ夥おびただしき癌腫に接したれども未いまだ曾かつて斯かくの如き例を知らず、よって種々しゅじゅの書籍を集め調べても似寄によりたる報告なく更に心易やすき内科、外科、婦人科等とうの大家につき其の実験例を聴き糺ただすも誰ありて類似の実験なし、余よの次男の如きも過すぐる五年間京都帝大、大学院に入り病理学教室に於いて専もっぱら癌腫肉腫の如き悪性腫瘍について研究し居るも未いまだ曾かつて斯かくの如き驚くべき実験例を見出すこと能あたわず、真に驚き居る次第です。（大正十五年十月誌）


  （終）
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